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ROOM NO.1301 #4


お姉さまはヒステリック！
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　さっち


口絵デザイン　菊地博徳
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　プロローグ　友達は恋れん愛あいはしていない







　大おお海うみ悟さとるは相あい変かわらず……でもなかった。


　あれから彼女も出来たし、多分、うまくいっている。その彼女というのが絹きぬ川がわ蛍けい子こではなく、彼女の友達で、きっと絹川蛍子に対する自分の思いを知っている相手であるというのはひっかからないでもなかったが、でもそれでいいのだと感じていた。


　絹川蛍子と付き合えるなんて、本気で思っていたわけではない。絹川蛍子からすれば自分なんて眼がん中ちゆうに無いのだ。それがわかっていたから彼女に告白だってできたし、それが失敗しても笑っていられた。それだけなのだ。


　ただ絹川蛍子を放ほうっておけなかった。一人で強く生きているようで、でもどこかはかなげな彼女を見ていると誰だれか側そばにいてあげなければいけない。そう感じたのだ。でもそれが自分である必ひつ要ようはなかった。


　だから絹川蛍子が結けつ婚こんしたって話を聞いた時は、がっかりしたりせず、ただ安心した。


　やっぱり自分ではなかったのだなと納なつ得とくできた瞬しゆん間かんだったのかもしれない。


　そんなわけで最近は自分の中で絹川蛍子は、昔憧あこがれていた女の子という地位に落ち着いていた。そのはずだった。





「……あれ？」


　彼女とのデートの予定より二十分も早く駅えき前まえに来てしまったのは、本当に何となくだった。妹が用が無いなら出ていけと言ったわけでも、母が暇ひまなら料理を手伝えと言ったわけでもない。ただ本当に何となくなのだ。


「あれ、有あり馬まだよな」


　でも、そこで見知った顔を見つけたのは何となくではない気がした。改かい札さつ口ぐちから流れるように出てくる人たちの中にその人物はいた。


　有馬静しず流る。高校時代、けっこう気き安やすい感じで話してた女友達だった。『誰とでも寝ねる女』なんて呼ばれてて実じつ際さい、男関係が派は手でな女ではあったが、悟からすればいつも楽しそうな話し相手でしかなかった。誘さそわれたことは何度かあったが肉体関係はなかった。当時はそんな気にはなれなかったし、きっとこれからも静流とはそういうことにならないんじゃないかと思う。


　その静流が、母親というには少し若そうな女性と話していた。


　奇き麗れいな人だった。白く透すき通る肌はだと黒くしっとりした長い髪かみ。どこか見み覚おぼえのある気もする女性だった。


「あの人、誰だったっけな？」


　しかしなんで見覚えがあるのか悟には思い出せなかった。その女性と会った覚えはない。だから誰か似にた人に会ったことがあるのだろうと思う。


「あら、大海じゃない？　どうしたの、こんなところで」


　そうこうしているうちに向こうもこっちに気づいたようだった。


「よう、久しぶり」


　そしてなんだか今いま更さらのように思いながら挨あい拶さつを返す。


「それじゃ、静流さん。私はこの辺へんで失礼するわね」


　そんなやりとりを見ていて、静流と一いつ緒しよに話していた女性は気を使ったのか別れの言葉を告げる。自分を静流の彼氏とでも思ったのだろうか。


「あ、はい。それじゃ、また」


　静流は止めるようでもなく、あっさりと挨拶を返す。きっともう別れるところだったのだろうと悟は思うことにした。


「お疲つかれさまでした」


　そういうのが適てき当とうなのかどうかわからないが、その場にいる者として悟はそんな言葉で誰かわからぬ女性に挨拶をする。女性はそれに柔やわらかい笑え顔がおを見せて、小さく頭を下げるとその場を離はなれていった。


「……で、あれって誰だっけ？」


　後ろ姿を見送り終えたかなと思ったところで悟は静流に尋たずねることにした。


「妹のお母さん」


　静流は笑って答えた。しかしそれだけ聞くと妙みような返事だ。


　妹のお母さん。それは普ふ通つうなら自分の母親のことだろうが、そうでないのが静流の家の複ふく雑ざつさを物語っていた。


「ってことは、冴さえ子こちゃんの？」


　静流の妹と言えば、それしか考えられなかった。そしてそれが自分の妹の彼氏の浮うわ気き相手だったというのを悟は思い出す。


「そ、奇麗な人でしょ？」


　なのに静流はそう言って笑うだけだった。


「ま、そうだな。けっこう若く見えたし」


「実じつ際さい、若いんじゃなかったかな。今年で四十とかそのくらいだったと思うけど」


「ってことは二は十た歳ちの時に産んだ子供ってことか？」


　高校の頃ころならともかく、すでに二十歳を過すぎて久ひさしい自分からすると中々に信じられない状じよう況きようだなあと思う。二十歳と言えば妹が今そうだから、つまり……妹がもう子持ちだったらというのを想そう像ぞうすれば早いわけだが……どうにも実じつ感かんがわかない。


「仕し込こんだのは十代ってことね。うちの父親もよくやるわ、本当」


　静流はそう言いながら、別に父親を非ひ難なんしている風でもなかった。静流があまり人を悪く言うのを見た記き憶おくが無い。今の話も自分が男にだらしないことを自じ嘲ちようしているのかもしれない。


「有馬の家って何人兄弟だっけ？」


　だから悟もそこにあまりつっこまず話題をそらす。


「え？　男三人に私で四人。あとは冴子と、まだ発見されてないかもしれないのが何人か」


「……まだいるのかよ」


「いるかもしれないって話」


　静流は笑っているが、けっこうシャレになってない話なんじゃないかと思う。


「でもそれなりに可能性は感じてると？」


「ま、あと二、三人くらいはいてもいいかなあ。なんでか知らないけど、うちの父親モテルのよねえ。昔はお金持ちだからかなあと思ってたけど、どうもそうじゃないみたいだし」


「って言うと？」


「いや、美み佐さ枝えさんって、さっきの冴子のお母さんだけどさ、あの人、よくよく聞いたら別に愛人とかじゃなかったのよね。うちの父親の浮気相手ではあったけど。冴子のこと身ごもった時にさ、話したら下ろさせられると思ったから逃にげて一人で育ててたんだってさ。で、十数年後に見つかって、認にん知ちされて冴子は有馬家の人になったってわけ」


「……へえ」


　どうコメントしていいかわからず、悟はそれを言うので精せいいっぱいだった。実際、なんとも壮そう絶ぜつな人生だ。


「あら、ちょっと退ひいた？」


「いや、退いたってこともないけどさ。有馬の父親も、美佐枝さんも気合い入ってるよな」


「そうねえ。父親の方もずっと美佐枝さんの行ゆく方えを探してたらしいし、あんまり褒ほめられた関係じゃあないけど愛を感じるわよねえ」


「ま、そうなるかな」


「でも、羨うらやましくはあるかな。そういう社会の関係に縛しばられないで自分の思いをさ、ずっと大切にし続けられるのって」


「有馬もけっこう社会に縛られず生きてるって感じだけどな」


「ま、でも私はほら、飽あきっぽいからさ」


　静流はそして困こまったような表情を浮かべて苦にが笑わらいをする。なんだか知らないが痛いところをついてしまったらしい。


「そう言えばさ、大海」


　だからなのか静流は別の話題を振ふって来た。


「なんだよ？」


「とうとう童どう貞てい捨すてたんだって？」


「ぶっ！」


　悟は思わず吹ふいてしまった。いくらそういう話題に奔ほん放ぽうな静流とは言え、地元の駅前でそんな話題を振られようとは想像だにしてなかった。


「いやあ、一時はどうなることかと心配してたんだけど」


「なんだよ、それ？」


「え？　いや、ほら、相手にもされない女に操みさおを立てたまま人生を終えちゃうんじゃないかなって余よ計けいな心配してたってだけよ？」


「……お前もキッツイこと言うね」


「いやまあ、それでも名前は出さないだけ優やさしいでしょうが」


「ま、そういうことにしておくか」


　しかしお互たがい、それが誰のことかは十分わかっていた。静流が名前を言わなかったのはその確かく認にんでもあるのだから本当に優しさゆえの行動なのかは怪あやしい気もした。


「でも意外だったな」


「何が？」


「ま、色々あるんだけど、とりあえず大海が童貞捨てたこととか」


「……あのな」


「すっごい一いち途ずだったし、単に美形なところに魅ひかれてるのかと思ってたら、放ほうっておけないって気がするとか言ってたでしょ？」


「だから？」


「だから、わかってるんだなあって。あの娘こがさ、遠とお目めに見てるよりずっとてんぱってるってこと大海は気づいてるんだなあって」
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「それでなんで、意外って話になるわけ？」


「だから、私、あの結けつ婚こんの話もおかしいだろって気づくと思ってたのよね」


　静流はそう言って意地の悪そうな顔で悟の方を覗のぞき込こむ。


「……どういう意味だよ？」


「あの娘さ、すっごく我わが儘ままな価か値ち観かんの持ち主だったでしょ？　自分の価値観に自信を持ってるって言い換かえてもいいけど」


「まあ、そういうところはあるよな」


「だからさあ、あんないかにもな人と結婚するなんて私は想像してなかったのよね」


「…………」


　悟はそこまで言われて、やっと静流が何を言おうとしているのかわかった気がした。


「あの娘がさ、誰もが羨うらやむような人と結婚するなんて、私は逆に変だなって思った。そして大海もそう感じるんじゃないかなって思ってたってこと。でもその顔じゃちょっと読みが外れたってことかな」


「……ま、そういうことだろうな」


　悟はそしてどうして気づかなかったんだろうと思った。確かに静流の言う通り、蛍子がそんな男と結婚するなんて妙みような気がする。


「あの娘は結婚するなら、周りが『え、こんな人と？』って男だろうと思ってた。それでも自分が認みとめた相手だからって、そういう娘だろうってね」


「ま、そっちの方がらしいわな」


「だからまあ、大海もけっこう可能性はあるかなあって思ってたんだけど」


「……本当かよ」


「あの娘のこと、一番ちゃんと見てたの大海だなって思ってたし。でもま、見て欲ほしい相手じゃないとダメかね、やっぱり」


「やっぱりじゃねえだろ、やっぱりじゃ」


　悟は苦笑いをしながら軽い調子でつっこむ。


「でもまあ私も旦だん那なさんに会ったわけじゃないしね。話してみれば、いかにもなだけじゃない人だって思うかもしれないって気もする」


「ま、若くてやり手なんだろ？　どこか通じるものがあったって可能性もあるよな。商売の常じよう識しきと戦って新しい会社で成り上がった人なんだし」


「ま、そうなんだけどさ。大海がもう一ひと盛もり上がりしてくれても良かったかなって思ってたってことよ」


「……悪かったな、期待に添そえなくてさ」


「すねないでよ。私が勝手に期待してただけなんだからさ」


「だったら言うなよ」


「そりゃそうか」


　静流はそうして今度はゆったりとした笑えみを浮うかべた。なんだかさっき一いつ緒しよにいた美佐枝にも似にた笑いだった。


「でも、ちょっと安心した」


「なんだよ、今度は」


「この話を聞いてもあんまり動どう揺ようしてないみたいだから」


「……またわけわかんねえぞ」


「もうあの娘のことはけっこうふっ切れてるんだなって」


「ま、詳くわしい事じ情じようは知らないけどさ、幸せにやってるみたいだしな」


　そうは言ってもこの間、ちょっとテレビで観みた時の話だ。あの短い時間で、画面ごしで何がわかったかと言われたら自信はなかったが、でも演えん技ぎとかではなく絹川蛍子は確たしかに幸せそうだった気がする。


「誰か側そばにいてやらないといけないと思ってたけど、それが自分じゃないって納なつ得とくできたってところ？」


「そんなところだろうな、きっと」


「でも、蛍子と一発するチャンスがあったらするでしょ？」


「……しねえよ」


「あ、今、ちょっと考えたでしょ？」


「お前が変なこと言うから言葉につまっただけだって」


「今は彼女一ひと筋すじってわけだ」


「そりゃそうだ。そうじゃなかったら付き合わないって」


「ましてや大切な童どう貞ていはあげないと」


「……駅前で童貞、童貞繰くり返かえすなよ」


「いいじゃない。もう童貞じゃないんだから」


「いや、そういう問題じゃない」


「本当、そういうところは変わらないんだから」


　静流はでもそれが嬉うれしいのか優しく笑ったようだった。


「でも、いいよね、大海のそういうところ」


「なんだよ、いきなり」


「いやまあ、昔からけっこういい奴やつだなあとは思ってたんだけど」


「そうかあ？　そう言う風には見えなかったけどなあ」


「そう？　何度も誘さそったのに断ことわったのはそっちでしょうが」


「……あれは単に俺おれに同どう情じようしてただけだろ？」


「同情ねえ。つまり大海は私が同情や酔すい狂きようで体を開くふしだらな女だと思っていた、と」


「というか、からかってるだけだろって思ってた。ま、こっちも余よ裕ゆう無かったしさ、すねてたんだろ、きっと」


「じゃ、そういうことにしておいてあげる。ふしだらな女なのは事実だしね」


　静流はそう言いながら少しだけ渋しぶい顔をしたようだった。その様子から見るにそれなりに気があったということなのだろうか。


「ちょっと自信無くしたな」


「……なんだよ、今度は」


「私、けっこう人を見る目はあるつもりだったんだけど、そうでもなかったのかなって」


「それは俺が思ってたより、ずっとくだらない人間だったってことか？」


「どうかな。とにかく私はあの娘に関しては大海と同じ認にん識しきだろうと信じてた」


「でもそうじゃなかった、と」


「だからまあ、話しているうちに大海の方が正しいのかなって気もしてきた」


「俺は有馬に言われて、なんで気づかなかったんだろうって思ったぜ」


「……じゃ、私の勝ちってことにしておきますか」


　静流はそう言って短く笑う。


「なんからしくないけど、どうしたわけ？」


　でもそんな静流に悟は違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。


「え？」


「いや、有馬ってもっとこう押おし押しな感じだっただろ。なのに今日はちょっと違ちがうからさ」


「それはきっと大海が童貞捨てたからでしょ」


「……だからもうそれはいいから」


「ま、なんつうか、大海は無む意い識しきに私のことを上に見てたから気づかなかったんじゃないかってことよ。それが今は変わったから、違って見えるんじゃない？」


「……それだけとも思えないけど」


　静流の言い分にも一いち理りはあるとは思ったが、やっぱりちょっと今日の静流には元気がないように感じてしまう。


「ま、あとは冴子のことかな」


「冴子ちゃんの？」


　悟は改あらためて言われて、静流と美佐枝が今日一緒にいた理由がわかった気がした。


「今日はさ、美佐枝さんと冴子のところに行ってたわけ」


　そしてそれを肯こう定ていするように、でもぼかした言い方で静流がそれを告げる。


「……だよな」


「それで冴子のこと私、よくわかってなかったなって思ってたところだったわけ」


「なるほど」


「私さ、色々と悪い噂うわさはあったでしょ？　ま、ほとんどは事実だったけど。それでもさ、男関係でトラブったことはないってのが自じ慢まんだった。色々な男と寝ねてさ、人間ってものがわかった気になって、実際、それでほとんどの人のことわかってたと思う」


「……まあ、そうだろうな」


　悟から見て静流は随ずい分ぶんと人間がわかってるとは思っていた。楽しげな様子でいても、どこか他の女の子達とは違うところを見ていた。そんな静流とだから話してて楽しかった気がするし、今もこうして話してるのだろうとも思う。


「でも、冴子のことは全然わかってなかった。冴子のこと父親の愛人の娘むすめってだけで決めつけて、少しも見てなかったんだなって」


　なのに今日の静流は随分と弱よわ気きだなと感じる。


「なんつうかさ、身近な相手ほど、良く見えないってのもあるよな」


「え？」


「いや、彼女にさあ、千ち夜や子こ……って俺の妹のことだけど、あんなに可愛かわいい娘と一緒で変なこと思ったりしないのって言われてさ。そん時まで千夜子が可愛いなんて思ったことなかったんだよな」


「……なるほど」


「ま、冴子ちゃんのこととはかなり事情は違うけど……わからなかったことは責せめてもしょうがないんじゃないのかなって。そんだけ」


「……ま、それだけよね」


　静流は笑ったようだった。それも、とてもおかしそうに。


「なんだよ、変なこと言ったか？」


「ん？　いや、大海らしくて、いい言葉だなって思っただけ」


「なんだか、今日は随分とサービスいいな」


「あら？　サービスする気はいつもあったわよ。そっちが受ける気なかっただけで」


「俺も気づかなかったってことか」


「ま、私たちもけっこう近くにいたしね」


「そうだな」


　悟がそう答えると、静流が時計を見る。


「用事でもあった？」


　それに気づいて悟が尋たずねる。


「え？　用事があるのはそっちでしょ？」


「……なんだよ、それ」


「これからデートなんでしょ？　彼女とさ」


「なんで知ってるかな、この女は」


「そりゃ、私があんたの彼女の友達だからよ」


　静流はそう言いながら、また意い地じ悪わるそうに笑うと背せ筋すじをピシッと立てた。


「ま、そんなわけで私はこの辺へんで失礼するわね」


「まだ十分くらいはあるぜ？」


　それに静流は彼女の友達なのだから別に変な誤ご解かいもされないだろうと悟は思う。


「一人で待ってる時間ってのも楽しいものでしょ」


　でも静流はそう言って笑うともうその場を離はなれ始める。


「じゃあね、大海。彼女と仲良くするのよ？」


「ああ。じゃあな、有馬」


　悟はそう言って静流の後ろ姿を見送る。それで悟は冴子の母親である美佐枝のことを思い出し、そして冴子のことを思い出した。


　有馬冴子。有馬静流の腹違いの妹で、自分の妹の彼氏の浮気相手だった少女。


　悟は冴子とは面めん識しきもないし、いい噂も聞いたことはない。でも、なぜなのか悟には冴子のことを悪く思うことはできなかった。


　それは静流の影えい響きようなのかもしれない。静流と同じように男にだらしないという噂を聞いてはいたが、だからダメだとは悟には思えない。だったら静流とああいう風に話してはいなかったはずだ。


　でも、それだけではない。そんな気もする。


　悟はその理由を少し考えたが、それはやはり答えが出る前に途と切ぎれる。


「悟さん、早いですね」


　自分の名前を呼ぶ声がしたからだ。


「なんとなくな」


　振ふり返ると彼女が立っていた。


　三さん条じよう宇う美み。高校時代、何度か美術部の部室で見たはずの顔だった。


　そして宇美は悟のそんな返事がおかしかったらしく小さく笑う。


「私もなんとなく早く来ちゃったの」


「気が合うな」


　だから悟はそう言って自分も特に意識もせず笑った。それは自分が面おも白しろいことを言えたと思ったわけではなく、目の前の宇美が笑っていたからだ。


　だから悟は一言だけ、小さく詫わびる。


「心配かけたみたいで悪かったな」


「え？」


「さっき有馬に会ったよ」


「……もしかして変なこと言われた？」


「いや、心配してたけど安心したってさ。で、宇美が来る前にって逃にげるように去ってった」


「そうなんだ。別に逃げることないのにね」


　宇美はそんなこと言って、どうしてなんだろうと考え始めたようだった。


「ま、俺が有馬でもそうしてるだろうけどな」


「え？　どうして？」


「人が仲良くしてるの見せつけられるのは誰だって嫌いやだろ」


「……そうだね」


　悟の返事に宇美は困こまったような表情で頰ほおを赤くした。悟はそれを見て、これで良かったんだなと思う。そして今日の静流との出会いを心の中で感かん謝しやした。


　俺は今、確かに恋れん愛あいしてるよ──と。






　第九話　シーナは興きよう味み津しん々しん（前編）







　先に音ねを上げたのは、蛍けい子この方だった。


「……大だい丈じよう夫ぶだよな」


　健けん一いちはソファでぐったりとして動かなくなったままの蛍子を見てそう呟つぶやく。


　色々な意味で大丈夫なわけもない状じよう況きようではあったが、さすがにこのまま蛍子が意識を取り戻もどさないということはないと健一は思った。


「…………」


　しかし、もちろん返事はない。


　風ふ呂ろが入ったのを確かく認にんしてリビングに戻ってきたというのに、蛍子は目を覚さまさない。息はしているようなので、死んでしまったわけではないが……ちょっと激はげしくしすぎたかもしれない。そう健一は反はん省せいする。


「でも、俺おれって反省してばっかりだよな」


　蛍子の気持ちに気づかなかった自分。それにも反省したはずだ。だから結けつ局きよく、応こたえた。


　蛍子がヤケになっているのはわかっていたが、それでも彼女の気持ちに応えるべきだと思ったのだ。それが千ち夜や子こをまた裏うら切ぎることになっても。


　あとはいつもの通りだ。


　火がつけば、もう何も見えないかのようだった。蛍子が実の姉であることも、自分には別に彼女がいることも忘れ、求めあった。いや、求めあったのかもわからない。


　ハッキリしているのは、結けつ局きよく、健一は蛍子を求めたことだけだ。それ以上のことは健一が感じた、そしてきっと自分にとって都つ合ごうのいい出で来き事ごとでしかないのだろう。


　もし蛍子が自分と同じくらい求めていたなら、今ごろ、蛍子の隣となりで話をしているはずだ。


「…………」


　でも部屋は静かなものだった。会話などない。


　だから健一は今までの蛍子の言葉を思い出していた。今日のこと、そして昨日のこと。少しずつ溯さかのぼりながら、健一は自分が聞いていた言葉がずっと別の意味だと気づいていく。


　なぜなのかわからなかったことがたった一つの理由で理解できるようになっていた。


　蛍子がずっと健一のことを好きだった。その信じられない理由だけで。


「ん……」


　小さく声が聞えた。蛍子の声だ。意識を取り戻したらしい。


「……夢、じゃないよな？」


　蛍子はぼーっとした視し線せんで健一の方を見るとそんなことを尋たずねる。


「多分ね」


　健一はそう答えた。気を失っている間に蛍子は夢を見ていたのかもしれない。でもそれの続きではない。健一の今いる場所が現実だ。蛍子もそこに戻ってきたはずだ。


「じゃあ……言っちまったわけだな、私は」


　蛍子のそれは独ひとり言のようだった。確認するのも怖こわい。そんな弱々しい響ひびきだった。


「うん。聞いた」


　でも健一はなんのことか理り解かいし、そしてハッキリとそう答えた。


　蛍子の気持ちを聞いたことを認みとめないわけにはいかなかった。


「じゃあ、お前が言ったことも現実なんだな」


　また蛍子は自分だけに語かたるように呟つぶやく。でも健一はそれをしっかりと聞いていた。


「言ったよ」


　だから答えた。そして何を言ったのかを繰くり返かえす。


「ホタルが俺のこと好きってわかって、俺は嬉うれしいって言ったよ」


「……そうか」


　蛍子は小さく呟くと、自分がまだ裸はだかであることに初めて気づいたようだった。一応、タオルケットを上からかけて隠かくしてはいるが裸なのには変わらない。


「見たのか？」


　そしてなんだか急に不ふ機き嫌げんそうに尋たずねる。


「……何を？」


　健一は何だか急に周まわりの空気が変わるのを感じる。


「何をって私の裸だ。人が寝ねているうちにあれこれ見たんだろう？」


「まあ、少しは見たけど……寝ている前にも見てたし、それにいつも見たいなら見ればいいだろうって言ってるだろ？」


　健一は自分でもそういう問題なのかなと思うが、そう尋ね返すしかない。


「人が寝ている間に見たのかと聞いているんだ」


「……だから、ちょっとだけだって」


「ならいい」


　蛍子はムスッとしたままそう答えると、少し機嫌を直した様子を見せる。


「でも、あれは許ゆるさん」


　だが、まだまだ機嫌が悪いらしい。


「あれって？」


「人がもうその辺にしておけって言ったのに、そのまま続けたことだ」


「……それはゴメン」


「ゴメンですむか！　こっちは初心者なんだぞ。加か減げんというものがないのか、お前は」


「加減しようとは思ったんだけどさ」


「思ったけどなんだ？」


「ホタルが『もっとゆっくり』とか半泣きで言うから、逆ぎやくに興こう奮ふんしたんだよ」


「…………」


　自分で言わせたくせに蛍子は健一の言葉に声が出なくなったようだった。視し線せんを逸そらし、ブツブツと口の中で何かを言い始める。


「だから手加減とか出来なくなって……ゴメン」


　それで素す直なおに悪いと思って健一はまた謝あやまるのだが、蛍子は急に振ふり返ってそれを否定する。


「そ、そんなこと私は言って無いからなっ」


「……言ったと思うけど」


「言って無いっ！」


「言ったよ」


「言って無いと言ったら言って無いっ！」


「……言ったと思うけど」


「じゃあ、お前の聞き違ちがいだ。絶対そうだ」


「……どういう聞き違いだよ」


「よくわからんが聞き違いだ。もしくはお前の言う人間は別人だ」


「……じゃあ俺はさっきまでここでホタルじゃない人とエッチしてたってわけ」


「そ、そうなるな」


「……いくらなんでも無む理りがあるだろ」


「うるさい。とにかく私はそんなことは言って無い」


「じゃあ、どうして俺が興奮して止まらなくなったわけ？」


「それは……それはだな」


　蛍子は再び視線をそらして、何事か考える仕し草ぐさを見せる。


「それはなんだよ？」


「お前が変へん態たいだからだ」


　健一は確かにそれは否定できないと思う。まあ、蛍子がどう言ったかはともかく、実じつの姉である蛍子を相手に正気を失うほど興奮していたのは事じ実じつだ。


「……まあ、変態だよな」


　しかしそういう話じゃあないだろう。


「ホタルは後こう悔かいしてるわけ？」


　蛍子の頑かたくなな態たい度どに健一はそう尋ねた。さっきまでのことを蛍子が否定したがってるように感じたからだ。


「後悔はしてない」


　蛍子は少し驚おどろき、それから急に大人しくなって静かに返事をする。


「問題のあることをしたとは思ってる。でも後悔はしてない」


　それから改あらためて、今度はハッキリとそう答えた。


「問題のあること──か」


　健一はどこかで聞いた言葉だなと感じて、それからそれが海に行った時、健一が蛍子に言ったことだったのを思い出した。


「健一、問題の無い関係なんて無い。そう言ってくれたよな」


　そしてそれは蛍子の方も同じだったらしい。


「ああ、うん」


「あの時、そうは見えなかったかもしれないけどな、私はすごく嬉うれしかった」


「……うん」


「もちろん私のための言葉じゃないってわかってたけど、でも癒いやされた気がした。お前のことを好きでもいいのかもしれないって……そう思えたんだ」


「えっと……ありがと」


　健一は姉の意外なほど素直なそんな告白に戸と惑まどうことしかできなかった。そしてまた気持ちは過か去こへと溯さかのぼる。


　あの時、蛍子はどんな顔をしていただろう？──でもハッキリとは思い出せなかった。だから健一は、蛍子が何を考えていたかを全く気にしてなかったんだなと感じる。


「……なんで、そこでありがとうなんだよ、お前は」


　なのに蛍子は照てれ臭くさそうにそう呟くと、健一の方を優やさしく見つめた。


「他ほかにどう言っていいか思いつかなくて」


　健一はそれでさらに戸惑う自分を感じ、そこから自分がさっきまでしていたことを思い出す。


「風ふ呂ろ入れておいたから、入ってくれば？」


　そう尋ねられて蛍子は少し考えたようだった。


「風呂か」


「ホタルが入りたいって言うかなって思って用意しておいたんだけど」


「……じゃあ入るか」


　そして蛍子はタオルケットで体を隠したまま、ソファから起き上がる。蛍子がそうしているとタオルケットもドレスのように見えた。


「お前もだよ」


　そしてそれに見とれていた健一の方に蛍子が話しかけてくる。


「え？」


「お前も一いつ緒しよに来い」


「それって一緒に入るってこと？」


「そりゃそうだ。お前を一人にするとまたよからぬことを考えないとも限かぎらないしな」


「……逃にげたりしないって」


「順じゆん番ばんに入ったら時間がかかるだろうが」


「別にいいよ。俺は待つのは気にならないし」


　健一はそんなことを言うが、蛍子は健一の手を摑つかんだ。


「私が気になるんだよ」


　そして強く引ひっ張ぱる。有う無むを言わさぬ意志の強さがそこに込められていた。


「私がお前とずっと一緒にいたいんだ」


　そして蛍子は自分の言葉をもっとわかりやすいように言い換かえてくれたようだった。


「……そうだね」


　だからもう健一は抵てい抗こうはしなかった。





　絹きぬ川がわ家の風呂場はきっと普ふ通つうの家のそれよりは大きかった。父親が特別に造らせたという話を聞いたことがあるし、実際、一人で入っていると不安になるような大きさだ。


　もはや本当だったのか確かく認にんする気にもなれないが、父親は家族四人でいつまでも入れるようにということで家を造つくるときに、そこだけは他とは違うように設せつ計けいしてもらったらしい。その割には母親以上に家に帰って来ることのない人だったし、四人で風呂に入ったことなんてほとんど記き憶おくに無かった。


「どうした、健一？」


　気づくと蛍子が向かいに座すわっていた。同じ湯ゆに浸つかって向かい合わせ。もう何年も無かったことだな、と。


「いや、広い風呂場だなって……」


「人と風呂に入っててそれか、お前の興味は？」


「……さっきは見るなって怒おこったくせに」


「私は寝ねている間に勝手に見るなと言っただけだ」


　蛍子は不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。それが気になって健一はそんな蛍子をじっと見つめるが、今度は蛍子が睨にらみ返してくる。


「そんなにじろじろ見るな」


「……寝ている間じゃないと思うんだけど」


「体はいいが顔はダメだ」


「……なんで？」


「察さつしろ」


「察しろと言われても」


　健一はさっきから何かいつもとノリが違ちがうなあと思うが、蛍子はやはり予想外の言葉でそれに答える。


「……照てれるだろってことだ」


「なるほど」


　照れる。そう言われればそうだろうなあと思うが、蛍子が自分に対してそういう感情を抱いだくというのは意外なことだった。自分のことを好きだったということに比べれば、小さなことかもしれないが、やはり意外は意外だ。


「しかし、どうするかな」


　健一が状じよう況きようを飲み込めずにいるうちに、蛍子の意識は別のところへと向かっていたようだった。いや、元の場所と言った方がいいかもしれない。


　今、置かれている状況というよりは、もっと大きな現げん状じようというものに。


「そうだね」


　蛍子の言葉で健一も現実に引き戻もどされた思いだった。蛍子と風呂に入っているという目の前の現実よりも考えねばならないことがたくさんあった。


「まったく、自分で言ったことなのにな」


「……なんのこと？」


「そんなことばっかりしてるとあの娘こを泣なかすぞって私が言ったんだよな」


　それは千夜子のことだった。千夜子よりも十三階の住人たちを気にしているらしい健一に対して、蛍子はそう言ったことがあった。しかし今の蛍子は健一を責せめているのではないようだった。そう言ってた自分が千夜子を泣かすようなことをしてしまったことを悔くいているのだ。


「やっぱり……泣くよな、こんなことになったって知ったら」


「……だろうな」


　蛍子は静かにそれを認め、少し湯船に沈しずむ。


「やっぱり言わないわけにはいかないよな」


　そしてまた独ひとり言のように呟く。


「やっぱり、そうだよな」


　それに健一は答え、それから聞いた千夜子が何を思うだろうと考える。


　でも健一にはその答えはわからなかった。普通に考えれば泣くだろうと思う。でも千夜子が泣くというのを想像できなかった。


　落ち込んだり、元気がない千夜子は見たことがあった。でも千夜子が泣いたり、怒ったりするのを健一は想像できない。


　記憶の中の千夜子はいつも笑っていて、そして元気で健けな気げだった。


「とりあえず考えるのを止やめる」


　不ふ意いに蛍子が少し大きくそんなことを呟くのが聞えた。それで健一は我われに返る。それはやはり健一に言ったわけではなく独り言のようだった。もっと正確には自分への言葉という感じかもしれない。


「止めてどうするの？」


　健一はそれでもその意味を知りたくて蛍子に尋たずねてしまう。


「続きをする」


　でも蛍子の言葉はシンプルなものだった。


「続きって……」


「続きは続きだ」


「……意味はわかるけどさ」


「いいだろ？」


「だから、なにが？」


　健一はそんな姉の言葉に戸と惑まどう。しかし蛍子はハッキリと自分の考えを言葉にして返す。


「今までずっとおあずけを食ってたんだから……今日一日くらいお前を独ひとり占じめにしたってバチは当たらないだろ？」


「…………」


　蛍子のそんな問いに健一は言葉を失ってしまった。そんなことを蛍子の口から聞くとは想像もしたことが無かった。


「ダメか？」


　蛍子はそんな健一の沈ちん黙もくの意味を計はかりかねたようだった。


「いや、ダメってことはないけど」


　そしてそれでやっと我に返った気がして健一は返事をする。


「じゃあなんで黙だまるんだ？」


「ちょっと驚おどろいた」


「……そうか」


　蛍子は何を思ったのか小さくそう答えるとじっと健一を見るだけになる。健一はそれを見返しながら、ちょっと前のことを思い出す。夏の海で聞いた蛍子の話だ。


「好きな人なら何度でもしたいって思う」


「ん？」


「ホタル、あの時、そう言ってたよな？」


「……ああ」


「俺もまだホタルとしたいって思ってるんだけど、それってホタルを好きってことかな？」


　健一は比ひ較かく的てき落ち着いた気持ちでそれを尋ねていた。こんな状況でもそんなことを考えている自分は色々問題あるだろうとも思っていた。


　だが、それは取とり繕つくろった答えではなく、確かに自分の本心だとも思う。


「お前の場合は、ただスケベなだけだ」


　しかし蛍子は不ふ敵てきな笑えみを浮うかべるとそう答え、そしてそのまま立ち上がった。湯から上がって見える胸を隠かくすでもなく、蛍子は堂どう々どうとした態たい度どで健一の方へと歩いてくる。


「スケベなだけ、ですか……」


「でも、今はそれが嬉うれしいよ」


　そして目の前で少し体を屈かがめると蛍子はそう呟き、そして唇くちびるを重ねてきた。


「ホタル？」


　健一の驚きを残のこして離はなれた蛍子の顔には余よ裕ゆうの笑みが浮かんでいた。そして健一はジンと痺しびれる頭の中で蛍子を色っぽいなと感じる。


「今度はお前が満足するまで付き合ってやるからな」


　そしてきっと本気であろう言葉が聞えた。





　満足とはなんだろうか？


　健一はそんな哲てつ学がく的てきとも言えることを考えていた。頭はかろうじて回っているが、もう体は動かない。


「これで四回だな」


　蛍子の方はしゃべることぐらいはできるらしい。しかしそれぐらいの違ちがいしかない。


「そうだっけ？」


　返事が出来るか試ためしてみた。なんとか言葉になったらしい。でもそれ以上はちょっと無む理りそうだ。


　なんだか自分がどろどろに溶とけてしまったようなそんな気持ちにもなっていた。リビングのソファの上に薄うすくなって広がっているようなそんな感かん触しよく。そして体中の神経もどこか別のところにあるみたいだった。でも意識だけはそのままあって、声だけはハッキリと認にん識しきしている。


「なあ、健一？」


「……なに？」


「お前はあれか、お腹なかに出すのが好きなのか？」


　色々と加か減げんが利きかなくなっているのか、そんなことを蛍子が尋ねてきた。でも健一も驚く心を失っているのか、それを静かに受け止める。


「好きって言うか……そうするしかないってだけじゃないかと」


「そうなのか？　男ってのは顔や胸に出したがるものだって聞いたぞ」


「……まあ、そういう人もいるだろうけど、それはきっとアダルトビデオの見み過すぎです」


「私はアダルトビデオなんか見たことはない」


「別にホタルがじゃなくて、その顔や胸に出したがる男の方」


「ああ、そうか。じゃあ普ふ通つうはお腹に出すのか？」


「……多た分ぶん」


　なんだか変な会話だなあと思う。さっきまで大人っぽいと蛍子のことを思っていたはずなのに、今度はヤケに幼おさない会話をしている気がしてきた。いや、ま、子供の話すことではないかもしれないけれど。


「もしそのまま出したいなら、今日は大だい丈じよう夫ぶだからな」


　なのに今度はまた随ずい分ぶんと生々しい話題に変わる。


「だ、大丈夫って……」


「察しろ」


「ま、察してるわけだけど、でも大丈夫って言ってもけっこう大丈夫じゃないもんなんだろ？」


「他の女は知らないけど、私はかなり安定してるから……まず大丈夫だと思う」


「でも、さすがに……マズいと思うよ」


「マズいか？」


「まず大丈夫って言っても、大丈夫じゃなかったら……子供が出で来きちゃうわけだし」


　それは姉し弟ていだからとかそういうレベル以前に、自分は高校生だし、蛍子だってまだ大学生なのだし、やっぱり大丈夫とは言えないと思う。


「ま、その時はその時だろ」


　しかし蛍子はそうは考えていなかったようだった。倒たおれていたらしい自分の上に覆おおい被かぶさってきた蛍子の笑顔が見える。


「お前の子供だってことは黙だまって育てる」


「……それでいいわけ？」


「まあ、どうせ結けつ婚こんできるわけじゃあないしな。お前と私は姉弟なんだから」


「それはそうだけど」


「お前には迷めい惑わくはかけないよ。母さん達にはいきずりの男とこさえたって言うよ。それでふしだらな女だと思われたっていい。本当のことは私とお前が知ってれば、それで」


　蛍子はそう言って、ふと我に返ったような顔になり、苦にが笑わらいを浮かべる。


「ま、その時はってだけだ。私だってまだ子供なんて産うみたかない。大丈夫だから、大丈夫って言ってるだけだ」


「……ま、そうだとは思うけど」


　それでも健一は蛍子が思っていた以上に自分に対して真しん剣けんなのだなと思うしかなかった。


「退ひいたか？」


「退いたって言うか……俺は全然気持ちがついてってないなあって言うか、随ずい分ぶんと差をあけられちゃったなあって言うか」


「ま、そりゃそうだろうな」


　蛍子は笑うと、健一の頰ほおに軽くキスをする。それで健一は体が再び、意識と繫つながるのを感じる。溶とけて伸のびていた体がまた元に戻もどってきた。そんな感かん触しよくだ。


「私はずっと考えてたんだ。それをこんな短時間で追いつかれたら、逆に悲しいさ」


「そういうものかな？」


「そういうもんだよ。だから今日はお前がしたいようにしてくれていい」


「別にそんなに気づかっているわけでもないけど。十分、楽しんでるというか……ホタルの優やさしさを感じてるよ」


　健一は蛍子を見上げながら、そう呟つぶやく。


「……何が優しさだ、この変へん態たい」


「変態はそっちもだろ？」


「ま、そりゃそうだな」


　そして蛍子はまた軽くキスをする。


「弟がこんなに好きなんて……立りつ派ぱな変態だよな」


　そしてまっすぐ健一を見て蛍子はそう言った。


「……うん」


「な、健一。一つワガママを聞いてくれるか？」


「ワガママ？　別にホタルのワガママなんて今に始まったことじゃないだろ？」


「それでも聞いてくれって言ってるんだ」


「……いいけど」


　健一は何を改まっているんだろうと思いながら、蛍子の言葉を待つ。


「お前の部屋でしたいんだけど、ダメか？」


「俺おれの部屋で？」


「ダメか？」


「別にいいけど……でもなんで俺の部屋なの？」


「……私の部屋は散らかってるからだ」


「なるほど」


　健一は真ま面じ目めにそんなことを答える蛍子に少し笑ってしまう。


「初めてはあんなことになったし、今日もリビングとか風ふ呂ろ場ばとかだっただろ。だからちゃんとベッドのあるところでしたいんだよ」


「いいよ。俺もその方がいい。自分の部屋でってのはなんだかエッチな感じもするけど」


　健一はそう答えて、力の戻ってきた手で蛍子の脇わき腹ばらに触ふれる。


「ん……な、なんだよ？」


「いや、やっと体が動くようになったなって思って」


「それはいいが。脇はやめろ、脇は」


「……じゃ、どこならいいわけ？」


「私が文もん句くを言わないところだ」


「それだと触さわってみないとわからないんだけど」


「だからってだな、どこを触っていいとか答えさせるな」


「そりゃ、そうか」


　健一は力なく笑うが、蛍子は逆にまた真しん剣けんな顔つきになる。


「あと、もう一つ聞いてくれるか？」


「さっき一つって言ったと思ったけど」


「もう一つだけだ」


「いいよ。もう一つでも、もう二つでも。ホタルがして欲ほしいことならいくつでも聞く」


　健一はそして蛍子の答えをまた待つ。


「今日じゃなくてもいいんだけどな」


「うん」


　蛍子はそれでしばらく健一の顔を見た。


「一いつ緒しよにホテルに行きたい」


「それって……その……そういうホテル？」


「察さつしろ」


「……察しました」


　健一はそう答えてから、なんでまたわざわざ頼たのむんだろうなと考えてしまった。


「で、いいのか？　悪いのか？」


「いいよ。そんなことでいいなら」


「そうか……今日のお前は妙みように優しいな」


　蛍子はそう言って静かに笑うと体を起こして、もう部屋を移動する気になったらしい。健一はそれを感じて、自分の体の隅すみ々ずみまで力を入れる。


「ホタルが素す直なおだからだろ」


　そして先にどこかに行ってしまいそうな蛍子に向かって健一はそう語りかけた。


「だったら、いつも素直にするか？」


　蛍子は自分でそう言って、そんなのは無理そうだなと思ったらしい。苦笑いを浮うかべた。


「いいよ。そんなのなんだかホタルらしくないし」


　そんなことを言う健一が立ち上がるのを蛍子は待っていた。


「まだ夕ゆう飯めしには少しあるよな？」


　それで蛍子は時計を確かく認にんしたらしく、そんなことを言ってくる。


「だね」


　健一もまだ五時かそこいらだろうと思って返事をする。


「じゃあ、これからお前の部屋でして、それから一緒に夕食の買い出しに行こう。それでいいよな？」


「いいよ」


　健一はそんな蛍子の提てい案あんを聞いて、そんな自分たちの様子を思い浮かべる。それは今まで不ふ思し議ぎと想像したことの無い光こう景けいだったが、すごく心こころ安やすらぐイメージだった。


「ホタルと買い物なんて……初めてだよな」


「……そうだな」


「なんだかワクワクする」


「……そうだな」


　すごく馬ば鹿か馬ば鹿かしいことかもしれない。そうも思ったが、蛍子も自分と同じことを考えてくれているらしい。そう思うと、やっぱり嬉うれしかった。いつも自分の当とう番ばんだと思ってやってきた買い物が蛍子と一緒というだけで別のことのように思えてくる。


「…………」


　しかし何の予よ兆ちようもなく、聞えてきた音によって中ちゆう断だんされる。ガチッと玄げん関かんの方で音が聞えた。


「？」


　そして健一は蛍子ごしに玄関の扉とびらが開くのを見た。蛍子もそれに気づいて振ふり返ったようだったが、健一の目が捉とらえたのはもっと別の人間だった。


「……か、母さん」


　玄関を開けて入ってきたのは健一の母親、そして父親だった。疲つかれた顔をして両手に一いつ杯ぱいの紙かみ袋ぶくろを抱かかえていた。


　その紙袋が、両親なりに自分たちを喜ばそうと買ってきてくれたお土産みやげなのはすぐにわかった。でも自分たちにも、そして両親たちにも思い描えがいた未来は待っていなかった。
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「…………」


　母親が自分を見つけたのがわかった。驚おどろいた顔を浮かべたからだ。


　だから目の前が真っ暗になった。そして何かが落ちる音だけが耳に届とどく。


　でも、誰だれの声もしばらくは聞えない。聞えるはずもなかった。誰も何も言えなかったのだから──。





　　　　○





　心がどこかに行ってしまったようだった。体には力が入るのを感じるが、でもその力を入れろという指示がどこからも出ない。そんな妙みような脱だつ力りよく感かんに支配されて、健一は１３０３のソファに座すわっていた。


「そんなことがあったの」


　悲しい小さな声。それがすごく間ま近ぢかに聞えるのがわかった。


　それは冴さえ子この声だった。健けん一いちは隣となりに座っている冴子に力なく寄より掛かかっていた。


　──いつかと逆ぎやくだな。


　健一はどこか別の場所でそう考えているのを感じた。冴子が自分の秘ひ密みつを健一に語った時と逆だ。寄り掛かっているのも、秘密を話しているのも同じだが、立場は入れ替かわっていた。


「なんで今日に限かぎって、うちの親は親らしいことをしようとしたんだろう」


　本来なら嬉しいはずのそのことを健一は恨うらめしく感じた。しかしそれも強い感情とはならなかった。何を考えてもどこか麻ま痺ひしたような気持ちのままだ。自分が何かを感じるのを拒きよ否ひしているのかなと思う。


　それから自分で言った言葉に健一は答えを出す。


　自分が願ねがったから、かもしれない──と。


　千ち夜や子この家族と一緒に食事をして、絹きぬ川がわ家けがどんなにか歪ゆがんだ家庭だか思い知った。その自分が両親に両親らしいことを求めたのだ。両親に告つげたわけではなかったが、でも気持ちは伝わったのかもしれない。それで駆かけつけてくれたのだとしたら、実に息むす子こ想おもいの両親だ。


　たった一度。親に親らしくして欲ほしいと願っただけで、そうしてくれる。そんな親が他ほかにいるとはとても思えなかった。


　悪いのは自分たちの方なのは明らかだった。


　知っていたはずだ。許ゆるされることではない、と。そんなことに反はん論ろんする気はない。


　でも、でもよりにもよって、なんで今日なんだと健一は思わずにはいられなかった。


　蛍けい子この想いを知って、それを受け入れ始めた矢や先さきに、こんなことにならなくたって……。


「誰もが絹川君のようになれるわけじゃないから」


　冴子の小さな声がまた聞えた。


「……そうだね」


　そうは言ったものの、冴子の言葉を健一は理解しているわけではなかった。でもそれは冴子にはわかっているらしい。ただ相づちを打つように言葉を続ける。


「絹川君のお母さんは普ふ通つうの人なのよ」


「そうだね」


　今度は少し理解できる気がした。


　自分と蛍子の関係を知った母親は怒おこった。最初は信じなかったが、いずれ二人が裸はだかでリビングにいた意味を理解した。そして怒った。


　怒った。何に怒ったのか、健一には良くわからなかった。


　母親が怒っていた。それだけは確かな事実として認にん識しきしていた。


　やがてそんな母親を父親が止めた。子供をそんな理由で叱しかるものではない、と。


　子供が期待通りに育たなかったことで責せめるのは親のすることではない。父親はそう言って、叱られるべきは蛍子や健一ではなく、自分たちの方だと言った。


　二人がしたことは許されることではないと教えてあげなかった自分たちが悪いのだ、と。


　そのことを認めたくないからと子供のせいにして誤ご魔ま化かそうとしてはいけないんだ、と。


　だから父親は自分たちの味方になってくれるのかもしれないと思った。


　でもやはり父親は味方ではなかった。


　父親は泣いた。あまり感情を表に出すような人じゃなかったが、父親は涙なみだながらに訴うつたえたのだ。自分たちが悪いのはわかってるが、それでも理り解かいしてくれ、と。


　健一と蛍子がしていたことは、許されることではないのだと。今まで言わなかったことだから、すぐには無む理りでも、ちゃんと理解してくれ──と。


「怒られるだけなら……まだ良かったんだけどな」


　健一は震ふるえながら手を握にぎってきた父親のことを思いださずにはいられなかった。手は驚おどろくほどひんやりとしていた。でもその訴えは熱あつく、強く迫せまった。


　父親は泣いていたのだ。あのいつも何を考えてるかわからなかった父親が、初めてハッキリと伝えた思いだったかもしれない。


　もう、こんなことはしないでくれ。その言葉を繰くり返かえしていた。


「そうね」


　冴子が遅おそまきに相あいづちを打つのが聞えた。冴子は冴子で何かを思いだしていたのかもしれない。でもそのことを健一は確認する気にはなれなかった。


　自分の家族のことだけで、もう受け止めきれない。心から色々な物が溢あふれている気がした。大事なものが外へ流れて、心の中に留とどまってくれない。


　だから、なんでこんなことを話しているのかも自分ではよくわからなかった。それを話してどうしたいのかもわからない。


　ただ話をするしかなかった。自分だけでは留めて置けそうもないその出で来き事ごとを、誰かに聞いて欲しかった。


　それは冴子でなくても良かったのかもしれない。でも冴子は聞いてくれていた。それだけが今の健一にとっての現実だった。


「本当にダメな奴やつだよな、俺って」


　全くだなと自分で言って思う。結けつ局きよく、何も出来なかった。


　蛍子の想いに応こたえてあげようと思ったのに、何が出来たというのだろう？　自分はただ欲よく望ぼうに負けただけなんじゃないか。そんな気持ちにすらなる。


　なのに、蛍子は自分を助けてくれた。


　両親がやはり一いつ緒しよに住むべきだと言い出した時、悪いのは自分だからとかばってくれた。健一には高校を卒業するまではこの家で暮くらさせて欲しいと頼たのんでくれた。


　それが二人の別れを意味することだとわかっていたはずなのに。健一には今まで通りの生活ができるようにと親に頼んでくれたのだ。


　自分のことだけ考えれば、そんなことを決けつ断だんする必要はなかったはずだ。でも、そうしてくれた。自分のことよりも健一のことを考えてくれたのだ。


　でも、そんな蛍子の想いに自分は何一つ応えることができなかった。


　ただ蛍子の言う通り、そうさせてくれと親に頼むのが精せいいっぱいだった。本当にそうした方が良かったのかなんてわからない。


　ただ、蛍子がそれを選んだ以上、そうするべきだと思った。ここで蛍子と一緒に両親と暮らすことを選んではいけない。それだけは確かな気がした。それは蛍子と一緒にいられる選せん択たく肢しではあったが、蛍子の望まぬことのような気がした。


　それが蛍子のためなんだ。そう感じた。でも今、自分はそのことを冴子に話し、力なく寄より掛かかっている。頼たよっているのだ。蛍子ではなく、冴子に。


「絹川君、そんなに結けつ論ろんを急がないでもいいと思う」


　でも冴子はそんな健一を責せめる様子もなく、ぼんやりとした口く調ちようでそう呟つぶやく。


「どういう意味？」


「私は絹川君がホタルさんの想いに応えたのはいいことだったと思うわ」


　冴子は健一の質問とはちょっと違ちがうことを答えたようだった。


「だったら、どうしてこうなってしまったのかな？」


　だが健一の疑ぎ問もんはまた別のことに変わる。


「そんなに結論を急がないでいいと思うの、私は」


　冴子はそう言って少し健一の方に寄りかかったようだった。ひんやりとした彼女の感かん触しよくが健一を少し現実に引き戻もどした気がした。


「まだ結果は出てないと思う。ホタルさんと絹川君の結論はこんなものじゃないわ、きっと」


「……俺とホタルの結論」


「まだ二人にも、そしてご両親にも時間はあるんだから。そうでしょ？」


　そう尋たずねた冴子は少しまたひんやりとした感じがした。


「まだ終わりじゃないってこと？」


「……終わりなの？」


　冴子は健一の質問に質問で返す。だがそれはどんな答えよりも健一に力を与あたえたのかもしれない。


「終わりじゃないんだ」


　確かに今日のことは決定的なことだったかもしれない。立て続けにショックなことがあって、そして二人は離はなれ離れになった。でも、それが最後というわけではないのかもしれない。


　自分はまだここにいて、蛍子も近くにではないがいる。両親だって蛍子の気持ちを理解して考え方を変えてくれるかもしれない。


　許されないことだとわかっていても、それを選んだ子供のことを認めてくれるかもしれない。


「そうじゃないと、悲しいわ」


　冴子はそんなことを言ってそれから健一の方へと顔を向けたようだった。


　すぐ側そばにその顔があった。いや、さっきからずっとあったはずだが健一はやっとそのことに気づいたと言うべきかもしれない。


「そうじゃないと、悲しいね」


　だからって、自分には必ず幸せな結けつ末まつが待ってるなんて、そこまで楽らつ観かん的てきにはなれなかった。でもそう信じることはできる気がした。


　まだ終わってはいない。結論はまだ出ていない。自分にはまだ時間があるのだから。


「ご両りよう親しんは絹川君ほど特別ではないのよ」


　冴子が何を思ってそう言ったかはわからない。でも健一は両親にしてもショックなことだったのだろうなということはわかった気がした。


　普ふ段だんは何もしてあげてない子供たちにせめてもの詫わびをと思ってやってきたら、子供たちがあんなことになっていたのだ。それを理解しろと言っても無理だろうと思った。


　自分がおかしいのだ。それは昔からずっと感じていたことだったはずだ。


　綾あやや冴子を受け入れていることが悪いこととは思わない。でもそれは普通のことではないのだ。


　綾の母親は、入院で精せい神しん的てきに参まいっていたにせよ、綾を理解できないと拒きよ絶ぜつしたらしい。そんな人間を即そく座ざに受け入れられる自分の方がおかしいのだろう。


　蛍子の想おもいもそうだ。それを即座に受け止められる自分はきっと変なのだろう。全く予想もしていなかった彼女の想いを受け止め、そしてその場で体を重かさねられるなんて……まともじゃない。まともであるはずがない。


「時間が解決してくれるのかな？」


　だがそれを疑問に思うとまた不安が襲おそってきた。


　すぐには理解できない。それはそうだろうと思う。だから今日のことは今日のことだと思うしかない。


　しかしいつか理解してもらえる日が来るのだろうか。そう思うと健一の手にまた父親の震ふるえが伝わってくる気がした。


　もうこんなことをしないでくれ。そう涙した父親。あの父親がいつか笑って、二人の関係を認めてくれるなんてありえるのだろうか？


「そうじゃないと、悲しいわ」


　それが冴子の精いっぱいの答えのようだった。


「そうだね、悲しいね」


　健一は冴子の顔を見て、そこに寂さびしげな表情を読み取ると、なぜだか笑わねばならないような気がした。


　二人が幸せになることを望んでいるのは誰だれでもない冴子なのかもしれない。そんなことを感じた。それはきっと自分や蛍子のことではなく、冴子自身の問題に関係があるのだろう。


「なんとかなるって信じることは出来るよね」


　でも健一は冴子の問題に踏ふみ込こむことはできなかった。彼女が話さないとすれば、それは彼女が知ることを望んでいないからだろう。


「世界の全すべてがそうだとはとても思えないけど──」


　でも健一は思い出してしまう。冴子自身が親元に帰ることが出来ず、寝ねる場所を求めて何人もの男と関係を持っていたことを。


「でも絹川君とホタルさんにはもっと素す敵てきな結果が待ってて欲ほしい」


「……ありがと」


　健一はそんな冴子の願いに、そう答えるくらいしか思いつかなかった。冴子が感謝の言葉が好きではないと言っていたことを忘れたわけではない。でも、伝える言葉が欲しかった。


　自分が世界に拒絶されたわけではない。そう信じたかった。


「ごめんなさい」


　そして冴子は全く予想してなかった言葉を返した。


「え？」


「こんな時なのに私、嬉うれしいなって思ってるの」


「それってどういう意味？」


「やっと絹川君の力になれたし、それに……」


　そこまで言いかけて、冴子は視線を逸そらす。急に恥はずかしくなったらしい。


「それに、なんですか？」


「これからは、もう絹川君は慌あわてて家に帰らなくてもいいんでしょ？」


　そう言われて健一は、やっとそのことに気づいた。


　あのそうでなくても広い家に一人でいるために帰るなんて考えられなかった。今までだって蛍子が待っているから帰っていたのだ。


　もうずっとここに、居いていい。それが良いことか悪いことかはわからない。


「そうですね」


　でも、自分を助けてくれた冴子がそれを望んでくれていることは確かだった。だから、今はそれに応えたいと思った。そして冴子がこんな自分でも必要としてくれることに健一は、また一つ救いを見つけた気がした。





　　　　○





　夜中、目を覚ました。疲つかれているはずなのに、ぐっすりとは寝ねれなかったらしい。


　それは冴子への申もうし訳わけなさからだったのかもしれない。自分を慰なぐさめてくれた冴子を残して一人寝てしまった。


「そうか……ここは」


　そして健一はそこが自分が昔住んでいた部屋であることを思い出した。正せい確かくにはそれをモデルに作られた１３０３の一室だ。色々なことがあったせいか、本当に時間が溯さかのぼったようなそんな不安な気持ちも感じた。でも明かりをつければ自分がいつもの通りだと気づかされる。


　もうここに住んでいた頃ころの自分ではないのだ。健一は改あらためてそれを感じた。そして家族もあの頃とは違ちがってしまっている。


　狭せまいここに住みながら、都会のど真ん中は無む理りでも大きな家を買って引ひっ越こそうと夢を語っていた父親。でも久々に会った父は、自分と蛍子の関係を知って涙なみだした。


　もうこんなことをしないでくれ、と──。


「……最初に来た時は、すごく暖あたたかいところだって思ったはずなのにな」


　新たな記き憶おくが部屋の色を塗ぬり替かえてしまったかのようだった。そこかしこから感じる思い出の残のこり香がのようなものも、今は悲しい記憶を呼び起こさせる。


「ここにもいれないんじゃ……俺はどうすればいいんだろう」


　健一は一人呟つぶやき、自分のしたことがどんなにか自分を変えてしまったのか考えてしまった。





「絹きぬ川がわ君？」


　部屋から出たところで、冴子が自分を呼ぶ声が聞えた。いつものようにリビングにいて、そして眠ねむれなかったということがすぐにわかる。


「あ、はい」


　健一はまだ意識がハッキリしないせいもあって力の抜ぬけた返事をすると、ちょっと廊ろう下かを歩いてリビングの方へと顔を出す。


　冴子はいつものノースリーブにカーディガンという姿でソファに座すわっていた。


「どうしたの？」


「ちょっと目が冴さえまして」


「お腹なか空いた？　それなら私が何か作るけど」


　そう言って冴子が立ち上がろうとするのを見て、健一は慌あわてて止める。


「いや、いいですよ。それくらい自分で出来るくらいは元気をもらったつもりです」


「そう？　ならいいんだけど、こういう時でもないと役に立てないし、私としては頑がん張ばりたいんだけど」


「いいですよ、その気持ちだけで」


　健一はそう言いながら、本当に気を使ってもらってるなと感じる。


「ちょっと散歩にでも行ってきます」


　健一はなんだか話してるのも冴子に迷めい惑わくな気がして、そんなことを口にする。


「いってらっしゃい、絹川君」


　そして冴子はそれを理り解かいしたのか、それともこの間の一件のせいなのか、その辺りはわからないが、そう挨あい拶さつをするだけで健一をそのまま見送った。





　散歩と冴子には言ったが、健一の足はとりあえず１３０１へと向かった。別に誰だれかに会いたいとかそういう気持ちがあったわけではなく、単に癖くせなんだと思った。


　家へ帰る時もなんとなく覗のぞいて、そして誰もいなければそのまま帰る。そんな感じだった。


「あれ、健けんちゃん？」


　でも今日は誰もいないわけではなかった。いつもの作業着というか、パンツに白衣というスタイルで綾あやは冷れい蔵ぞう庫この中を覗いていたようだった。それがちょうどやってきた健一に気づいて、視線だけこっちを向けたという形になっていた。


「こんばんは、綾さん」


「……なんかあったの？」


　綾は少し考えて、そう感じ取ったらしい。夜中に健一がここにいて、綾と会う。それは以前もやっぱり蛍けい子こ絡がらみでトラブルを起こした時のことだった。だから綾はそのことを思い出したのだろう。


「ありました」


　健一は正直にそう答えた。隠かくしてもしょうがない。いずれは話さねばならぬことだろうし、ここに綾がいたのも何かの縁えんだろうと思う。


「蛍子ちゃんとのこと？」


　綾がそう言って冷蔵庫のドアを閉めた。そして健一の方へと歩いてくる。


「ですね」


　だから健一も綾の方へと歩き、そしてご飯を食べる時のテーブルのところで落ち合うようにして、椅い子すに座った。


「ケンカ……じゃないよね？」


　綾はこの間との違ちがいをどこか感じ取ったらしく、そんなことを尋たずねる。


「違いますけど。でも、しばらく会えないことになったみたいです」


「えっと……どゆこと？」


　綾が小首をかしげたが、健一としてはどこから話せばいいのかと思うしかなかった。





「それって……わたしのせいもあるよね」


　ざっと話をし終えたところで、綾が沈しずんだ顔で小さく呟つぶやくのが聞えた。


「綾さんのせいじゃないですよ」


「そうかな……そうとは思えないけど」


　綾はそう言って、少し昔のことを思い出すように視し線せんを外した。


「蛍子ちゃんが私のことを怒おこってるのは知ってたんだ」


「……そうなんですか？」


　言われて健一は、蛍子が綾のことで激はげしく感情を露あらわにしていたことを思い出す。


「まあ、色々と心当たりはあるけど、決定的なのはやっぱりコンクールのことかな」


「コンクール？」


「蛍子ちゃんがコンクールに出す気満々だったのを私、邪じや魔ましちゃったんだよね」


　健一は言われて、そう言えばそんなことがあったなと思い出す。コンクールのために描えがいてたはずの作品を急に捨すてると言ってみたり、でも捨てないと言っていた。あの時、様子が変だったのはやはり事じ情じようがあったということか。


「去年の春の話ですよね？」


「うん。春休みの話だったと思う」


　綾はそう言ってまたその時のことを思い出したようだった。顔がまた陰かげる。


「言い訳にもならないけど私は知らなかったんだ。蛍子ちゃんがコンクールに出すために頑がん張ばってたことも、私の作品が蛍子ちゃんのの代わりに出ることになってたことも」


「……どういうことなんですか、それって？」


「後でわかったんだけど、お父さんがね、私の作品を使ってくれって学校に売り込んだんだって。私、それを知らなくて、事情を聞きに来た蛍子ちゃんを怒らすだけで……でもきっと事情を知ってても大差なかったよね。私はいつも蛍子ちゃんをイライラさせるだけだし」


「でも、どうして綾さんの知らないところでお父さんがそんなことを？」


「お父さんはお父さんなりに心配してくれてたみたいなんだよね。私があんまり学校に行かないから退学にさせられちゃうんじゃないかって。だから点数を稼かせぐって言うの？　そのために作品を使ってくれって言ったみたいなんだ」


「……なるほど」


「でも結局、私は卒業できなかったし、意味はなかったんだよね。私があの学校に行かなければ、蛍子ちゃんのこと怒らせずに済すんでたかもしれないね」


　綾は悲しそうに言葉を続け、それから思い出したように笑った。ぎこちなく、無理に浮うかべたものだが、それはきっと健一にも笑って欲ほしいという合図のような気がした。


「綾さんのせいじゃないですよ、やっぱり」


　だから健一もぎこちなくでも笑って見せる。この間、綾がここに住んでいる理由を聞かされた時のことを思い出した。


　綾が悲しい話をしても笑っていてくれと綾は言った。だからここは笑わないといけない。


「他ほかにも色々あるんだ。美術部に何度か入ってくれって言われたのに断ことわったり」


「……何で断ったんですか？」


「私は蛍子ちゃんみたいにちゃんとしてないから迷惑かけるかなって思って。でも、そうなるとしても入った方が良かったのかな」


「それはどうですかね……」


　さすがに健一もちょっと考えてしまった。入らないせいで怒る蛍子も容よう易いに想像できたし、綾の面めん倒どうが見切れずキレる蛍子というのも同じくらい簡かん単たんに思い浮かべられる。


「断り方だと思いますよ」


「断り方？」


「綾さんって自分の興味の無いこと以外は、全ぜん然ぜんどうでもいい感じじゃないですか」


「うん」


「でも、それをどうでもいいと思ってない人もいるんですよ」


「そこまではわかるけど。それがなんなの？」


「たとえば、ウィトンのバッグですけど」


「うん」


「あれ、デザインしたかったって人いると思うんです」


「だったらその人がやればいいのに」


「……えっと、そういうのがダメなんです」


「そうなの？」


「その人はやりたいけど、やれなかったんです。ウィトンに選ばれなかったんです」


「……錦にしき織おりさんに頼たのめばなんとかしてくれると思うけどな」


「それは綾さんが特別だからです。他の人はそうじゃないんです」


　健一は今いま更さら確かく認にんするまでもないことだと思っていたが、改あらためてそれを綾に告つげることで、綾が本当にその辺のことを理解してないのを知る。


「そうなの？」


「そうなんです。だから他の人にとっては大事なことを大事にしないと……嫌きらわれることになるかもしれないんです」


「……それは、そうかな」


「たとえば、綾さんがプリン大好きだとして、それを食べてるじゃないですか」


「私はプリンは別に。普ふ通つうに好きなだけだよ？」


「だから、たとえばの話です」


「うん、たとえば」


「で、そこに僕が来たので、健ちゃんも食べるっていうわけじゃないですか。その時、僕がプリン嫌きらいなんですって言ったらショックですよね？」


「健ちゃんに言われたらショックかな」


「えっと……たとえばの話ですから、そういう部分で判はん断だんしないでください」


「よくわからないんだけど」


「じゃあ、とりあえず人が大事にしていることに関しては気をつけて断ってください」


「そんなこと言われても、それがどういうときで、どうすればいいかさっぱりなんだけど」


「……そりゃ、そうですよね」


　健一はそこでじゃあどう言えば通じるのかなと考えてしまう。しかしすぐに答えが出るような話であるはずもなく、先に綾が別の疑ぎ問もんを口にする。


「蛍子ちゃんは、どうして私に美術部に入って欲しかったのかな？」


「どうしてなんですかね？　ホタルが綾さんのことどう思ってるかは具体的にはよくわからなかったですから」


　健一はそして蛍子の言動を思い返して、きっと綾に色々と美お味いしいところを持っていかれたとかそういう感じだったんだろうなあと感じた。しかも綾はそういう自じ覚かくが全く無く、だから蛍子としても怒いかりのやり場に困こまっていた。そう言う感じなのだろうと考える。


「何度も誘さそったってことは、なんとなくじゃないよね？」


「それはそうですよね」


　そして健一は蛍子が美術部の友達が絵をやめたという話をしていたことを思い出した。あの時、悲しげな表情を見せた理由を健一は聞いてはいなかったが……でも何かそこに蛍子の芸術への想おもいが感じられた。


「ホタルは友達が欲しかったんじゃないですかね？」


「友達？　私と蛍子ちゃんが？」


「うーん。まあ二人の性格を考えるとちょっと難むずかしい気もしますけど、ホタルって絵のことはすごく一いつ生しよう懸けん命めいだから、それくらい一生懸命な人間が側そばに欲しかったんじゃないですかね。本当、適てき当とうな想像でしかないですけど」


「……友達か」


　綾はそれからしばらく一人で何かを考える様子を見せた。でもそれがなんなのかは言わず、健一の方を見る。


「私ね、蛍子ちゃんには幸せになって欲ほしいってずっと思ってた。悪いことしちゃったんだろうなって感じてたし、それになんだろう。いつもなんだか怒ってるみたいだったからかな」


「そういうところありますよね」


「だから健ちゃんが蛍子ちゃんの弟だって知った時は、ちょっと嬉うれしかったんだ。健ちゃんなら蛍子ちゃんのことも幸せにしてくれるんじゃないかなって……って、今、話すことじゃなかったかな」


「……微び妙みようですね」


　健一はさすがに苦にが笑わらいするしかなかった。自分だってそう出来てたらなと思う。


　蛍子には幸せになって欲しい。その思いは皆みな、一いつ緒しよだったはずなのに現実はそれとは違ちがう方向へと向かってしまった。


「私っていつもそうなんだよね。健ちゃんとだとけっこう上う手まく話せてた気がするんだけど、やっぱりちゃんと話そうとするとこんな感じなんだな」


　綾はそしてちょっと元気の無さそうな声を出す。


「どうしてこんなに苦手なのかな？　金きん工こうみたいに思った通りにビキビキと決まってくれないかなって思ってるのに」


「相手あってのことですからね。自分の思い通りにばかりはいきませんよ」


　そんなことを健一は言ってはみるが、自分でもそんな偉えらそうなことは言えないよなと思う。別に蛍子のことだけじゃない。自分が本当に人と上手くやれているかと言えば、答えはノーだった。それっぽくその場を取とり繕つくろってはいるが、核かく心しんに触ふれるのを自分はいつも避さけているような気がする。


「……なんでですかね？」


「え？　何が？」


「思い出してみると、僕は綾さんとが一番、上手く話せてるかもしれないです」


「そうなの？　冴ちゃんじゃなくて？」


「有あり馬まさんとは……今もちゃんと話せてないという気がします。お互たがい、他の人には言えない様なことを話した気もしますけど、でも……それだけのような気が」


「そうなんだ。それはちょっと意い外がいだな」


　そう言って綾が嬉しそうに笑う。


「でも、かなりお得とくな情報という感じだよね」


「お得な情報ってなんかそういう時に使う言葉じゃないような」


「でも、うん、いいなって気がした。私もね、きっと健ちゃんとが一番、ちゃんと話せてるって思ってたんだ」


「……まあ、通つうじない時もけっこう多いですけどね」


「それは他の人の時の方がもっと多いから」


「なるほど」


　健一はそうこうしているうちに、なんだか随ずい分ぶん、自分が和なごんでいるなと気がついた。蛍子のことを報ほう告こくし、お互いに蛍子に対して負おい目を感じていることを確認したはずなのに、なんでこういうことになったのだろう。健一はそれが気になり綾の方を見る。


「……なに、健ちゃん？」


「いや、綾さんって不ふ思し議ぎだなって思って」


「不思議かな？」


「あの時も綾さんは僕を救すくってくれたし」


「健ちゃんにはいつも助けてもらってるから、それくらいはね」


「そして今日も知らぬ間に随ずい分ぶんと心が軽くなってるなって」


「それはちょっと嬉うれしい発見」


　綾はそう言って笑うと、じっと健一の方を見る。


「そう言えば、健ちゃんに頼たのみがあるんだけど」


「なんですか？」


「今日は無理だと思うけど、今度、私の写真が載のってる本を一緒に買いにいって欲しいんだ」


「……綾さんが載ってる本って、『アーツライフ』ってヤツですよね？」


「たぶん、そんな感じの」


「それなら家にありますよ。ホタルが買ってきて、きっとそのまま置いてったはずですから」


　健一はそれを口にしながら、また蛍子とのことを思い出してしまった。


　思えば、あの本が発ほつ端たんだった。


「そうなの？」


「たぶん、まだ部屋に置いてあったと思います。なんだったら今から取って来ましょうか？」


　そう尋たずねながら、自分の出ている本というのは贈おくられてきたりしないんだろうかと思う。でも少し考えて、そうか届とどかないのかと思い直した。


「今から？」


　だが綾は健一の言葉に別の何かを考え始めたようだった。


「だったら一緒に行ってもいい？　もう暗くらいし、そんなによそ見しないと思うから」


「いいですけど……でも着き替がえてくださいよ」


「あ、うん。じゃあ健ちゃんが買ってきてくれた服に着替えてくるね」


　綾はそう言うが早いか立ち上がると、健一の脇わきをすり抜ぬけて部屋を出ていく。健一はその素す早ばやさに驚おどろきながら、そんな綾を見送る。


「……でも、なんでまたあんなこと言い出したんだろう？」


　健一は一人呟つぶやき、それからやっぱり自分の頭がちっとも回ってないなと気づく。綾のおかげで気分だけは回かい復ふくしたみたいだったが、まだ本調子とはとても言えそうにない。それを感じて、でもだから逆にこうしていられるのかなと健一は思った。





「もう一か所行きたいところがあるんだけど、いいかな？」


　そう言われた時、健一はやっと一つ答えが見つかった気がした。


　健一が家の中に本を取りに行ってる間、綾がそれを考えていたわけではない気がした。もう一か所の方が実は本命だったのかもしれない。そんな綾の行動に健一は少し蛍子のことを思いだしたりもする。


「いいですよ、変なところじゃなければ」


　健一も綾がこの状じよう況きようで変なところに行くとは思っていない。


「変なところって言えば変な気もするけど」


「……エッチな所じゃなければいいですよ」


「じゃ、大だい丈じよう夫ぶ」


　綾はそう言って歩き始める。健一はそれを追いかけるようにしながら、それがすごく意外な気がしてしまう。


「で、どこに行くんですか？」


「ん……健ちゃんには関係ないところ」


「関係ないんですか？」


「ダメかな？」


「いや、まあそんなに遠くないなら別にいいですけど」


　健一はそう言いながらも考えてしまう。自分には関係ないけど、綾あやが行きたいところ。それは一体どこなのだろうか。しかし考えてもわかるわけもない。健一は綾のことをほとんど知らなかったし、考えていることがわかることの方が少ないくらいだったのだから。


「十分くらいかな。まっすぐ歩けば」


　少し間が空いて綾が何事か返事をしたようだった。どうやら目的地への距きよ離りらしい。


「まっすぐ歩いてくださいよ。僕はその場所わからないんですから」


「うん。暗いし、大丈夫だと思う」


　綾はそう言いながら、フラフラと歩いていく。向かう場所の位置を覚おぼえていないのかと心配するほどの怪あやしげな足取りだった。


　しかし本当に十分ほどすると、お目当ての場所にたどり着いたようだった。


「……ここですか？」


　その場所がなんなのか健一にはわからなかった。ちょっと大きめの民みん家か。そういう感かん想そうしかない。自分には関係ないところなのだから、そんなものかもしれないが。


「うん、ここに来たかったの、ずっとね」


　でも綾にとっては強い思い入れのある場所のようだった。ぼーっとした視し線せんで家の方を見て綾は答える。


「誰の家なんですか、ここ？」


　確かめようとしても暗くてよくわからない。すでに家の電気は消えていた。街がい灯とうも駅から離はなれている場所で少ない。そのせいで本当に暗い場所だった。広い庭の向こうに白い大きな離れがあるようだが、それもかろうじてあるのがわかるようなそんな距離感だった。


「私の家」


　綾がやはり健一の方を見ないまま答えた。


「綾さんの……家」


　言われて健一はそうなんだろうなと思うしかなかった。蛍子に対しては特に相あい性しようが悪かったという気もするが、綾に友達とかそういう人がいると思うのは難むずかしかった。もしそうなら彼女が１３０４で世の中から逃にげるように生活することもなかった気がする。


「うん、私の育った家。私が生まれた頃ころはもっと小さかったんだけどね」


　綾のそんな言葉に健一は自分の部屋のことを思い出す。そしてそれを暖あたたかい部屋だと綾が褒ほめたことを。綾にとっても自分にとっての１３０３のような、そんな家があったのだろう。
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「昔からこの辺あたりに住んでたんですか？」


「うん。私はこの街まちしか知らないから」


　綾はそう呟きながら、やはり真っ暗な家をじっと見つめていた。そしてさらに小さく呟く。


「お母さん、寝ねてるんだね」


「……ま、もう夜中ですし。綾さんのご両親くらいの人は寝てる時間じゃないですか？」


「そうだね。普ふ通つうはそうなんだよね」


　綾がそう答えて、健一の方を見る。健一は綾の顔に浮うかぶ寂さびしげな表情に、自分がうかつなことを言ってしまったことに気づかされる。


　綾の母親は、不ふ規き則そくな綾の面めん倒どうを見るために参ってしまったのだ。綾がいた頃には、この時間であっても寝ることはできないでいたのかもしれない。それを聞いていたはずなのにと健一は自分の行動を呪のろう。


「よかった」


　なのに綾はそう言って笑うだけだった。


「よかった？」


「一いち応おう、大丈夫なのは錦織さんに聞いてたんだけどね。お母さん、ちゃんと寝れるようになったんだなって」


　綾は笑うが、健一にはイマイチ理解できなかった。目の前の現実はもしかしなくても母親にとって綾が重おも荷にだったことを証しよう明めいしていることではないのだろうか。


「いいんですか、それで？」


「ぐっすり眠ねむれるって気持ちいいことだし」


　綾はそんないつもの理り屈くつを口にする。


「そうですね」


　寝れないよりは寝れる方がいい。綾はそう思っているのだろうな、と健一は思う。


「ごめんね、健ちゃん」


　なのに今度は綾はそんなことを言い始める。


「え？」


「健ちゃんに関係ないのに、こんなところに連れてきて」


「……まあ、こんな真夜中ですし、来て楽しかったってことはないですけど、でも迷めい惑わくって程ほどでもないですよ」


「ありがと」


　健一の返事に綾は笑うと、家から離はなれるように歩き始める。もう帰ることにしたらしい。


「一人で来たら泣いちゃうかなって思って。ごめんね、どうでもいいことに付き合わせちゃって……」


　綾が健一の方を見て笑う。でも健一はそれに笑ってあげることはできなかった。何な故ぜかはわからないが綾がすごく寂しそうに見えたからだ。


「綾さんが気にしてたことが解かい決けつしたなら、それはどうでもいいことじゃないですよ」


　健一はその気持ちを隠かくしたくて、そう答える。でも笑うことは出来なかった。


「そうだね。私と健ちゃんは関係ないわけじゃないもんね」


　だけど綾はそれを指し摘てきせず、ただゆったりとした笑えみを浮かべた。





　　　　○





　１３０３に戻もどると冴子の気け配はいが無なかった。とは言え、こんな時間に冴子がどこかに行くとも思えない。


「奥おくの部屋で寝ねてるのかな？」


　そう呟つぶやいて、健一はそんなわけはないなと心の中で否定する。少なくとも後半は違ちがう。


　奥の部屋にはいるんだろう。でも寝ているはずはない。


「きっと……」


　自分に余よ計けいな心配をさせまいと隠かくれているのだろう。健一はそう思った。


　いつものようにリビングにいれば、帰ってきた健一が気にする。冴子はそれを見み越こして、自分の部屋に引っ込んだのだ。これから１３０３で共同生活するためにも、そうした方がいいという判はん断だんかもしれない。


「……綾さんも有あり馬まさんも、どうしてこんなに人の心配が出来るのかな」


　健一は自分の部屋に戻って一人呟いた。でもその問いには答えらしい答えは出なかった。


　自分とは何かが違うのだろう。わかったのはそれくらいだ。


　そして健一はそんな疑ぎ問もんを抱かかえたまま、眠ってしまったようだった。





「おはよう、絹川君」


　寝てないはずの冴子の方が爽さわやかな感じがした。


「おはよう、有馬さん」


　健一はと言えば、睡すい眠みん時間自体はたっぷり取ったはずなのに、あまり寝たという印いん象しようがない。本調子じゃないというだけかもしれないが。


　それでも健一はもう日につ課かのごとく当たり前のように朝食の準じゆん備びをしていた。何人食べるのかはしれないが四人分。冷れい蔵ぞう庫この中身と冷蔵庫に貼はってある献こん立だて表ひようを睨にらみながら、材料を揃そろえて台所に並ならべる。


「早起きなのね」


　そんなところに冴子はやってきて、壁かべにかかっているエプロンを手に取る。どうやら手伝ってくれるらしい。


「まあ、寝るの早かったですし」


　眠ねむりが浅あさいだけとはさすがに言えない。まあ、冴子はわかってる気もするが。


「今朝は絹川君のこと起こしてあげようと思ったのに部屋に行ったらもういないんだから」


「……そうだったんですか」


「部屋に入っていいのかなって、けっこう悩なやんでたのに」


　そう言って冴子ははにかむような笑えみを浮うかべる。はしゃいでるというか浮かれているというか、冴子らしからぬ態たい度どのように健一には見えた。


「有馬さんは起きてたんですから、部屋出る時に話しかければ良かったですよね」


「……あ、うん」


　健一の態度に冴子は自分が場ば違ちがいなことを話している気になったのだろうか、急にまたいつものような雰ふん囲い気きに戻る。


「あんなことがあった後なんだもの」


　そして小さく、きっと後こう悔かいの念を込めた言葉を口にした。それはそして健一と、冴子自身への言葉だろうなと感じる。健一が落ち込んでいることに対する気き遣づかい。そしてそれに気づかず浮かれていた自分への注意。そんな意味の言葉だ。


「えっと……明るくしてくれてる方が嬉うれしいですから」


　だから健一はしばらく考えてそう答えた。


「え？」


「僕のこと気にして暗くなられると、僕もますます暗くなるだけですし」


「でも無む神しん経けいだったかなって」


「いいですよ。普ふ段だんは僕が無神経なんですから。二人のどっちかがその方がきっと上う手まくいくようなそんな気が」


「そうかな」


　冴子はそれで困こまったような表情を浮かべ、静かに小さな笑みを浮かべる。


「じゃあ、しばらくは私が無神経係ってことで……とか言うと絹川君がいつも無神経みたいだけど」


「まあ、そんなもんですよ。あはは」


　健一は少しぎこちなくでも笑って見せる。


「ごきげんよう」


　そこにもう一人、十三階の住人が現われた。


　通つう称しよう、管かん理り人にんさん。１３０２の八や雲くも刻とき也やだった。彼はいつものように清せい潔けつそうなパリッとしたシャツをキッチリ第一ボタンまで閉じている。朝だというのに、その辺は本当に全く隙すきがない人間のようだ。


「絹川君、今日は早いな」


「あ、はい。昨日はずっとここにいたんですよ」


「そうか。今日の朝ご飯くらいは自分で作ろうと思っていたのだが、絹川君にも有馬君にも先を越こされてしまったようだな」


　刻也はそう言うと、台所の方まで来ず、食しよく卓たくの方へと歩き始める。健一も冴子もいるので自分までそこに行くのは変だと思ったのだろう。


「それで昼食と夕食のことなのだが」


　しかしつと立ち止まって、再び話し始める。


「はい？」


「今日は一日中バイトをすることになりそうなので私の分は用意しなくて構かまわない」


「一日中バイトですか？」


　夏休みとは言え、それは大変そうだなあと思う。こんな時間に起きているのは、まあ刻也のいつもの習しゆう慣かんかもしれないが、おそらく昼飯前から夕食が終わるような時間まではバイトということなのだろう。八時間とかそんな常じよう識しき的てきな時間ではなさそうだ。


「うむ。急に穴が空いたのでね。暇ひまなら手伝ってくれと言われたのだ」


　刻也のそんな返事に、健一はふとなんだか違い和わ感かんを覚える。


「八雲さんはなんのバイトされているんですか？」


　冴子がそんな質問をしたおかげで、健一はその理由がわかった気がした。刻也のバイトというイメージと、さっきの話が嚙かみあわなかったのだ。


「国道沿いのファミレスでウェイターと皿洗いをしている」


　刻也はそう答えた。なんだかやっぱり想そう像ぞうしていたのと違うなと健一は思う。


「八雲さんのバイトっていうから、もっと知的なものを想像してました」


　健一はそう答えて、とりあえず用意したサラダを刻也の元へと運ぶ。それに気づいて刻也はまた食卓の方に歩き、そして椅い子すに座すわる。


「知的なものとはなんだね？」


「たとえば、家か庭てい教きよう師しとか」


「……私は人に勉強を教えるのが得とく意いとは思ったことはない」


「なるほど」


　言われてみると、そうかなあという気がする。確かに勉強が出来ることと、人に教えるのはまったく別の技術だ。


「でも、意外ですよね。八雲さんがウェイターって言うのは」


　台所の方で冴さえ子こがそんなことを呟つぶやく。ベーコンエッグを作り始めたらしく、香こうばしい匂においとジューッと肉の焼ける音がする。


「……そ、そんなに意外ということもないと思うが」


　なんだか刻也はうろたえたように見えた。いつも無表情なので、本当に微び妙みような変化だが。


「何か理由でもあるんですか？」


　それが気になって、健一が尋たずねる。もちろん、うろたえた理由ではなく、ウェイターを選んだ理由の方だ。


「たまたま募ぼ集しゆうの張はり紙が見えたので、そうしただけで……」


　そう言いながら、なんだか刻也は落ち着かない様子を見せる。


「でもなんで国道沿いのファミレスなんて行ったんですか？」


　そこに割り込むように冴子の質問が飛んでくる。


「そう言えば、学校とここからはちょっと離はなれてますよね」


　健一は刻也が通っている塾じゆくでもあるのかなと思ったが、どうも知っている限りの刻也の行動とその考えは一いつ致ちしない。


「いいだろう。別に私がファミレスに行っても……」


「もちろん、いけないことはないですけど」


　なんだかやはり刻也の態度が妙だなと健一は思う。そこに冴子が出来上がったベーコンエッグを持ってくる。エプロンを付けて笑っている今日の冴子は本当に爽さわやかだ。


「もしかして……」


　冴子が言いかけたところで、刻也がぐっと身み構がまえるのが見えた。


「な、なんだね？」


「彼女さんと一いつ緒しよに行ったんですか？」


　冴子が悪いた戯ずらっぽく尋ねる。


「……正確にはそうではないかもしれないが、そういうことになる」


　それに刻也はイエスだかノーだかよくわからない返事をする。健一はそれを聞いて、なんでそんなあやふやな言い方をするのかなあと思ったが、冴子はすぐに何か思い当たったらしい。また別の質問を刻也にぶつける。


「そして一緒にバイトをしようってことになったんですね？」


「…………」


　刻也は固かたまって何も答えなかった。しかしそれが冴子の質問に対する解かい答とうと言えた。


「思っていたよりラブラブなんですね、八雲さんと彼女さんは」


　冴子はそれを微笑ほほえんで肯こう定ていするが、どうも刻也は面おも白しろく思わなかったらしい。


「そういうことではない。勝かつ手てな想像をして、私や彼女がその辺の馬ば鹿かなカップルと一緒みたいに思うのは止してくれたまえ」


「……そうですね」


　冴子もそれに驚おどろいたのか、そんなあやふやな返事をするのが精せいいっぱいのようだ。


「八雲さん、そんなに怒らなくてもいいと思うんですが」


　見ていた健一は慌あわてて二人の間に入る。


「……すまない。ついムキになってしまった」


　刻也自身も健一の制せい止しをむしろ求めていたようだった。自分自身では止められぬ勢いきおいで、突とつ然ぜん、冴子を叱しつ責せきしたことに戸と惑まどっているのがわかる。


「いえ、こちらこそ。何も知らないくせに適てき当とうなことを言ってしまいましたよね」


　だからなのだろう。冴子が先に折れるようにそんなことを言った。


「知らないのは私が話していないからだし、君が謝あやまるようなことではないと思う」


　刻也はやっと落ち着きを取り戻もどしたらしく、冴子の言葉に素す直なおにそう返した。


「そう言えば、八雲さんの彼女ってどんな人なんですか？」


　だからちょっと軽い気分で健一はそれを聞いてしまう。


「どんな人と言われても上う手まく言えないし、答える必要もないと思うが」


　しかしあっさりと拒きよ否ひされてしまう。


「まあ、必要はないですけど」


「でも、話題も出たし気にはなります」


　なのに隣となりで冴子がそんなことを言って微笑む。


「有馬君もそういう下げ世せ話わな噂うわさ話ばなしのようなことに加か担たんするような人間だったのかね？」


「……まあ、そういうことみたいですね」


　冴子はそう答えるが、もう刻也が答える気はないのを感じ取ったらしい。健一の方に視し線せんを向けて、それから質問をしてくる。


「絹川君はどんな人だと思う？　八雲さんの彼女」


「そうですねえ……やっぱり八雲さんの彼女ですから……長身で美人タイプで物もの静しずかな穏おだやかな人じゃないですかね。もしかして年上とか」


　健一は考えながら、それをまとめるように口に出す。


「年上か。それは考えたこと無かったけど、けっこうしっくり来るかな」


　冴子はそれで小さくうなずいたようだった。


「勝手に人の彼女を想像するのは止やめてくれたまえ」


　だが刻也は全く賛さん同どうしかねるという感じだった。健一の想像が全くの的まと外はずれだったとか以前に、そういうことをされること自体、性しように合わないという印いん象しようを受ける。


「想像するのもダメなんですか？」


「想像するのは自由だが、私の前でしないでくれると助かる」


「それはそうですね」


　冴子はそれで自分がまた無神経なことをしたと思ったらしく静かになる。それを見て健一はなんだか本当に冴子らしくないな、と思う。


「ま、いずれ会うこともあるでしょうし、その時のお楽しみということで」


　健一はそんな冴子をフォローするようにそう言って笑う。でも刻也はそれにすごく渋しぶい顔をしたようだった。





「そういえば、君の方はどうなんだね？」


　結けつ局きよく、食事が始まったのは三人分が揃そろってからだった。綾は起き出してくる気配がないので、三人で食べることにする。


「……僕の方ですか」


　健一は刻とき也やの質問に、また昨日のことを思い出さずにはいられなかった。彼の質問がそのこととは関係ないことはわかっていたが、自分のこととなると最初に蛍子のことを考えてしまう。


「…………」


　微妙な沈ちん黙もくが食卓を覆おおったようだった。そんな中、刻也が強こわばるのがわかった。自分が失言してしまったと感じたのだろう。


「すまない」


　そして短く、素す早ばやい謝しや罪ざいの言葉が響ひびく。


「え？」


「自分が嫌いやなことを他の人間にしてはいけない。そんな当たり前のことも忘れていたようだ。先さき程ほど、君ら二人が私をからかったので、少しやり返してやろうと思ったのだが、考えてみれば今日、君がここにいるということは何か特別な事じ情じようがあったと察さつしてしかるべきだったわけで、それもわからず己おのれの憤いきどおりをぶつけ返すようなことを……」


　健一が驚おどろいている間に刻也の謝罪の言葉は早口にどんどんと続いた。健一も最初の方は意味を追っていたが、次し第だいに訳わけがわからなくなっていく。


「いや、そういうことじゃないんです」


　だからそれを遮さえぎるように強く健一は言った。


「千夜子ちゃんとは上手くいってます。だから安心してください」


　刻也の手前そう言ってはみたが、今の所はという限げん定てい条じよう件けん付つきの話だ。蛍子とのことを考えれば決して上手くいっているとは言えない。


「そ、そうか……では、なぜ？」


「ちょっと家族関係で揉もめてまして」


　そして健一はそう答えるしかないと思った。ハッキリとどう家族ともめているのか話すべきとも思ったが、いきなり全部語るには刻也はそう言う話に免めん疫えきがないように感じた。


「家族関係かね」


　刻也はいつにもまして神しん妙みような顔つきになったようだった。それで健一は、刻也がこの十三階に暮くらしているのは、やはり家族関係のトラブルなのかなと思う。


「それで、あんまり家に帰る必要もなくなったので、しばらくここに住むことになりそうなんですが……ダメでしょうか？」


「いや、別にそれ自体は君の自由だし、私の個人的な意見でいいなら歓かん迎げいするが」


「……何か問題でも？」


「有馬君はそれでいいのかね？」


　刻也が真しん剣けんな顔で冴子の方を見た。


「１３０３は広いですから」


　冴子はその質問を半なかば予想していたのか、すんなりとそう答えた。


「最初に有馬さんが来た時に部へ屋や割わりはすんでますから」


　健一は付け足すようにそんなことを言う。


「そうか。なら、ここに住むこと自体は問題ない」


「やっぱり問題なんですか？」


　なんだか煮にえ切らない感じの言葉に聞えたので、健一は確かく認にんしてしまう。


「家族と揉めているというのはあまり喜よろこばしい事実とは思わない。そういうことだ」


「それは、そうですね」


　どうやら刻也は彼なりに自分のことを心配してくれているのだなと健一は思う。


「君がいてくれた方が助かるという意味では、このままの状じよう況きようであったらなとも思うが、やはり早いところ、その問題が解決して欲ほしいとも思うよ」


「そうですね」


　健一はそう言いながら、でもそんな日はそうそうは来ないだろうなと感じていた。自分と蛍子のことを両親が理解してくれる日が来るかもわからない。来るとしても、それはまだずっとずっと先のことなのだ。


「長ちよう期き化かしそうなら、その時はまた相談してくれたまえ。それまではとりあえず、今まで通りのつもりでいて良いと思うのだが」


　そして刻也は健一が異い論ろんが無さそうだなと確認したようだった。


「わかりました。そういうつもりでいます」


　そして健一は事じ務む的てきだが、自分を大事にしてくれているらしい刻也の優やさしさを感じて、少しホッとしたのだった。





　とは言え、どうしたものかな。


　刻也が朝食を終えてすぐ部屋を出ていくと、健一は自分の分を食べながら、今後のことを考え始めた。


　蛍子のことは、しばらくはどうもできないかもしれないが、他ほかにもいろいろと解かい決けつせねばならない問題があった。それは千夜子のこともそうだし、ここで本当に暮らしていくなら、やっぱり今までの延えん長ちようというわけにもいかないだろう。


「やっぱり僕もバイトとかした方がいいんですかね？」


　刻也が自分の生せい活かつ費ひを自分で稼かせいでいるという事実を考えると、それくらいは自分でもした方がいいんじゃないかと思えてきた。ここでの共同生活のためにお金を入れるということもある。それはまあ、家族からの仕し送おくりでどうにかできるのかもしれないが……あんまりそれに頼たよっているというのもどうかと思えてきた。


「アルバイトか」


　冴子は質問には答えず、なんだか新しい言葉で遊ぶような口く調ちようで呟つぶやく。


「どう思います？」


「え？　あ、絹川君がアルバイトした方がいいかってことよね？」


「はい」


「今は無む理りしなくてもいいかなって思うけど」


　冴子が少し遠えん慮りよがちにそんなことを言う。


「もう少し休んだ方がいいってことですか？」


「多分。新しい人間関係って想像以上にエネルギーを使うことだから」


「弱っている今は止めておいた方がいいか」


「気の合う人がいて誘さそってくれるとかならいいかもしれないけど」


「どこかに飛び込もうと思ったら……やっぱり大変ですよね」


　健一は確かにそうだなあと思う。冴子のそういう人間を観かん察さつする力というのには感心させられる。自分よりもずっと大人で冷れい静せいだよなと思う。


「私、アルバイトしようかな」


　なのになんだか思いつきのように冴子がそんなことを言い始めた。


「え？　有あり馬まさん、バイトするんですか？」


「しようかなって話。最近は絹川君のおかげで落ち着いてきたし、だから余あまった時間とエネルギーで別のことをするのもいいかなって思ったんだけど」


「何するんですか？」


「そこまではまだ考えてないわ。今、どうかなって思っただけだし」


　冴子は困こまった様子を見せて、小さく笑う。なんだかそういう不ふ用よう意いさみたいなものは、普ふ段だんの冴子には感じないものだなと感じる。


「国こく道どう沿ぞいのファミレスでウェイトレスとかどうですか？」


　そんな冴子に健一はどっかで聞いたようなアルバイトを提てい案あんしてみる。


「……八雲さんに怒おこられるわ」


　冴子が静かにつっこんでから笑う。


「ですよね」


　健一はそう言いながら、刻也と冴子が同じ職しよく場ばで働いている様子を想像してしまう。そしてそこに刻也の彼女も……。


「なんか変へんですね」


「何が？」


「八雲さんと有馬さんが同じところで働いてて、そこに八雲さんの彼女もいるって考えたら、ちょっと自分の想像を超こえました」


「そうね」


　冴子はそう言いながら自分でもそれを想像してしまったようだった。


「でも、ちょっと真剣に考えてみようかな」


　笑って、でも冴子は真ま面じ目めな顔に戻もどるとそんなことを言う。


「ファミレスで働はたらくんですか？」


「そうじゃなくて、アルバイトをするってことよ」


「そりゃ、そうですよね」


　健一は苦笑いを浮うかべながら、だったら自分も探そうかなと思った。まだ始めるのは早いかもしれないが、どんなアルバイトがあるのかだけでも知っておくのは悪くない考えのような気もした。





　　　　○





　探してみると案あん外がいあるようでなかった。


　高校生だし、特に資し格かくがあるわけでもない。原付きの免めん許きよすら持ってないとすると、本当に雑ざつ用ようめいたものくらいしか自分は出来ないんだなと思う。そして刻也のやっているファミレスの皿洗いというのはそういう意味ではけっこう直ちよつ球きゆうなバイトなんだと健けん一いちは知った。


「……やっぱり今は休めってことかな」


　コンビニでアルバイト情報誌を立ち読みしただけでそう結けつ論ろんするのも安あん易いだが、やはり気力が続かない自分を自じ覚かくしてしまう。それで健一の足は自然と公園へと向かっていた。


「〈時の番人〉か」


　そして健一はお気に入りのオブジェの前に立つ。綾あやが小学生の時に作ったという巨きよ大だいな金きん属ぞくの構こう造ぞう物ぶつだ。


　考えてみれば中々に不ふ思し議ぎな名前のオブジェだった。〈時の番人〉なんて小学生がつける名前なのだろうかと健一は改あらためて考えしまう。


「今度、綾さんに聞いてみるか」


　綾のことだから、もう忘れちゃったとか答えが返ってきそうだが、答えを知っている人がいるのだから聞いても損そんはないだろうと思う。


「…………」


　それから健一は小さな頃ころ、自分がこれをずっと見ていたという話を思い出した。


　きっとこれが飾かざられるようになって、初めての夏休みのことだ。その時、自分は飽あきもせず、これをずっと見ていたという。最初のうちは一人で、そして途と中ちゆうから二人で。


　ハルナという名の少女、と──。


「ハルナか」


　どんな字なんだろうな。健一は教えても難むずかしいからわからないと言われた、少女の名前のことを思い出した。小学生とは言え、難しいのでわからないと言うのもなんだか奇き妙みような話だなと思う。そんな名前を自分の娘むすめにつけたりするものだろうか？


「……あれ？」


　そこまで考えて健一は自分がずっと思い違ちがいをしていたかもしれないという気持ちになるのを感じた。ハルナというのは彼女の名前ではなく、名字の方だったのかも知れない。


「でも、小学生同士だしな。やっぱり名前だったのかな」


　考えれば考えるほどわからなくなってきた。今、目の前にそのハルナという少女がいるならともかく、一人考えてもわかるはずもない気もする。


「何してんだ、お前、本当」


　呆あきれたような口調で話しかけられて、健一は我われに返る。


「えっと……」


　振ふり返るとニッコリと笑っている野や球きゆう帽ぼうをかぶった『少年』が立っていた。しかし健一はそれが少年ではなく、あの窪くぼ塚づか佳か奈なの妹、窪塚日ひ奈なであることを知っている。
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「よう、また会ったな」


　でもやっぱり日奈は少年のような声で、そう挨あい拶さつをする。仕し草ぐさもやっぱり中学生かそれくらいの幼い男子のような気き安やすさがある。この間は暗くらがりなので良くわからなかったのかと思ったが、炎えん天てん下かでも大した違いは感じられない。


「ど、どうも」


　なので健一はどう目の前の相手を認にん識しきすればいいのか戸と惑まどってしまう。


「元気ないなあ、本当」


「……すみません」


「すみませんじゃないだろ、本当」


「そうですよね」


「ですよねじゃないだろ、本当」


　健一は話しているうちに、日奈の「本当」という言葉は単なる口くち癖ぐせなのだと気づく。


「それでその……なんの用ですか？」


　なんだか改あらたまって敬けい語ごで尋たずねてしまう。年下っぽい日奈にこんな口く調ちようを使ってると、ひどく卑ひ屈くつな感じがしてくる。


「用なんて別に無いけど、変なことしているヤツがいるなあと思ったら、知ってるヤツだったから話しかけて見ただけだ、本当」


「なるほど」


「そういえば、今日は有馬冴さえ子ことは一いつ緒しよじゃないのか？」


　日奈が思い出したようにそんなことを尋たずねてくる。


「……あの時、たまたま一緒だっただけですよ」


　そしてあの時のことが原因でもう一緒にいるところを見られることもなくなったのだなと健一は思い出す。


「じゃあ、あの女って本当にそういう女なんだな、本当」


「そういう女ってのがどういう女かはわからないけど」


「そりゃ、誰だれとでもセックスするような女ってことだろ、本当」


　日奈はなんの躊ちゆう躇ちよもなくハッキリとそんなことを口にする。


「そう言われても仕し方かたないところもありますけど」


「ま、俺はそんなのどっちでもいいよ。ああいう暗い女、好みじゃないし、本当」


　日奈はそんなことを言うとハエをおっぱらうような仕草をする。もうこんな話題は止やめだということらしい。


「それよりさ、知ち恵えを貸してくれよ、本当」


「知恵？」


「そそ。まあ、わけあって俺には着き替がえを置いておく場所と、着替える場所がいるんだ」


　日奈がさも秘密であるかのようにそんなことを言うが、普ふ段だんの日奈を見たことのある健一からするとそれはそうだろうなあという感想しかない。


「……で、それを探してるってことですか？」


「そういうこと。今はそこのトイレで着替えて、コインロッカーに預あずけてるんだけどさ、金もかかるだろ？　だからどこかいい場所がないものかなってな。どうよ？」


「もちろん、自分の家でってわけにはいかないんですよね？」


「そりゃそうだ」


「だったら……」


　しかしそんなものがホイホイあるならコインロッカーなんて商売が成り立つはずもない。少し考えたくらいで思いつく答えもやはりない。


「だったら、なんだよ、本当」


「だったら……」


　もう少し考えても、やっぱり出てこない。そんなあるはずもないところを考えたって、わかるはずはないのだ。


　だが、健一は一つのことを思い出した。普通なら考えられない場所だが、今は使ってない場所が確かにあった。


「うちはどうかな」


　健一の家だ。健一は１３０３に住むのだし、蛍子ももう住んでいない。時々、親がまた思い出したように帰って来るかもしれないが、それも今までのことを考えるにそんなに頻ひん繁ぱんとも思えなかった。


「うちってお前の家か？」


「うちは今、誰も住んでないから」


「だったらお前はどこに住んでるんだよ、本当」


「友達の家って感じかな。家族は仕事で忙いそがしくて仕事場の近くに住んでるんだよ。それで僕だけ残されてるんだけど、広い家に一人で住んでても寂さびしいから」


「女のところに転ころがり込んでると」


「……そういうわけじゃないんだけど」


　健一は否定してみたものの、言われてみるとそんなに間ま違ちがっていない気もした。自分の方が先に見つけたとは言え、１３０３に住んでいるのは冴子の方だし、そこに転がり込んだという形になってると言われたら否定できない気がする。


「でもまあ、とにかく、お前の家は今は空あいてるってわけだな、本当」


「まあ、そういうこと」


　とは言え、どうしたものかなと健一は思う。鍵かぎを貸かしてしまうと、いざ自分が戻もどらねばならない時に困こまってしまうし……。


「お金持ってる？」


「お金？」


「多分、千円もかからないと思うけど」


「何の話だよ、本当」


「いや、鍵を複ふく製せいしようかなあと思って」


「鍵を複製？　そんなこと出来るのか？」


「いや、僕は無理ですけど、そういうことをしてくれる場所があるから、そこでうちの鍵を増ふやしてもらおうかな、と」


「それでお金がいるってことか」


　日奈はそう言われて、少し考えるような仕草を見せた。


「まあ、五千円くらいならあるぞ、本当」


「特とく殊しゆな鍵じゃないから、多分、六百円かそれくらい」


「しかしそんなことしてるところがあるのか？　犯はん罪ざい結けつ社しやか何かか？　ってことはお前はもしかして悪の手先か？」


「……いや、歴れつきとした商売だけど。鍵が増やせないと困るし」


「そうなのか。世の中は面おも白しろい仕事をしている人がいるんだな」


　日奈はひどく感かん心しんしたようにうなずく。それで健一はなんだか力が抜ぬけるのを感じながら、歩き出した。駅前にそういうサービスをしてくれる場所があったはずだと思い出しながら。





「しっかしお前も変なヤツだよな、本当」


　言われて健一はそれはお互たがい様だろうと思った。学校でも評ひよう判ばんの双ふた子ごの美少女かと思っていたのに、目の前の日奈は随ずい分ぶんとそのイメージと違っていた。


「……どういう意味ですか？」


　でも一応、聞いてみる。まあ自分が変なヤツじゃないとはさすがに言い放つ自信もないし、どこが変なのかは知っておきたい気もした。


「ま、いくら俺が困っているからって、自分の家を貸かすとか言わないだろう、本当」


「……まあ、そうかもしれないですね」


　だったら貸さなくてもいいのだろうかなんて思ってしまうが、まあ貸してくれるというのが信じられないというくらいの意味なんだと考えることにする。


「そんなに簡単に俺を信じていいわけ？」


「まあ、恩おんもあるし、身元はわかってるわけだし」


　健一はしかしそんな理り屈くつよりももっと別の理由があるように感じる。


「ま、悪いことしたらこっちも困るわな、本当」


「それに、訳わけありな人との付き合いには慣なれてるんで」


　健一はそれを口にして、確かにそうだなと感じる。およそ真しん剣けん味みは感じられないが、日奈がこうしていることや、着替える場所が無くて困っていることには何か理由があるのだろうなあと思う。でもそれは無理に聞こうとしてはいけないのだろうこともわかっていた。


「ま、有あり馬ま冴さえ子ことかと一緒に歩いてたお前が言うと説せつ得とく力りよくがあるな、本当」


「そんなに言うほど有馬さんが変な人とは思わないんですけど」


　なんとなくムッとしてそんなことを言い返してしまうが、日奈は逆に不ふ思し議ぎそうな顔をする。


「ん？　さっきのは有馬冴子の話じゃないのか？」


「ま、そうなんですけど……」


「だったら、なんで怒おこってるんだよ？　変なやつだな、本当」


「……ですね」


　健一は確かに反はん論ろんするようなことじゃなかったとしょげるが、それを見て日奈はなんだか機き嫌げんを悪くしたようだった。


「お前、覇は気きが無いな、本当」


「かもしれないですね」


「かもしれないですね、じゃねえだろ、本当」


　そして日奈はいきなり、健一の顔面にチョップを食らわせる。


「うわっ」


　もちろん本気の一いち撃げきではなかったのだが、予想だにしない展てん開かいに健一も面めん食くらう。


「……なにするんですか？」


「それ、それだ、本当」


「何がですか？」


「お前さあ、タメ相手になんで敬けい語ごなわけ？　もしかしてマゾか？」


「マゾは……関係ないと思いますけど」


「じゃあ、なんでだよ？」


「なんとなく……」


「なんとなくで敬語かよ。お前は俺の下げ僕ぼくか何かか？　俺が困ってたら自分の家を提てい供きようし、言いたい放ほう題だい言われても敬語なんておかしいだろ」


「……とは言ってもですね」


「なんだ、不満でもあるのか？」


「君のことどう呼んでいいかわからないし、だからどういう相手として付き合っていいかわからないって言うか」


「で、とりあえず敬語かよ。情けねー男だな、お前も、本当」


「すみませんね」


「男なら相手が何者でも自分を貫つらぬくものだろうがっ！」


　日奈がそんなことを力説するが、なんだか男だん装そうの美少女が言うと微び妙みように引ひっ掛かかる。


「……でもまあ、いつもこんな感じだしなあ。千夜子ちゃんの前でもそうだし」


「なんだ、千夜子ちゃんって？　彼女か？　ああ、そう言えば見た覚おぼえがあるぞ。ちくしょう、彼女がいるからって敬語使ってもいいって言うつもりか？」


「いや、彼女と敬語は関係ないし……」


「お前が彼女の話題をしてきたんだろうがっ！　くそう、俺に彼女がいないからってお前の方が上だって思ってやがるんだな？　良いヤツだと思ってたのに、飛んでもないところに毒どく針ばりを隠かくしてたって感じだぜ」


「……いや、そういうわけじゃないけど」


　何の話をしてたんだっけと健一は思い、どうも本当に日奈と話してると調子が狂くるうなと考えてしまう。


「とにかく！　俺の前で敬語は禁止だからな、本当」


「それでもいいけど」


　しかし命令されて敬語をやめるというのもなんだか変な気がする。


「で、君のことはなんて呼べばいいわけ？」


「俺か？　俺のことは……」


　言いかけて日奈はニヤリと笑う。


「俺のことはシーナと呼べ！」


「シーナ？」


「そ、シーナ」


「日奈じゃなくて？」


「日奈じゃない。シーナだ。俺はシーナだ、本当」


「……そうなのか」


　健一はよくわからないが、そういうことなんだろうと思うことにした。男だん装そうしている時の名前なのかも知れない。詳くわしくは知らないがもしかしたらコスプレと言うやつだろうか？　アニメのキャラクターになりきっているとかそんな感じかもしれない。


「で、お前は？」


　そして自分が名乗ったのに、健一の名前を知らないのに気づいたらしく質しつ問もんしてくる。


「あ、俺は絹きぬ川がわ健けん一いち。健一でいいよ」


「健一か。良くある名前だな、本当」


「……良くあるかな」


「まあ、シーナみたいなオリジナリティはないだろ」


「それはまあ、そうかな」


　そうこうしているうちに健一は駅前まで来ている自分に気づいた。駅ビルの自転車置き場の横を通りすぎて、お目当ての店へと改あらためて向かうことにする。


「そろそろか？」


「あ、うん。すぐそこ」


　そしてもう見えるまで近づいた看かん板ばんを健一は指差す。


「りぺあさろん、尾お怒ど利り屋やねえ。なんかパッとしない名前だな、本当」


「シーナは名前になんかこだわりがあるの？」


「そりゃそうだ。名は体を表すって言ってだな」


「どういう意味？」


「良く知らないけど、名前は大事ってことだ」


「……なるほど」


　まあ、そうなんだろうけど、実に説せつ得とく力りよくがないなと健一は思う。


「健一、今、俺のことバカだって思っただろう？」


「バカとは思ってないけど」


「変なやつだと思ったんだな？」


「いや、単に説得力がないなあと……」


　とか言い合ってるうちに店の前につく。ガラスの自じ動どう扉とびらの表面に値ね段だん表ひようがついていた。


「鍵かぎの複ふく製せいはやっぱり六百円だってさ」


　健一は改めて確かく認にんして、それをシーナに告げる。


「ロッカー三回分か。まあ安いもんだな」


　シーナはそう言ってポケットに手を突つっ込むとそこから小こ銭ぜにを取り出す。随ずい分ぶんと無む造ぞう作さにお金を扱あつかってるなあと健一は思ったりしたが、まあそれはそれでシーナらしい気もした。


「時間はどれくらいかかるんだ？」


「五分もかからなかったと思うけど」


「マジで？　それって怖こわくね、本当？」


「怖いかなあ？」


「怖いだろ、マジ怖いって、本当」


「そうかな？」


　よくわからないけどシーナはそこにすさまじい恐きよう怖ふを感じているらしい。でも健一はとりあえず用よう件けんを済すませようと、ポケットから鍵を取り出し、そして店に入ろうとする。


「ちょっと待った」


　だが、シーナがそんな健一を止める。


「な、なに？」


「その鍵だけどさ」


　シーナがそう言うので健一は何だろうと思って自分の鍵束たばを目め線せんの高さまで持ってきて、じっと見つめる。その鍵の一つをシーナは指差す。


「こっちの鍵。変な鍵の方ほう」


　言われて健一はなんとなく自分の中でもやもやしていたものがスッキリとするのを感じた。


　シーナが指差していたのは、金色っぽい不思議な鍵だった。両わきに溝みぞの無い、未完成のようにも見える鍵。でも部屋番号がしっかり刻こく印いんしてある。そんなアンバランスな代しろ物ものだった。


「……持ってるの？」


　健一はシーナの指し摘てきの意味を言い当てた。


「そそ」


　シーナはでもそれに驚おどろくこともなく、さっき小銭を取りだしたポケットの中からひょいと取り出す。それは予想していた通りのものだった。


　健一が持っている不思議な鍵とすごく似にていた。むしろ全く同じと言っても差さし支つかえない。ただ一か所違ちがうのは、その鍵に刻印されていたのは１３０５という数字だったというだけだ。


「これって、どこかの鍵なのか？」


　シーナのその質問に健一はなんだかひどく遠とお回まわりしたような気分になった。もし先に知っていたら、ここまで来る必要はなかったのだから。


　でもそれをシーナが持っていることを健一は特に不思議には思わなかった。シーナはずっと探していたのだ、ありもしない場所を──。





　　　　○





「おお、本当だ、すげえ」


　十三階にたどり着いた瞬しゆん間かん、シーナは驚きの声を上げた。それを隣となりで聞いていて、健一は自分の時とは随ずい分ぶんと違うなと思う。


「で、ここが１３０１か？」


　そして軽けい快かいなフットワークでシーナは、一番手前にある１３０１へと向かう。


「うん」


　なんだか子犬のようだなと健一は思う。犬を飼かったことはないので、正確なイメージではないだろうが、健一はシーナのことをオモチャを手に入れて興こう奮ふんしている子供の犬だと感じた。


「この時間だと誰かいるんじゃないかな？」


　健一はそれでちょうど今、昼時だなと気づく。となると冴子がお昼を作って待ってくれているという可能性もあるな、と思う。そうなるとシーナと冴子が鉢はち合あわせになるわけで、それはちょっと具ぐ合あいが悪いかもしれない……そんなことも思ってみたが、シーナはさっさとドアを開けてしまっていた。


「よう、また会ったな！」


　そして健一の心配などまったく気にせず、爽さわやかにシーナが冴子に挨あい拶さつをするのが聞えた。


「こ、こんにちは」


　冴子の戸と惑まどう声。もう会うこともないだろう思っていたシーナに、１３０１で出会えば冴子だって驚くだろう。


　なので健一はそんな二人の間に入るように１３０１へ飛び込む。


「えっと……こちら、シーナ君です。１３０５の住人みたいなので連れてきました」


　苦にが笑わらいが思わず出る。冴子は押おし黙だまってしまった。怒おこっているわけではないだろうが、この予想外の展てん開かいにどう対たい応おうしていいのかわからないのだろう。


「ふぇ？　新しい人なんだぁ？」


　１３０１には綾あやもいた。でもまだ起きたばかりらしい。眠ねむそうに半分閉じた目で、健一の方を見る。きっとシーナは見えてないなと健一は思った。


「俺はシーナ。よろしくな、本当」


　だけど無用に爽やかにシーナはアピールする。


「よろしくー」


　やっぱり見えてないらしく、綾はどこか別のところに挨拶を返す。


「お、そうめんか？　そうめんなのか？」


　でもシーナは食しよく卓たくに置かれたそうめんの方に興きよう味みを抱いだいたようだった。何だか綾もシーナもいい加か減げん、マイペースだなと思う。


「少し多く作ってしまったから、窪塚さんもよければどうぞ」


　なのに冴子は丁てい寧ねいにそう言って、返事を待たず立ち上がると汁しるを入れるための器うつわを取りに台所へと向かう。


「お、いいの？　じゃあ、いただいちゃうよ、本当」


　そして冴子が戻もどってくると嬉うれしそうに汁を注そそぎ、そうめんをズルズルと食べ始める。


「絹川君もどうぞ」


　冴子がそう言って健一も食卓につくように告げた。


「あ、はい」


　なので、健一は空いている冴子の隣となり、綾の正面に座すわる。


「いや、うめえなあ。これ、誰が作ったの？」


　だがその間にもシーナはそうめんを食べていた。


「私だけど」


　冴子が答えた。眠そうな綾が作ったわけもないのだから、そうなんだろうと健一は思うが、シーナは妙みように驚きの声を上げる。


「お前、料理、上う手まいんだな、本当」


「……絹川君の方が上手よ。それにただのそうめんだし」


「俺なんかそうめん作ったことないぜ、本当」


　自じ慢まんするようなことなのかわからないが、そんなことをシーナは嬉しそうに告げる。


「だったら、今度、作り方を教える？」


　健一が冴子を助けるためにそんな風に会話に入る。


「今度な」


　シーナはそれだけ答えると、夢む中ちゆうでそうめんを食べるのに戻る。


「……一人で食べ過すぎだって」


　健一は綾や冴子の手が止まってるのを見て、シーナに釘くぎを刺さす。


「そうか？　そうなのか？」


　シーナは不安に思ったのか、冴子や綾の方を見る。


「私はもう食べたから」


「私ももういいやー」


　しかし二人の返事はこんな感じ。


「つまりあれだ。健一と俺とのタイマンってことだな、本当」


「タイマン？」


「サシで勝負ってことだよ」


「サシって何？」


「よく知らないけど、一対一ってこと」


「……なるほど」


　健一はそう呟つぶやくと、残っているそうめんから大目にごっそりとすくいとる。


「ず、ずるいぞ、健一！　話をしてる間にそんなことしやがって」


「シーナは先に随ずい分ぶん食べたから、これくらいいいだろ」


「よくねえよ。タイマンなんだから正せい々せい堂どう々どうと戦えよ、本当」


「……じゃあ、これからタイマンってことで」


　健一は流そうとそんなことを言ってみるが、逆ぎやく効こう果かだった。火に油というヤツだ。


「へへへ。そいつは燃もえるねえ、本当」


　シーナの目に今までに無いほどの真しん剣けんな光が宿やどった。それがそうめんの取り合いのためにというのがどうにも脱だつ力りよくのシチュエーションだが、シーナの方はやる気満まん々まんなのでしょうがない。


「……そうめんならまだあるけど」


　そこに冴子の冷れい静せいなツッコミが入るが、シーナの耳には届いていないようだった。全神経を集中し健一の挙きよ動どうをじっと見つめ、健一が動こうものならその瞬しゆん間かん、全部、そうめんを自分の物にしようとしている。


「くっ」


　その様子に健一も体が硬かたくなるのを感じる。


「もらっった────────────────────────────！」


　一ひと際きわ大きく叫さけぶとシーナの箸はしが躍おどった。しかし叫ぶ必要はなかった。というか叫ぶ前に箸を動かすべきだった。


「……やるな、健一」


　シーナの箸が届く頃ころには、健一の箸がそうめんをあらかたすくっていた。残っているのはすくいづらくて取り残されたものだけだ。


「というか、そうめん、一つにそこまでムキにならなくても」


「健一はノリが悪いんだよ、本当。男ってのは熱あつく燃もえて、負けるとわかっていても戦うものなんだ。わかるか？」


「……そういうときもあるかなあって思うけど、それがそうめんなの？」


「そうめんもその一つだ、本当」


　シーナはそう言うが、改めて考えるともうけっこう食ってると気づいたようだった。


「まだ、食べる？」


　そんな気配を感じながらも、冴子が尋たずねる。


「いや、いいや、本当。負けた以上、これで食べるのは男じゃない」


「……そう」


　冴子はどう反応していいのかわからないらしく、それだけ答えると健一の方を見た。


「絹川君は？」




[image: ]


「あ、僕もいいです」


「そう、じゃ、デザートに杏あん仁にん豆どう腐ふを作っておいたんだけど」


　冴子がそう言いかけると、隣となりでシーナが大きな声を上げる。


「杏仁豆腐食うぜ、本当」


「……はい。絹川君は？」


「あ、僕も食べます」


「綾さんは？」


「食べるー」


　力のない綾の返事を聞くと冴子は皿を持って台所の方へと向かう。健一はちょっと手伝った方がいいかなとも思ったが、今はそれよりも綾の方が気になった。


「どうしたんですか、綾さん、元気ないみたいですけど」


　昨さく晩ばん、久々に自分の家を見に行って、それで落ち込んでいたのだろうか。健一はそんなことも心配する。


「ちょっと寝ねるの忘れててー」


「寝るの忘れるって……一いつ体たい」


「いやあ、ほら、健ちゃんと一いつ緒しよに散歩したでしょ？」


「はい」


「で、部屋に戻ったら、ちょっと元気もない健ちゃんも可愛かわいかったなあって思い出してね」


「……はあ」


「そしたらせつなくなっちゃったから、ずっと朝まで一人でチャレンジしてたんだけど」


「ぶっ！」


　何をチャレンジしていたのかは、わざわざ説明されないでもわかる気がした。


「な、何を言いだすんですか？」


「健ちゃんが聞いたんでしょ？」


「それはそうですけど……言うべきことじゃないことは言わなくてもいいんです」


「……だって健ちゃんに知って欲ほしかったから」


「そうやって怪あやしい目で僕のことを見るのは止やめてください」


　健一は困こまったなと思って、綾から視し線せんをそらす。するとシーナが不思議そうな顔でこっちを見ているのに気づく。


「何の話だ？」


「……わからなくていいです」


「なんだよ。ここに住んでいる人間だけがわかる合言葉か何かか？」


「そういうのでもないです」


　健一はそれでシーナからも視線を外し、冴子がこっちへと歩いてくるのを見る。


「……すみません」


　冴子を見ると、思わず謝しや罪ざいの言葉が口から出る。そういうのがあまり好きじゃないと冴子が言ってたのは覚えているが、このとっちらかった状じよう況きようは自分のせいだという自じ覚かくがあった。


「絹川君のせいじゃないでしょ」


　でも冴子はそう言って最初に健一のところに杏仁豆腐を置いてくれた。





　杏仁豆腐を食べ終わると、シーナはもういてもたってもいられない様子だった。


「健一、俺の部屋に行くぞ」


　そう言って立ち上がる。しかし健一はさすがに後あと片かたづけをした方がいいんじゃないかと思った。昼飯もデザートも作ってもらったのに、食べっぱなしというのはどうにも冴子に失礼だろうという気がした。それで冴子の方を見てしまう。


「片づけもしておくから」


　でも冴子は健一の視線の意味に気づいたらしい。


「……じゃあ」


　どっちかというとシーナをこの部屋から退たい場じようさせる方が冴子のためなのかもしれない。健一はそう思い直して、シーナと共に席を立つ。


「じゃ、ごちそうになりました、本当！」


　そしてシーナはまた子犬のように落ち着かない様子で部屋を出ていく。


「１３０２……１３０３……１３０４……」


　健一が追いかけると、シーナは部屋の前を数えながら移動して、そして立ち止まるとドアに向かって仁に王おう立だちになる。


「そしてこれが俺の１３０５か！」


「みたいだね」


「ノリが悪いっ！」


「……ごめん」


「いくぞお！」


　なんでそこまで気合いを入れる必要があるのかわからないが、シーナは鍵かぎを取り出すと叫びながらそれをノブのカギ穴に差し込む。


「おー！」


　とりあえず健一も合わしてみたが、やってみても意味はわからない。


「うりゃあああ！」


　シーナはそして叫びながら鍵を回す。もちろん錆さびついて回りにくくなってるとかそういうことはないと思う。


　ガチャリッ──ロックの外れる音がした。シーナはそれを確かく認にんして健一の方を見て笑う。なんだか金きん庫こ破やぶりでもしているかのような錯さつ覚かくになった。


「さあ、入るぞ！」


「お、おう！」


　それでもシーナに合わせてる間に自分もちょっとハイな気持ちになってきた。


「おお！」


　シーナが叫び声をあげる。ドアの向こうには見知らぬ光こう景けいが広がっていた。当たり前のことだが、それは１３０１にも１３０３にも、１３０４にも似にていなかった。何かに似ているとすれば、それは……。


「ヤクザの事じ務む所しよ？」


　健一は思わず尋たずねてしまった。本当にそういう雰ふん囲い気きだったからだ。


　部屋の奥おくには親分が座すわるような幅はばの広い机つくえ。そしてそのさらに向こうはブラインド。手前には応おう接せつ間まと思おぼしきものがあるが、それも黒い革かわ張ばりのソファに囲かこまれた木もく目め調ちようの小さな机とか、およそ女の子の部屋とは思えないものだった。ついでにその小さな机には透すき通ってキラキラと輝かがやく巨きよ大だいな灰皿が置かれていた。


「仁にん俠きようの城と言えっ！」


　しかしシーナはその部屋にご満まん悦えつの様子だった。まあ、本当に双ふた子ごの美少女の私室みたいなイメージの部屋だったらかなり居い心ごこ地ちが悪かったとも思うが、それにしたって……。


「仁俠の城！」


「これこそ男の夢だろ、男の夢！」


　シーナは部屋に入ると確認するように家か具ぐを見入る。


「おい、この棚たなのビデオ見ろよ。全部、哀あい川かわ翔しようアニキの作品だぜ。一、二、三……ざっと百ってところか。ってことは、全部揃そろってるかも、本当」


「……全部揃ってるって？」


「アニキの主しゆ演えん作品だよ。やべえなあ、こりゃ。いくら時間があっても見きれねえよ」


「見るの？」


「見るに決まってるだろ？　アニキの作品だぜ？　見れないならともかく、見れるのに見ないなんて許ゆるされると思ってんのか、本当」


「……許されないと困こまるなあ」


　健一はシーナの迫はく力りよくにどうしたものかと思うが、シーナの興味はすでに別のところへと向かっていた。自分の夢のアイテムがそこかしこに眠ねむっているので目め移うつりしているということらしい。


「こっちはなんだろ？」


　なので健一はシーナの見てない方へと視線を向ける。そこにはちょっと場ば違ちがいな格かく調ちよう高だかい雰囲気の扉とびらがついていた。


「ちょっと待った！」


　しかし開けようとすると待ったがかかる。


「ん？」


　振ふり向くと真っ赤な顔して、シーナがこっちを見ていた。


「人の部屋で勝手にあちこち調べるなよ」


「……そうだね」


　さっきまでガンガン突つっ込こんでた感じのシーナに制せい止しされて、健一はなんだかまたテンションが落ちるのを感じる。


「で、これ、俺の部屋で好きな時に使っていいんだよな？」


　そんな健一の顔を見てシーナはそう尋ねる。


「たぶん」


「多分ってなんだよ、本当」


「理り屈くつがよくわからないから、ハッキリとしたことはわからないけど」


「ま、そう思ってて間違いはないんだろ？」


「うん、そうだね」


「よし！　後で家から残りの着き替がえも持ってくるとして、とりあえず一休みするか」


　そしてシーナは踵きびすを返すと、例の応接間のようなところに向かう。健一もそれを追いかけ、座ったシーナの向かいに座る。


「……シーナは煙草たばこ吸すうの？」


　妙みように豪ごう華かな灰皿が気になったのでそう尋ねてみるが、シーナはそれに顔をしかめる。


「吸いたいんだけどな、ほら、まだ十五だし」


「けっこう真ま面じ目めな返答だ」


「それにほら、やっぱり匂においが残るだろ？」


「……まあ、そうだね」


　健一は蛍子のことを思い出し、そう答える。


「とは言え、男のたしなみって気もするしな。まあ、その辺はオイオイだ」


「……なるほど」


　喫きつ煙えんは男のたしなみだったのか。健一は心の中でツッコむが、シーナの世界観ではそうなってるんだろうなあということは、部屋を見み渡わたせばわかるような気がした。


「それで、健一」


「なに？」


「お前、あの綾さんってつったっけ？　あの人と有あり馬ま冴さえ子ことどういう関係なわけ？」


　シーナの言葉に健一は考えてしまう。刻也とのこともそうだが、ここの住人たちと自分の関係を上う手まく説明する言葉が浮うかばない。


「簡単に説明するのは難むずかしんだけど」


　しかしシーナの知りたいのはそんなことではないようだった。


「いや、そうじゃなくて、ぶっちゃけセックスしたのかってこと」


「セ、セックスですか？」


　質問の内容もそうだが、その質問の主がシーナであり、つまるところあの窪塚日奈であることを考えると、健一としても顔をしかめるしかなかった。


「いやあ、ちょっとさあ、有馬冴子も見み直なおしたね。学校じゃちっとも可愛かわいげを感じなかったけど、さっきのはなんつうか別人って感じだよな。それとも本当に別人？」


「いやあ、一応、本人のはずですけど……」


　健一もそう答えながら、でも自分もそう感じることがあるなあと思う。この短期間でシーナもそう感じたのだとすれば、自分もそう間違っていないのかもしれないとも。


「あと、綾さんだっけ？　あの人は凄すごいよなあ。なんなんだよ、あの巨きよ乳にゆうであんな格かつ好こうで。それはあれか、揉もめってことか？　俺に揉めってことか？」


　鼻はな息いき荒あらくシーナがそんなことを言うのを、健一は逆に冷れい静せいに見ているしかなかった。なんでそんなに盛り上がってるんだろうと心の中でつっこんでしまう。


「しかも年上だろ？　あんな人に迫せまられたら鼻血が出るね、本当」


「……出る、かな」


「出るだろ、男として。出ないとしたら、そいつは男じゃない！　男のはずが無い、本当！」


　シーナが声を大にして主しゆ張ちようする。


「……えっと」


　しかし健一は賛さん同どうしかねた。まあ中身はそんなに外れてない気もするが、やっぱりシーナがそれを言ってるというのがどうにもしっくりこない。


「シーナはその……女の子が好きなの？」


　なのでさすがに尋ねてしまった。


「は？」


　しかしシーナの方はそんなことを聞くのが不思議という顔をする。


「男が男だったらホモだろ？　まあ、俺はホモにも理解があるから、お前がホモでも絶ぜつ縁えんしたりはしないけどな」


「いや、そういうことじゃなくて……」


　シーナは男じゃない。健一はそれを言いかけて、やっぱり言うべきではないのだろうなと踏ふみとどまった。


「なんだよ？」


「いや、別に」


「そっか。で、どうなんだよ？」


「え？」


「だから、ぶっちゃけセックスしたのかと聞いただろ？」


　改めて聞かれても、やはりはいそうですかと答えるわけにもいかない。


「……ご想像にお任まかせします」


「ってことはしたんだな？　しやがったんだな？」


「……だから、ご想像にお任せします」


「くそう！　てめ、この！　勝ち組の余よ裕ゆうってヤツか？　俺が童どう貞ていだからってバカにしてると今度、西向かすぞ、ごらああ！」


　言ってる間にシーナは興こう奮ふんしたのか急に立ち上がり、健一の方を見下ろしてわめく。


「べ、別に馬ば鹿かにしてないし……」


　だが健一としてはどうしたものだろうと思う。そもそもシーナは経けい験けんがないとしても童貞というべきなのだろうか。なんだかよくわからない。


「で、どっちとやったんだ？」


「え？」


「あ、どっちともやりやがったんだな？　普ふ通つうの人間が来れないのをいいことに、ここなら誰にも見られませんからとか言いながら、やりまくったんだな？」


「……想像力が逞たくましすぎます」


「くっそう！　ずるいぞ、お前だけ。俺もここの住人なんだからな、本当」


「別にここの住人ってのは関係ないような……」


「男の度ど量りようの違ちがいだってのか？　お前の方がいい男でだからやりまくりで当とう然ぜんと？」


「だから、そんなこと言って無いし」


「くわ────────────────────────！」


　シーナは怒いかりが極きよく限げんに達たつしたのか奇き声せいをあげる。健一はさすがに心配するが、どうも怒おこったのではなく、なんだか良いアイデアが閃ひらめいただけだったらしい。瞳ひとみをらんらんと輝かがやかせて、健一の方を見る。


「今度、してるところ見せてくれ。それならいいだろ？」


「……いや、よくないし」


「なんだよ。参加させろとか、お前の女を貸かせとか言ってるわけじゃないんだぞ？　それに比べれば相当な譲じよう歩ほだろ、本当」


「いや、そんなこと言われても……別に俺の女ってわけじゃあないし」


「じゃあ、何か、やるだけやって、あとはしたい時のためのキープってことか？」


「シーナの女性観については、色々とつっこみたいところがあるようですね」


「じゃあ、どういうことなんだよ！　他ほかに納なつ得とくできる説明があるのかよ、本当」


　そもそもさっきのが納得できる説明なのかという根こん本ぽん的てきな疑ぎ問もんも増えたが、健一としてはなんでそこまでムキになるのだろうと思うしかない。


「……わかった。いきなり俺もちょっと求めすぎた気がする」


　そんな健一の視し線せんに我われに返ったのか、ちょっとクールダウンしたシーナが言った。


「ま、それはそうかな」


「だから、まずエロビデオを観みることから始める。そういうわけなので貸かしてくれ」


「……持ってない」


「持ってるだろ。お前は絶ぜつ対たい持ってる。男が秘密の基き地ちを手に入れて、そこにエロビデオを隠かくさないはずがない」


「……男性観も色々とつっこみたい感じになってきた」


「特にお前はいかにもそう言う顔をしている。彼女の前では勃ぼつ起きしてるのを隠かくして、家に帰ったら彼女激げき似にのＡＶ女じよ優ゆうのエロビデオでハァハァするタイプだ」


「どんなタイプだよ、それ？」


「ついでに言えば、いかにもレースクイーンが好きそうな顔をしている。だからレースクイーン物を少なくとも三本は隠し持ってる」


「……顔でわかるとは思えないけど」


　健一は呆あきれながらも、なぜかシーナの口から『レースクイーン』という単語が出てきたことについて考えさせられてしまう。


「とにかくジャンルは問わないから貸せ！　お前のとっておきじゃなくてもいいから！」


「だからとっておきとかとっておきじゃない以前に、一本も持ってないから」


「でも、観たことはあるんだろ？」


　シーナはギロリと健一を睨にらむ。


「そ、それは……あるけど」


「それはどこで観たんだ？」


「……１３０３だったかな」


「ってことはあれか？　有馬冴子と一いつ緒しよに観ながら『僕らもああいうことしてみようか』とか言って嫌いやがる有馬冴子を押おし倒たおした揚あげ句く、『もう乱らん暴ぼうなんだから』とか言わせちゃったのか？　なんだ、この女殺し！」


「いや、だから想像力逞しすぎ。その頃ころは有馬さんはまだいなかったし」


「ってことは、こっそり入手して、自分の部屋で観たってことか」


「そうなるかな？」


「じゃあ、その入手ルートをしゃべってもらおうか？　十八歳さい未み満まんのくせにどうやってそんなものを手に入れられたんだ？　やっぱりお前は悪の手先なのか？」


「……いや、その」


「なんだ？　やはり闇やみルートのブツか？　無む修しゆう正せいの鼻血出るヤツか？」


「えっと……レンタルショップにあるそんなに激はげしくないはずのヤツだけど」


「お前、実は十八歳以上だったのか？」


「いや、十八歳の人が無理やり、借かりに行くので付き合ってくれって」


「なんだと？　で、その人はどこにいるんだ？　今もいて、まだ欲ほしがってるのか？　そうなら紹しよう介かいしてくれ。もちろん、俺が見たがってるのは秘密で、だ」


「……いやまあ、その、綾さんなんだけどね」


「綾さん？」


　シーナは意外な名前が出たせいでしばらくそれが誰かわからなかったらしい。


「綾さんってあれか？　左右に揺ゆれちゃったらオッパイ出ちゃいそうな綾さんか？」


「……多分、その綾さんかな」


「ってことは、お前はあの綾さんと一緒にエロビデオを借りてきて、しかも一緒に観て、その中身を二人で体を使って検けん証しようしたってことか？」


「最後はどこから来たのかわからないけど、まあ、前半は事実かな」


「くわ───────！」


　シーナは今度は怒いかりに震ふるえたようだった。


「お前はそれでも男か？　女が、しかも綾さんがだぞ？　エロビデオを一緒に観ようってことは新しいプレイに挑ちよう戦せんしたいって意い思し表ひよう示じだろうが！」


「……そうとは思えないけど」


「健一！　俺はお前を見み損そこなったぞ！　お前はフニャチンだ！　しかも飛びッきりのフニャチンだっ！　そうじゃないとすれば、お前はホモだ！　でもホモならいい。いいんだ」


　叫さけびながら、なんだか急にシーナは話がそれて、それで冷静になったようだった。だから健一もそこに冷静に一つの質問を突つきつける。


「シーナは女なら誰でもいいの？　やれるなら誰でもいいわけ？」


「……誰でもいいわけってことはないけど」


　主しゆ導どう権けんを握にぎられたせいかシーナはぐっと答えにつまったようだった。


「誰でもいいわけではないんだ」


「でも男ならそんなもんだろ？　そこそこ好みならチャンスがあればあわよくばって、そう思うもんだろうが。違うのか？」


「……そうなのかな」


「そうだよ。絶対そう。俺はそうに決まってる」


「……そうなんだ」


　健一はやっぱりなんだかよくわからないなあと思う。シーナが言ってることは別にそんなに変でもないのかもしれない。でもシーナが言っているということを考えると、どこか理り解かいを拒こばむものが残る。


「でも、まあ、あれだな、本当」


「なに？」


「したいのとするのは、また別の話だよなあ。したいからってしたら、それはそれで男としてどうかって気がするな、本当」


「……そうだよね、やっぱり」


　でも今度は素す直なおに賛同できる気がした。





　　　　○





　そして逃にげるように戻もどってきた１３０３は薄うす暗ぐらく、ひどく静かだった。


「……まだ、１３０１なのかな」


　普ふ段だんは冴子がいるからなのか、それとも自分の心しん境きようの変化なのか、まるで別の場所に迷まよい込んでしまったような不安に駆かられる。


　冴子は綾の世話をしているのだろうか。自分がシーナと出ていった時には、片づけが残っていたが、そうめんと杏あん仁にん豆どう腐ふだったし、洗い物にそんなに時間がかかるとも思えない。


　単に綾と話をしているのかもしれない。刻也は夜までバイトで帰ってこないし、冴子としてもこの部屋に戻ってくるよりも綾といた方が楽しいのかもしれないし……。


　そんな想像してる間に、自分も１３０１に行けばいいじゃないかと健一は思う。ほんの数メートルの距きよ離りだ。ひょっとすると１３０４の方かもしれない。それなら本当に出て数歩の距離。


「…………」


　でも、健一の足は動かなかった。その前に視し界かいにそれが目に入ったからだ。


　電話。ダイアル式の古くさい受話器。それが１３０３の廊ろう下かには設せつ置ちされていた。


「電話……待まってるって言ってたよな」


　真に受けるようなことじゃないのかもしれない。大げさに言っているだけなのかもしれない。でも千ち夜や子こは健一からの電話を待っていると言っていた。自分が最初にとるので遠えん慮りよなくかけてくれとも。


「本当なんだろうな」


　千夜子の言葉はまったくそのままなんだろうなと思う。もちろん彼女が家にいないことだってあるだろう。でも家にいる時はきっと健一からの電話がいつかかってきてもいいように気にしてくれているのだ。千夜子はそんな娘こなんだと健一は思う。


　なのに自分は何をしていたのだろう。それが蛍子の望みであったかもしれない。しかし、千夜子にそれをどう説明するつもりだったのだろう。


　蛍けい子こはそういうことは明日考えようと言った。だから考えるのを止やめた。だが今、その明日になり、そして健一は一人で考えている。


「やっぱり好きじゃないんだろうな」


　海に行った時、自分は千夜子を好きになって来てると言った。でも、今の自分を思うとよくもそんなことが言えたものだと思う。噓うそをついたとか、そんなつもりはない。


　しかし、この状じよう況きようになっているということそのものが、その言葉を否定していた。


　千夜子のことを好きなら、こんなことにはならなかった。親が突とつ然ぜん、帰ってきても問題がなかったはずだ。


「……電話しよう」


　しばらく考えて健一は受話器を持ち上げた。


　何を話すかとかそんなことを決めていたわけではない。でも電話しなければと思った。あの海の前日に電話して以来、かけてなかった。冴子が今、ここにいないのも何かの縁えんだろうと感じた。


「…………」


　それでもダイアルが終わると、やはり切った方が良いんじゃないかという思いがよぎった。しかし行動に移る前に、受話器の上がった音が聞える。


「はい、大おお海うみですっ！」


　慌あわてた様子の千夜子の声。それは間ま違ちがいなく千夜子の声だった。


「健一です。千夜子ちゃんですよね？」


　でも健一は確かく認にんしてしまう。そうでなければいいと思ったのかもしれない。


「はい、千夜子です。どうしたんですか、健一さん？」


「別に用とかじゃないんですけど……なんとなく暇ひまだったから」


「そうなんですか」


　少し不ふ思し議ぎそうな声。


「今、忙いそがしかったですか？」


「え？　全然。ちょうどお昼の片づけが終わったところでした。お皿を洗い終えて手を拭ふいてたらかかってきたので、思わずタオルで受話器を摑つかんじゃって……」


　話しながらそれが恥はずかしくなったのか千夜子の声は途と中ちゆうから急に小さくなる。


「と、とにかく、全ぜん然ぜん大だい丈じよう夫ぶですから、こっちは」


　しかし仕し切きり直すように強くハッキリと声が響ひびく。


「……それは良かったです」


「こっちも良かったです。ちゃんと約束通り、電話に出れて」


「本当に出れるように待っててくれたんですね」


「……実は今日はたまたまなんですけど」


「でも、もうお父さん以外とは面めん識しきあるし、けっこう大丈夫かもしれませんね」


「そ、そうですけど……お兄ちゃんが先に出たら何言われるかわからないですし」


「……ですね」


　会話が遠いな。健一は話すうちにそんなことを思う。それはもちろん電話のせいではなく、自分がなんで千夜子と電話しているんだろうという気持ちのせいだ。


「健一さんは……今日はこれから暇ですか？」


　それを感じたのだろうか。千夜子が距離を詰つめるような質問をしてくる。


「今日は、特に何も予定はないですけど」


　やるべきことはあるが、それは予定とかとはちょっと違ちがう。


「だったら……一いつ緒しよに神しん宿じゆくまで行きませんか？」


「神宿？」


「はい。ちょっと買いたい物があるんです」


　そして千夜子はそれが何か語った。





「浴衣ゆかたなんて持ってないですよ、僕」


　合流して電車に乗っても大した話題にはならなかった。特に電車は微び妙みように混んでて、なんだか話しづらいなと感じた。


　だから本ほん格かく的てきに話せるようになったのは、神宿駅を少し離はなれてからだった。


「そうなんですか？」


　夏祭りの準じゆん備びというより、千夜子はせっかくなので新しい浴衣を買おうと思ったらしい。


「家族で祭りに行くとかなかったですし」


「小さな頃ころもですか？」


「うーん。小学校低学年くらいの時は行った気もしますけど……その頃の浴衣はさすがに着れないですよね？」


「そうですね」


　千夜子はそれに小さく笑う。でも健一は自分でその話をしながら家族、そして蛍子のことを思い出していた。一緒に祭りに行っていた頃の家族。それがハッキリとは思い出せない。


「だったら、健一さんも買いませんか？」


　でも千夜子はこれからの話をする。


「え？　僕が浴衣をですか？」


「お揃そろいのってわけじゃないですけど……一緒に買ったものっていうのもいいかなって」


「そうですね」


　健一は、遠えん慮りよがちではあるが千夜子が自分の意見を口にするのは意外だなと思った。


「あ、お金のことは大丈夫ですから。今、すっごく安く売ってるんです」


「それで神宿まで来たんですね？」


「はい。一着、二千円で買えるんです。しかも二着だと三千円なんですよ」


「随ずい分ぶん、お得ですね」


　健一は浴衣の値ね段だんを力説する千夜子を見て、なんとなく笑ってしまう。


「……なんで笑うんですか？」


「いや……なんだろ。すごい真しん剣けんで羨うらやましい気がしました」


「羨ましいと笑うんですか？」


「多分、その……自分のことを笑ったんです。千夜子ちゃんみたいになれないとなって」


「……よくわかりません」


「ま、あんまり気にしないでください」


　健一はそうは言っても我われながら不ふ可か解かいな話だなとも思う。


「……わかりました」


　だからなのだろう。千夜子も少し健一の顔を見て、まだ未み練れんの残った顔をする。


「でも浴衣なんて着たこと無いし、どんなのがいいんですかね？」


　だから健一は本来の話題に戻もどす。


「どんなのでも大丈夫ですよ。健一さんなら何でも似に合あうから平気です」


「……そう直ちよつ球きゆうで言われると照てれます」


「……私も言ってて照れました」


　千夜子は顔を赤くして、弱よわ々よわしく笑う。でもそういう千夜子は千夜子らしいなと思う。


「健一さんが選ぶの自信が無いなら、私に選ばせてくれませんか？」


　しかし今日の千夜子は一ひと味あじ違うようだった。顔は赤いままだが走って逃にげたりはしない。さらに踏ふみ込んでくるような質問をする。


「……いいですけど。というかその方がいいですよね。端はたから見てしっくり来るようなのって、自分だと中々わからないし」


「私だとちょっとセンスが悪いかもしれないですけど」


「いいですよ。たとえそうでも、千夜子ちゃんが選んだのなら、それで」


　そんな言葉に千夜子の顔がパッと明るくなるのが見える。でも健一はそれを一緒に喜よろこんだりはできなかった。


　自分は相あい変かわらずだなと思った。なぜかはわからないが、そう思って、千夜子に対する罪の意識がさらに重くなるのを感じた。





「……ここですか？」


　浴衣売り場には見み覚おぼえがあった。駅の地下道に直ちよつ結けつしているデパートの地下一階。以前来た時はそこで水着を売っていて、一緒に来た綾はレースクイーンっぽい水着を買った。そんな場所だ。


「はい」


　千夜子は返事をしながら、興きよう味みはもうどの浴衣を選ぶかの方に向いているようだった。


　まあ見ればわかった。色々とりどりの浴衣が吊つるされていたし、さっき千夜子が話してた一着二千円というのも大きく書いてあった。要するにここはこのデパートではあまりおおっぴらに出来ない安売りをするスペースなのかなと思う。


「健一さんは好きな色とかあります？」


　別のことを考えていると千夜子にそんなことを聞かれた。なんだか同じような質問をされたことがあるななんて思ったりもしたが、似てても意味は全然違う。


「特にそういうのは……」


「じゃあ、派は手でなのと地味なのはどっちがいいですか？」


　そう尋たずねながら、千夜子は何な故ぜなのかはわからないが女性物と思おぼしき浴衣のスペースの方へと歩き始める。健一はそれを追いかけながら、考えてしまう。


「うーん。あんまり派手なのは好きじゃないかもしれません」


「そうですか。私もです」


　千夜子はそう言ってから、関係ないかなと思ったのか照れるような笑いを浮うかべる。なんだか今日の千夜子は妙みように浮かれているなと思う。自分が沈しずんでるので相そう対たい的てきにそう感じるだけなのだろうか。


「じゃあ、私のを先に選んでもいいですか？」


「え？」


「いや、健一さんはなんでも似合いそうだし、それに私のを合わせるよりはそっちの方がいいかなって思ったんですけど」


「ああ……そうしてください」


　そしてそんな千夜子についていくのが、いつもより大変だなと感じる。油ゆ断だんすると置いてかれてしまうし、だからって必死に追いかけようというエネルギーも湧わいてこない。


「健一さんは好きな色とかってあります？」


　ハンガーで吊るしてある浴衣を手に取って見み比くらべながら、千夜子がそんな質問をする。さっきと同じ質問のようだが、今度もまた意味が違うようだ。


「千夜子ちゃんはやっぱり緑みどり系けいがいいんじゃないですか？」


「……緑ですか」


　言われて千夜子はそういえば、自分はいつもそうだなと思ったらしい。


「それだと普ふ段だんと変わらなくありません？」


「……ダメなんですか？」


「ダメってことはないですけど、せっかくだからちょっと違うのとかもアリかなとか」


「でも、イメージ湧かないです。千夜子ちゃんというと緑かなって思うし」


「……ですよね」


　千夜子はしばらく考えて、それからやっぱり緑で行こうと思ったらしい。キョロキョロと周りを見み渡わたして、そういう色が吊るされている場所へと移動する。


「混こんでますね」


　千夜子の目当ての浴衣ゆかたがありそうな場所は激げき戦せん区くのようだった。それで健一は千夜子を追いかけて行って良いものかと躊ちゆう躇ちよする。


「そうですね。一いつ緒しよに探すのも邪じや魔まですかね？」


「邪魔というか……男が来るところじゃなかったかもしれません」


　浴衣を買いに来てるのは、ほとんどというか健一以外はほとんど女性だった。高校生くらいの娘こもいれば大人もいるが、男はほとんどいないし、いても地下通路の方で待ってるか、ほとんどない男物のところにいる。


「みたいですね」


　千夜子はそれを認みとめて、少しどうしたものかと考えたようだった。


「じゃ、ちょっとあの辺りで待ってますから」


　健一はそう言って店の外を指差す。


「す、すみません。わざわざ一緒に来てもらったのに」


「いいですよ。浴衣選んでる千夜子ちゃんを見てるだけで楽しそうですし」


「……そういう恥はずかしいこと言わないでください」


　そして千夜子がまた顔を赤くしたところで、健一はその場を離はなれることにする。


「僕のを選ぶ時に、また呼よんでください」


　健一はそう言って、男物の方は人が本当に少ないなあと改あらためて確かく認にんした。





　凄すごいエネルギーだな。


　少し離れて見ているとそう思わずにはいられなかった。きっとあの辺あたりは掘ほり出し物が並んでいるだろうなあと思う。


「……大だい丈じよう夫ぶかな」


　そこに千夜子が飛び込んでいっては、フラフラになって出てくる。なかなか目め当あての浴衣に手が届かないようだ。だからと言って代わりにというのもどうかと思うし、健一は千夜子がうまくいくのを祈いのるくらいしかできない。


「それにしても浴衣か」


　あんまり自分とは関係のない衣服だよなと思う。海に行った時に泊とまった時に着たようなのはともかくも、わざわざ祭り用に用意するなんて、千夜子と付き合うことがなければ買うこともなかったんじゃないかと思う。


　なのに健一は様々な浴衣が並ぶ店内を眺ながめるうちに、別の人間のことを考えていた。それは蛍子でもなく綾あやでもなく、冴子のことだった。


　冴子が浴衣を着ている姿。それを健一は想像してみて、なんだか本当に幽ゆう霊れいのようだなと勝手なことを思う。


　想像の中の冴子は水色の浴衣を着て、髪かみを結ゆって上げていた。白しろ地じのウチワを持っていて、それには赤い朝あさ顔がおの絵が描えがいてある。それで冴子は口元を隠かくして笑っていた。


「…………」


　そんな冴子の姿を見たこともないはずなのに、その想像は妙みように心の中でしっくり来た。なのにその隣となりにいるのは自分ではなかった。冴子はただ一人、そこに立って笑っていた。


「……何考えてんだか」


　でも健一はその想像をすぐに終わらせた。そしてちょうどその時、千夜子がお目当ての浴衣を奪だつ取しゆして、こっちに手を振ふるのが見えた。





　　　　○





　結局、帰き路ろにつく頃ころには日が暮くれかけていた。


　千夜子の浴衣はすぐ決まったが、健一のが中々決まらなかったのだ。でも、どれにしようかと考えている千夜子は終しゆう始し楽しそうだった。自分の浴衣を見て、そして健一を見て、それから売り場の浴衣を見る。その繰くり返かえしで、あれこれとシミュレーションをして、ベストの選せん択たく肢しを探していたようだった。


「本当にあれでよかったんですか？」
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　それでも千夜子はまだまだ考え足り無いくらいの気持ちのようだった。地元の駅まで戻もどってきても、もっと良い選択肢があったんじゃないかと思ってるみたいなことを言う。


「いいと思いますけど」


　だから健一としてはそう言うしかない。まさかまた電車に乗って神宿に行くというわけにもいかないし、あんまり自分の服ふく装そうというのにこだわりもない。千夜子の浴衣とのバランスを見て、自分でもそれでいいと思ったし、もう迷まようようなことじゃないと感じる。


「僕のより、千夜子ちゃんのをあんなにあっさり決めてよかったかなと思うくらいで」


「わ、私のはいいんですよ。どうせ大して変わりませんから」


「でも、僕からすると僕のよりは千夜子ちゃんの浴衣の方が気になるんですけど」


「それは……そうですよね」


　千夜子はしかし改あらためてそう言われたことに戸と惑まどったようだった。


「そ、そういえば」


　なので話題を変えようと思ったらしい。


「なんですか？」


「ホタルさんは、お祭りとか行かないんですか？」


　千夜子のその質問はきっと深い意味などないのだろうなと思う。千夜子からすれば海の時以来会ってないからどうしてるのかと尋たずねたくらいの意味なのだろう。


　だが今の健一にとってはかなり重い質問だった。


「……ホタルはそういうのは苦にが手てですから」


　それだけ答えて、もう何も続けられなくなる。そして健一は蛍子のことを思い出し、ずっと自分が誤ご解かいしていたのだということに気づく。


　蛍子は祭りとかが嫌きらいだと思っていたが、実はそうでもなかったのかもしれない。もしかすると健一とずっと行きたがっていて、でもそれが出来ず不ふ機き嫌げんになっていただけ。そんな風にも思えた。


「でしたよね」


　千夜子の返事はかなり間が空いていたように思えた。健一が蛍子のことを思いだし終えてから聞えたからだ。


「ホタルさんとケンカしたんですか？」


　だがその質問はあまり間を空けずに届とどいた。


「え？」


「今日、ずっと元気がなかったですよね？　だからずっとその理由を考えてたんです」


　そう言われて、健一は意外だなと思った。自分が元気がなかっただろうことは容よう易いに想そう像ぞうできたが、千夜子がそれを気にしているようには見えなかった。むしろ、いつもより元気な様子だった気がする。


「ホタルとケンカしたわけじゃあないです」


　健一はそれだけを答えた。何を話せばいいのかはわからなかった。千夜子に本当のことを話してしまうことがいいことなのかも判はん断だんできなかった。


　噓うそをつき続けるのも心苦しかったが、でも本当をことを言うのは安あん易いな気がした。自分はきっと楽になるだろうとは思った。でも自分が落ち込んでいるのに気づいて、明るく振ふる舞まってくれた千夜子にするべきこととは思えない。


「良かったです」


　なのに千夜子はそんなことを言った。何度か聞いたその言葉なのに健一は驚おどろいてしまう。


「えっと……」


「あ、いや……元気がないのはいいことじゃないんですけど……ホタルさんとケンカしたわけじゃないってわかってってことです」


　千夜子は健一の反応に自分が変なことを言ったと気づいたらしい。


「そういうことですか」


「実は……って、これは私の話なんですけど」


「はい」


「ちょっと今日、お兄ちゃんを見み直なおしたところだったんです」


　千夜子の言葉に健一は、彼女の兄、悟さとるのことを思い出す。千夜子と悟と言えば、なんだかいつも「お兄ちゃんのバカ！」と言ってるような関係だった。


「千夜子ちゃんが悟さんをですか？」


「……はい」


　千夜子は自分でも兄への態たい度どを恥はずかしく思っているらしい。


「すごく単たん純じゆんって思われるかもしれないですけど、浴衣ゆかたのこと、お兄ちゃんの提てい案あんなんです。インターネットで神宿のあの場所で安く売ってるって調べてくれて、二着で三千円だし一いつ緒しよに買いに行けばどうだって……本当、それだけなんですけどね」


「……いいですね、そういうの」


「そうしたら健一さんが電話してきてくれて、でもちょっと元気なさそうで」


　そう言いながら、千夜子は恥はずかしそうに笑う。


「でも、だから誘さそえたんだと思うんです。私から電話して誘うなんて無む理りだし、健一さんが元気なさそうなのも、ちょっと勇ゆう気きが持てたんです」


「そうなんですか？」


「私、よく落おち込こむんですけど、部屋とかにいるとますます落ち込むんですよね。だから、そう言う時に外に出た方がいいなって思ってるんです。だから、健一さんが元気がないから、外に連つれ出さないといけないって……まあ、私の頭の中だけの話ですけど」


「でも、助かりました。そういうことってあると思いますし」


「そう、そうなんですよ。それで、そういう時って、一緒に落ち込んでると自分も凹へこむなあって思ったんで、今日は元気二倍くらいで頑がん張ばろうって……ってバカみたいですね私」


　千夜子はそう言って、ちょっと我われに返ったようなことを言う。


「いや、そんなことないです。その通りだと思います」


　健一はそれに答えて、なるほどそういうことだったのかと思った。そういえば、冴子も何だか浮うかれているような態たい度どだったが、あれもきっと同じ理由なんだろうなと感じる。


「電話した時はかなり凹んでたと思いますし」


　だから健一はそう言って笑って見せる。


「……少しは元気出ました？」


「かなり出ました」


　それでも健一は元気になったとは言えなかった。出かける前よりは良くなったが、まだ元気がないという区分から抜ぬけ出してはないと感じる。


「……良かったです」


　でも千夜子はそう言って本当に嬉うれしそうに笑う。もちろん、健一がいつもより喜よろこんでいるとは思っていないだろう。でも彼女からすれば、健一のためになったということが嬉しかったのだろうと健一は感じる。


「こういう言い方も変ですけど……私、落ち込んでいる健一さんが見れて嬉しいんです」


　でも千夜子はそんなことを言い始める。


「そう、なんですか？」


「もちろん元気な方が嬉しいですけど。でもいつも私の方が助けられてるなあって思ってるから、たまには私が助けたいんです。だから電話で元気が無さそうだなって感じた時、チャンスだー！　って一人で盛もり上がってました」


「……そういうものですか」


「すみません。不ふ謹きん慎しんで」


　千夜子は自分で言ってから、やっぱり言わなければ良かったと思ったようだ。しゅんとして、小さくなる。


「でも、そういうのわかる気がします。嬉しいからって、嬉しさでいっぱいになるってわけじゃないし、逆もそうですよね」


　だからなのか健一はそんな自分の思いを口にする。


「ですね」


「なんで、そうなんですかね？」


　そして健一はさらに疑ぎ問もんを口にする。


「嬉しいなら嬉しいでいっぱいになってくれれば、話は簡かん単たんなのに」


　そして悲しいなら悲しいでいっぱいになってくれればいいとも思う。それなら何も悩なやまずに済む。千夜子に蛍子のことを話すべきかどうかだって、すぐに結けつ論ろんが出るだろう。自分がしてしまったことに、あれこれ悩む必要もきっとなくなる。


「人間は欲よく張ばりだからじゃないですか？」


　でもそんな健一に、千夜子は笑ってそう言った。


「え？」


「欲張りなんです。あれもこれも全部欲ほしいんです。だから悲しい時も嬉しい気持ちを捨てられないし、逆もそうなんです」


「……それってどうなんでしょ？」


　健一は千夜子の言葉に尋たずね返しながら、でもそうなのかもしれないなと思った。


　色々なことを捨てきれないからなのだ。捨てるのがいいことなのかも、必要なのかもわからない。でも、それがきっと理由なのだろうと思う。


「優やさしいんですよ、すごく」


　だが千夜子は健一とは違ちがうことを考えてたようだった。自分の言ったことを、そんな別の言葉で言い直す。


「優しいんですか」


　それこそが千夜子の良いところなのだろうなとは思いながら、自分のそれは違うのだろうと考えてしまう。


「あ、私はそうでもないですけど……一いつ般ぱん論ろんとしてです」


　でも千夜子はやっぱり健一とは違うことを考えているようだった。でもその思いはある意味では似ていた。


　自分が優しいとは思えない。それだけを考えればの話だが、それは確かに一いつ緒しよだった。


　でも他のことは全部、別のように感じた。千夜子の一いち途ずな思いに比べて、自分はひどく散さん漫まんな気がしてならなかった。


「私、理由はどうあれ笑ってる方が勝ちだと思うんです」


　さらに千夜子はそんな持じ論ろんを展てん開かいする。


「……笑ってる方が勝ち？」


「まあ、限げん度どはあると思うんですけど。どうしたらいいのかわからないややこしいことにぶつかった時、私、頭悪いですから考えてもわからないんです」


「……はい」


「だから、自分が笑えるかどうか想そう像ぞうするんです。で、笑えるなら勝ち。笑えないなら負けです。それならすぐ判はん断だんつくじゃないですか」


「そうですね」


「だから笑えない時は、このままじゃいけないぞって気合いを入れるんです。そうしたら笑えるんですね。そうしたら勝ちなんです」


　千夜子はそこまで言い終えて、自分がひどく馬ば鹿かなことを言ってるような気持ちになったらしい。


「……えっと、意味わからないですよね？」


「いや、なんとなくは」


　健一はそう答えて、そういえば前もそんなことを言っていたなと思う。その時はなんということもなく流してしまったが、ツバメが怒おこっている時のことだ。なんで笑っているのかと言われて、その方が楽しいからと千夜子は言った。


　しかし普ふ通つうに考えたら楽しいから笑うのだ。


「いつも、そうですもんね」


　だから健一はそんな千夜子の持論を支し持じすることにする。


「わかりやすいです。笑ってる方が勝ち。確かにそうだと思います」


　そして千夜子は思っていた以上に負けず嫌ぎらいな性格なのかなとも思った。いつだったか、窪くぼ塚づか佳か奈なが自分を睨にらんでいるのを見た時、自分のことのように怒おこってくれた。


「良かったです」


　だから、健一は千夜子のようなことを言う。


「なんでなのかを上う手まく言えないですけど、そう思いました」


「……はい」


「ありがとう、千夜子ちゃん。今日は付き合ってくれて」


　そして感かん謝しやの言葉を告げる。


「付き合ってくれたのは健一さんの方じゃないですか」


「でも元気がない僕を連れ出してくれたのは、千夜子ちゃんの方だったわけだから」


「そうですね。じゃあそういうことにしておきます」


　そう言って千夜子は笑う。まだ何か千夜子は納なつ得とくしてない様子を感じさせた。千夜子は健一とは違う人間なのだ。ずっと前向きでそして強い意志の持ち主なのだ。





　　　　○





　十三階へと戻もどってきた健けん一いちを待っていたのは、屋上から聞えてきた歌声だった。


　それは遠くからなのに、健一の耳に届とどく。歌か詞しまではわからないが、その力強く、そして楽しげな声に健一は誘さそわれる。


「……誰だれだろう？」


　ずっと階段を上ってきたのに、まだ上る気になるというのは不ふ思し議ぎな気もした。だが、屋上の声の主が気になり健一は走る。


「ん？」


　そして屋上へと続く扉とびらの向こうに人ひと影かげが見えると、すぐにそれが誰かわかった。


　シーナだった。両手を一いつ杯ぱいに拡ひろげて外へ向かって声を張はり上げている後ろ姿が見えた。


「…………」


　そしてホッとしたのか、しっかり聞える場所まできたせいか、健一の足は自然と止まっていた。体を動かすことよりも聞くことに集中するのを選んだかのように。


　それほどシーナの歌は魅み力りよく的てきだった。アイドルのファンでもないし、プロの生の歌声なんか聞いたことはない。でも、その凄すごさはハッキリとわかった。


　どれくらい凄いかまではわからない。でも凄いのだけはわかる。


「……なんて曲だろう？」


　でも健一にはそれがなんの曲かはわからなかった。知らない曲だった。歌詞はどうやら英語のようだ。そしてなんだか少し古い曲のようにも思えた。流行の曲なら、曲名は知らないまでも聞いた覚おぼえはあるだろうが、そういうわけでもない。


　でもわからなくても十分だった。それはきっと幸せを歌ったものだろうと伝わった。


「なんだいたのかよ、健一」


　気づくと曲が終わっていたようだった。話しかけられて健一は気づく。


「いや、今来たところだけど」


「言われてみれば、疲つかれた顔してるな、本ほん当とう」


　シーナは健一の側そばまで歩いてきて、ポンと肩かたを叩たたいた。


「十四階分、階段を上ってきたわけだから」


「それでも疲れは見せないってのが男だろう、本当」


「……そうかな」


「そうだよ」


　シーナはそう言いながら、もう歌う気はないのかそのまま階段を下りようとする。健一はせっかく上ってきたのになと思いながら、それに続く。


「そういえば、さっきのはなんて曲？」


　そしてそんなことを尋たずねる。


「どうせ言ってもわからないよ」


　でもシーナの答えはそんな感じだった。


「まあ、わからないから聞いたわけなんだけども」


「古い曲なんだよ。もうメンバーのほとんどは死んでる。一人はまあ銃じゆう殺さつだけど」


「銃殺って犯はん罪ざい者しやか何かなの、その人？」


「ファンに殺されたってことになってるな。でも俺おれはＣＩＡの陰いん謀ぼうだと思うね、本当」


「ＣＩＡの陰謀……」


　シーナの頭の中にはどうやら色々な悪の組そ織しきが存在しているらしい。


「知ってるか？　本当はアポロ11号は月に着ちやく陸りくしてないんだぜ？」


「それもＣＩＡの陰謀？」


「いや、それはＮＡＳＡの情じよう報ほう操そう作さ」


「……そうなんだ」


　健一は呆あきれながらも話を元に戻す。


「で、さっきの歌だけどさ」


「なんだよ、本当」


「すごい感動した」


「……そうか。それは良かったな、本当」


　シーナが嫌いやそうにそう答える。でもそれは本気で嫌がってるわけではなく、照てれているということらしい。


「誰も聞いてないと思ったから歌ってたのに、こっそり聞きやがって」


　だから、そんな呪のろいの言葉が続く。


「いや、でも本当に感動した」


「……だから、もういいって、そういうのは」


「あんなに上う手まいんだから、もっと自信を持ってもいいと思うけどな」


「そうか？」


「せっかくだからもっと大おお勢ぜいの前で歌ったら？」


　健一はそんなことを言ってみるが、シーナは激はげしく渋しぶそうな顔をする。


「……パス」


「勿もつ体たいないなあ」


「勿体なくない。俺の歌声は俺のものだ、本当」


「まあ、それはそうかもしれないけど……じゃあ、今度、また聞かせてよ？」


　健一はどうにも乗り気じゃないシーナにそう願い出る。


「……なあ、健一」


「なに？」


「気になってたんだけど、お前、ホモか？」


「……ホモじゃあないと思うけど」


「そうか。いや、まあお前がホモならホモでいいんだけどな、本当」


「だったらなんで聞くかな？」


「なんかすごく熱い視し線せんで俺を見るから、そういう気があるのかなって」


「感かん動どうしたのは歌声だからさ」


「……ま、そういうことなら、それでいい」


　シーナはそれでひょいっと軽く飛んで二段飛ばしで十三階へと降り立つ。


「で、もう歌ってはくれないの？」


　それを健一も真ま似ねして追いかける。なんだか小学生みたいだなとか思う。


「男にモテてもなあ、本当」


「じゃあ、女の子の前で歌えば？」


　健一の言葉にシーナの動きがぴたりと止まる。


「どうしたの？」


「いや、その提てい案あんは検けん討とうに値あたいするかもしれん、本当」


「その提案っっていうのは、女の子の前で歌うってこと？」


「そう、それだ。そうすれば、あれか、俺はモテるか？」


「モテるんじゃないかな。しかも、かなり」


「そうか。ということは、あれか、セックスもできるか？」


「……まあチャンスは増えるんじゃないかな」


　答えながら、シーナの考えるセックスというのがどういうものなんだろうと思ってしまう。シーナの脳のう内ないではシーナは男で、ファンの女の子と……つまりそういうことなのだろうか。


「そうか。俺もそんな気がしてきた、本当」


　そしてシーナは腕うでを組んで難むずかしい顔をする。どうにも真しん剣けん味みは伝わらないが、本気であれこれとシミュレーションをしているということらしい。


「よし！」


　そして見守っている間に結けつ論ろんが出たようだった。


「健一、お前も手伝え！」


「え？」


　突とつ然ぜんの言葉に健一が当とう惑わくするが、シーナの心の中では何かが動き始めているようだった。扉とびらを開けて十三階へと歩き始める。


「一人じゃ恥はずかしいからな。お前が言い出した以上、お前にも手伝ってもらうぞ」


「……そんなこと言われても、俺は歌なんか歌えないし」


「だったら楽器をやれ。まあ形だけでいい。俺が一人だと恥ずかしいから一いつ緒しよにいろってだけだからな」


　なんだか無む茶ちや苦く茶ちやとしか言い様がないが、シーナの心の中では名めい案あんということらしい。


「形だけってのもどうかなあ」


「だったら練習しろ。それも凄すごい勢いきおいで。世界救えちゃうぐらいのスピードで、本当」


「……よくわからないけど、とにかく頑がん張ばれってこと？」


「ま、そういうことだ」


　そしてシーナは１３０１の前をすり抜ぬけて、さらに先へ先へと向かう。奥おくにある洗せん濯たく機きが目当てなのかと健一は思ったがそうではなかった。


「そして恥ずかしいなら、これをかぶってろ」


　シーナが洗濯機の側に置いてある金きん属ぞく製せいのバケツを手に取る。まあ、確かに手ごろな大きさで顔がすっぽり隠かくれそうではあったが……どっちが恥ずかしいかは微び妙みような気もした。


「受けとれ、健一！」


　そしてどうしたものかと思っている健一にシーナは強くそう告げる。


「これからお前は、バケッツだ」


「……バケッツ？」


「まあ、普ふ通つうにバケツでもいいが、少し格かつ好こう良く呼んでみたわけだ、本当」


「どっちも格好良くはない気がするけど」


　そう言いながらもなんだか雰ふん囲い気きに呑のまれて健一はバケツを受け取ってしまう。


「俺がシーナで、お前がバケッツだ」


「で？」


「だからシーナ＆バケッツということにしよう」


「……えっと、なんですか、それは？」


「バンド名だよ。俺がボーカルで、お前がその他。必要だろ、人前で歌うんだから」


「まあ、それはそうかな……」


　しかし本当にもうその気になってるのだなあと健一は思わずにはいられない。


「しかしバケッツってのはどうかな」


　受け取ったバケツを手に取って、それをジッと見つめる。まあ大きさは十分そうだが……かなり年ねん期きが入ってるし、自分がかぶってるのを想像するに間が抜けている。間ま違ちがいなく。


「あとさあ、これかぶったら顔が隠れるのはいいけど、目と口も隠れるから何にもできないと思うんだけど」


「……ぬ。そこまでは考えて無なかった、本当」


　シーナの計画は早くも挫ざ折せつの気配を感じさせた。というかだったらなんでバケツをかぶらせようと思ったのかがわからない。バケツをかぶって演えん奏そうするという発はつ想そうはそもそもどこから出てきたのだろうと思う。


「あれ、何してるの？」


　廊ろう下かで話してる声が気になったのだろうか。綾あやが１３０４から顔を出していた。


「いや、ちょっとした作戦会議なんですが」


　しかもかなり無む理りがあると健一は思ったが、綾の顔を見て一つ思い出してしまった。


　綾は金きん属ぞく加か工こうの達たつ人じんだったのだということを。


「なんの作戦会議？」


　しかし健一の考えよりも綾はそっちの方が興きよう味みがあるようだった。何か二人で面おも白しろいことをしているとでも思ったのだろう。


「ストリートデビューをしようと思ってたんですけど、思わぬ障しよう害がいがありまして」


　シーナが当とう然ぜんのようにそんなことを言ってしまう。


「思わぬ障害？」


「バケツをかぶると目が見えなくなるので歩けないんだ、本当」


「……どういう関係があるかわからないけど、かぶっても目が見えるバケツなら作れるよ」


　そして健一の恐おそれていたことを綾はニコヤカに告げる。


「この健ちゃんが持ってるバケツを、快かい適てきにかぶれるようにすればいいの？」


　綾はそれでバケツをジッと見つめ、それから健一の顔を見る。


「一時間くらいかな」


　そしてすぐにそんな答えを口にする。


「一時間で出来るってこと？」


　シーナが尋たずね、綾はそれに笑って答える。


「ま、こういうことだけは得とく意いだからね」


「だったらなんの問題もないじゃあないか。なあ、健一？」


「……いや、そうなのかな？」


「まだ何かあるのか？」


「ほら、やっぱり楽器できないってのもあるけど、楽器持ってないし」


「いくらなんでも何か出来るだろ？」


「楽器なんてハーモニカとピアニカとトライアングルぐらいしか使ったことないよ。それも小学生の時の話だし」


「そっか。じゃあ俺のハーモニカをやるよ」


　そう言ってシーナは健一からバケツを奪うばい取ると、それを綾に渡わたす。


「じゃ、俺は家に飯めし食くいに帰るんで、その間によろしく」


「うん。わかった」


「いや、そこわかったじゃないですから……」


　健一は勝手に二人だけで話を進められてるのを感じて、つっこむがすでに話は動いていて止まらないところまで行ってしまってるようだった。


「ハーモニカはその時取ってくるから。イカすヤツだから楽しみにしてろよな、本当」


　健一の意見など耳に入ってないようにシーナはそう一方的に告げると、自分の部屋である１３０５の扉とびらを開けて中に入ってしまう。


「……強ごう引いんだなあ」


　健一は嵐あらしが去ったかのような気持ちで閉とじた扉を見つめる。でも綾の興味はそんなところにはないようだった。


「目が見えるようにすればいいの？」


「……あとはハーモニカを吹ふけるようにしないとですかね」


「ハーモニカってことは口の辺あたりも空けるのかな？」


　そう言いながら綾は急に空いてる右手で健一の顔を触さわり始める。


「な、なんですか？」


「いやあ、大きさをちゃんと確かく認にんしておこうかな、と。骨の位置とか」


「触るとわかるもんなんですか？」


「うん。まあ、見て触ってってことだけど」


　綾は当然のように答えるので、そういうものなんだろうなと思うしかない。


「それはそれとしてさ、健ちゃん」


「なんですか？」


「シーナって新しい住人さんのことなんだけど、男の子なの、女の子なの？」


「……えっと」


　中々に答えづらい質問だった。自分でも聞きたいくらいだ。


「多分ですけど、シーナは男で、窪くぼ塚づか日ひ奈なさんは女です」


「それって誰？」


「多分、同じ人なんですけど……」


「それってシーナの本名が窪塚日奈ってこと？　じゃあ女の子なの？」


「……そういう単たん純じゆんな話でもないんですよ、これが」


　いや、でもそういうことなのかと健一は思い、しかしそうならさっきから自分がこんなに頭がぐるぐる回らずに済すんでいるような気もしてくる。


「あ、どうも」


　結けつ局きよく、上う手まく説明できないでいる間に、１３０５のドアが開いた。そこから出てきたのはシーナではなく、確かに窪塚日奈だった。あのいつも怒おこっているイメージの窪塚佳か奈なの隣となりで、申もうし訳わけ無さそうな顔をしている窪塚日奈だ。


「……この人が窪塚日奈さん？」


　綾はしかし日奈とは初しよ対たい面めんなのでそう尋ねる。


「は、初めまして。窪塚日奈です。今度、１３０５を使わせてもらうことになりました。よろしくお願いします」


　日奈はそんな綾にか細い声でそう告げて、小さく頭を下げた。


「よろしくー」


　綾はにこやかにそう答えて、よくわからないが握あく手しゆを求めた。


「よろしくお願いします」


　それで日奈は戸と惑まどいながら、綾の手を握にぎり返かえす。


「……絹きぬ川がわ君もよろしくお願いします」


　それから日奈は綾に続いて、健一の方に挨あい拶さつをし、そういうものだと思ったのか握手を求めてきた。


「こちらこそ、よろしくお願いします」


　そして健一も、なんだか拒きよ否ひするのもどうかと思い手を握り返す。


　柔やわらかくて温かい手だった。そして思っていたよりずっと細い指だった。


「……じゃあ、また」


　そして消え去りそうな声で日奈はそれを告げると、そそくさと帰り始める。


「じゃあ、また」


　健一はそんな日奈の後ろ姿を見送り、それからなんだか感かん心しんした様子の綾の方を見た。


「健ちゃんが何を言いたかったのかわかったかな」


　もちろん本当に伝わったかどうかはわからない。でももう説明を求められることはなさそうだなと健一は思う。


「それはなによりです」


　だからそう答えて、夕食の準じゆん備びでもするかなと気分を切り替かえた。





　　　　○





　夕食は冴さえ子こと二人だった。


　綾はバケツの改かい造ぞうで夕食のことを忘れているらしい。シーナは家に帰ったし、刻とき也やはバイトに精せいを出しているらしい。となれば、この結果は自然な流れだったが、健一はちょっと居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。


「……有あり馬まさん、もしかして怒おこってます？」


　食事の間、ろくに会話がない。健一は自分が日奈をここに連つれてきたせいだと思った。


「え？」


　でも実じつ際さいにはそんなことはなく、むしろ冴子は健一の質問に驚おどろいたようだった。


「私、怒ってる？」


　冴子はなんだか自分に尋たずねるようにそんなことを呟つぶやく。


「窪塚さんにはもう関かかわらない方がいいって言ってたのに、連れてきたからとか」


「……単に寝ねてないだけだと思う。窪塚さんのことは、窪塚さんが鍵かぎを持っていたんだし、怒るようなことじゃないでしょ？」


「そうですけど」


　なんだかシーナが来てから冴子が遠ざかったように感じてしまう。


「でも窪塚さんとどう付き合っていいかわからないでいるとは思う」


　その答えらしいことを冴子が教えてくれる。


「って言うと、どっちかと言うと窪塚佳奈さんのことですか？」


　あまり出したくない名前だったが、綾もいないしいいだろうと健一は口にする。


「そうね。佳奈さんの方。日奈さんの方には関係ないってわかってるし、助けてもらったわけだから仲良くしないととは思うんだけど」


「……ややこしいですよね」


　健一はそう感想を漏もらすしか出来なかった。


　今朝方、バイトのことに絡からんで、新しい人間関係にはエネルギーがいると言っていたが、それと同じことなんだろうなと思った。


　冴子がここにやってきた時には、弱っている彼女を迎むかえるような空気があった。だから彼女はそこに寄より掛かかりすればそれでよかった。


　でも新たな住人であるシーナはどうも今までとはまた違ちがうタイプだった。それに考えてみれば冴子は人と上う手まく付き合うということが苦手なのかもしれない。事実、このマンションを出れば、友達らしい人間もいないように見える。それが作ろうとしても出来ないというわけではないらしいのはわかっているが。


「だから、絹川君は仲良くしてあげて」


　冴子はそう言って弱々しく笑った。でもそれはそれが本意ではないのではなく、単純に元気がないということのようだった。


「はい。じゃあ有馬さんの分も仲良くしておきます」


「そこまで仲良くしなくてもいいけど」


　冴子は笑ってそう答えると、何かに気づいたのか健一の後ろの方を見る。


「なんですか？」


　気になって健一が振ふり向くと、それが合図だったかのように１３０１と廊ろう下かをつなぐドアが開くのが見えた。


「健ちゃん、出来たよー！　って、二人でご飯食べるし！」


　綾だった。その手にバケツだったものを抱かかえている。


「一応、呼んだんですけどね」


　でも健一はバケツより、綾のツッコミにツッコミ返す。


「そっか。作さ業ぎように夢む中ちゆうで気づかなかっただけか」


　そして綾はニコニコと笑いながら健一の隣となりまで歩いてきて椅い子すに座すわる。


「お腹なか空すいてますよね？」


　それを見て冴子は立ち上がると作っておいたご飯を取りに台所の方に向かう。


「うん。忘れてたけど、ペコペコ。これ作るのに頑がん張ばっちゃったし」


　そして完成したばかりのそれを健一に押おし付けるように見せる。


「なんなんですか、それ？」


　冴子が台所の方から尋ねるのが聞えた。


「なんか必要なんだって」


　作ったくせに綾はそれが何かを理り解かいしていなかったらしい。


「日奈さんが一いつ緒しよにストリートライブをするって言うんですよ。それで僕が恥はずかしいからって断ことわろうとしたら、バケツかぶってれば大だい丈じよう夫ぶだろうって話になって……」


　健一が力なく説明をする。


「で、私の出番ってわけ。ばーん！」


　そんな健一に綾がそれをかぶせる。ゴンと鈍にぶい音がしたが、まあそんなに痛いたくはなかった。きっと中で反はん響きようして大きく聞えたんだろう。


「頼たのみもしないのにやってきて改かい造ぞうしたんですよ」


　などと言ってはみるが、かぶってみると意外に快かい適てきだった。金きん属ぞく臭くさい匂においが鼻につくかと思ったが草の匂いがしてなんだかいい気分になる。


「バケツって……洗せん濯たく機きのところにあったのなの？」


　綾の分を持ってきた冴子が尋ねる。意外に視し界かいも利きいてて、健一はちょっと険しくなった冴子の顔がハッキリと見えた。


「……そうです」


　言いながら健一はバケツを脱ぬいで机の開いてるところに置く。


「かなり古いものみたいだし、雑ざつ菌きんとか多そうだったけど」


　でも冴子が気にしていたのは、そういうことだったらしい。
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「ああ。その辺は大丈夫。十分洗せん浄じようしたし、熱加えたし、表ひよう面めん加か工こうもしたから」


　しかしそういうことには綾は抜ぬかりはない。


「でも、管かん理り人にんさんに怒られる前に新しいのは買って来た方がいいかも」


「……使ってたの、あれ？」


　綾が不ふ思し議ぎそうにそんなことを尋ねる。


「私は使ってないですけど」


「私もー」


　綾は元気に賛さん同どうするが健一はどうしてもツッコんでしまう。


「綾さんの場合は洗せん濯たくしないだけじゃないかと」


「まあ、そうなんだけど。じゃあ、今度、買って来ておいてよ、健ちゃん」


「ま、いいですけど。これは僕が使うんだし」


　健一はそう言って改めて、バケツだったものを見つめる。


　よくよく見ると中々に格かつ好こういい気がした。確かに元がバケツだとはわかるが、ちょっとした鉄仮面という風ふ情ぜいがあった。どっちかと言うとバケツをコンセプトにデザインした仮面という感じだ。綾の腕うでなら原げん形けいを留とどめないようなレベルまでいじくれたのだろうが、それではバケツの意味がないのであえて残したのだろう。


「……やっぱり綾さんは凄すごいですよね」


　普ふ段だんは困こまった人としか言い様がないが、やはり天才的な造ぞう形けい家かなのだなと健一は思う。


「というか、これってすごい値ね段だんがついたりするものなんじゃ……」


　そして世界のクワバタケの作品となるとそういうことになるだろうなあと今いま更さら思う。


「かもしれないけど、別に健ちゃんのために作ったものだし」


　なのに綾はお金には興きよう味みが無い様子だ。


「でも代金を払はらいたいって言うなら、体で払ってもらおうかな」


「ぶっ！」


　健一は噴ふき出しながら余よ計けいなことを言ってしまったようだと思う。


「ああ、そう言う意味じゃないよ。そう言う意味でもいいけど」


「……どっちなんですか？」


「感かん謝しやの気持ちでエッチしてくれるならそれはそれでアリってことかな」


「そっちの前に何か言おうとしてたと思うんですけど」


「そうそう。シーナ君って言ったっけ？　あの子に協力してあげて欲ほしいなって」


「まあ、そのための物ですしね」


　しかしなんだか綾らしくない発言だなと健一は思う。


「あの子とは仲良くして欲しいんだ、私」


「……なんでですか？」


　さっき冴子にも似にたようなことを言われたなと健一は思い出す。そして冴子を連れてきた時は不ふ機き嫌げんだった綾も。


「わかんないけど、健ちゃんが連れてきたってことは、きっと健ちゃんの助けが必要な子なんじゃないかなって」


「かもしれないですね」


　思い当たるようなところはあった。自分と綾の関係にしても、自分と冴子の関係にしても。単純にここに住む人間同士が助け合うというものかと思っていたが、そういうわけでもないのかもしれない。


「もちろん、私も出来ることは手伝うけど、私が出来るのってこういうことだけだから」


　綾はそう言うと冴子が置いてくれた夕食の方に興味を移したようだった。


「まあ、基き本ほんは僕が担当ってことですね」


　でも、助けるなんてちょっと大げさな気もした。それに助けられるのはむしろ自分なのかもしれないという気もする。蛍けい子こと離はなれ離ばなれになることになった次の日に、シーナと再会したというのはただの偶ぐう然ぜんではないのかもしれない。


　事実、今日一日で自分は随ずい分ぶんと助けられているような気がした。それはシーナがということではないが、あの出会いがまた自分の進むべき道を変えてくれたような気もする。


「うん。冴ちゃんもそういうことでいいよね？」


「あ、はい」


　冴子が急に自分の方に振ふられて、戸と惑まどいながら返事をする。


「後は管理人さんがどう言うかだけど」


「八や雲くもさんは……まあ、好きにしたまえって言うんじゃないですかね」


「かな。健ちゃんはどう思う？」


「まあ、僕もそんな感じじゃないかと」


　尋たずねられたので健一は素す直なおにそう答える。


「むー」


　なのに綾は不満そうな顔をした。


「なんですか、その僕が悪わる者ものみたいな顔は」


「健ちゃんって冴ちゃんに優やさしいよね」


「……優しいと悪いんですか？」


「悪くはないけど、私にも優しくして欲しいかな」


「……だったら、肩かたでも揉もみましょうか？」


　健一は自分のご飯を食べながら、そんな提てい案あんをしてみる。


「じゃあ、そうしてもらおうかな」


　そしてそれはけっこう気に入ってくれたようだった。





「こっちにいたのかよ、本当」


　食事を終えても三人で１３０１にいたところに、シーナがやってきた。


「……こんばんは」


　健一は綾の肩を揉まされていたが、それを見てシーナがなんだかねたましそうな顔をする。なんなら代わってあげようかと言おうと思ったが、シーナの興味は机つくえの上のバケツだったものに移ったようだった。


「お、もう出来たんだ、本当」


「まあ、イメージが出来れば後は作業するだけだし」


　綾がそんなの当然だというくらいの勢いきおいで答える。しかし綾でなければまだまだ作業中だったに違ちがいない。


「早いだけじゃなくて、デザインもイカすし。綾さんって凄い人だったんだ、本当」


「いやまあ、こう見えても世界のアヤ・クワバタケですから」


　健一が肩を揉み続けながら、その事じ実じつを告げる。


「本当？　アヤ・クワバタケってあれだろ？　〈優しき太たい陽よう〉の作者の」


　シーナは驚おどろき、興こう奮ふんし綾の方を見て確かく認にんする。


「……なにそれ？」


　しかし当の綾にはなんのことかわからないらしかった。


「なにそれって……綾さんがアヤ・クワバタケなんだろ、本当」


「そうだけど、そんなの知らないし」


　綾がどっちなんだかわからない返答をする。


「作品の名前は錦にしき織おりさんが付けてるとかなんじゃ」


　健一は二人のやり取りにそんな推すい測そくを口にする。


「あ。そうそう。そうだった。小さな頃ころは自分でつけてたんだけど、途と中ちゆうからは錦織さんがつけてくれるようになって」


「じゃあ、〈優しき太陽〉はけっこう最近の作品なのか」


　綾の言葉にシーナがそんなことを言うが、綾は首をかしげる。


「〈優しき太陽〉ってのがどれのことかわからないし」


「まあ、いっか。とりあえず本物みたいだし、本当」


　シーナが納なつ得とくした様子を見せたので、再び、健一が口を挟はさむ。


「例れいの本に載のってるんじゃないですか、〈優しき太陽〉も」


　それは綾に言ったつもりだったが、例の本の意味にシーナの方が先に気づいたようだった。


「アーツライフだろ？　載ってた、載ってた。立ち読みだけど、本当」


「シーナは芸術とか詳くわしいの？」


「いや？　好きなのもあるけど、他ほかはさっぱりだな、本当」


　シーナはそう言いながら機嫌良さそうに笑う。


「でも綾さんの作品は昔からけっこうチェックしてた。だって格かつ好こういいもんな。なんつうのかなあ、こうモーメントとかトルクとかそういうのを感じるんだよな」


　なんだか綾に最初に会ってチョココロネの話をした時に聞いたような話し方だなと思う。分ぶん野やは違うけど、何か通じるものがあるのかなと健一は思う。


「ま、それはそれとしてだ、健一」


　しかし急にまたシーナが別の話題を始める。


「はい」


「ハーモニカを持ってきてやったぞ！　受うけ取とれ」


　そしてシーナは、いつものようにズボンのポケットからハーモニカを取り出す。あのポケットにはなんでも入ってるんだろうかと不ふ思し議ぎな気持ちにさせられる。


「これ、ハーモニカなの？」


　それは想そう像ぞうしていたハーモニカとは随ずい分ぶんと違っていた。と言っても、健一が想像するハーモニカなんて小学生が持ってるのか、あとはギターを弾ひく人間が持ってるブルースハープというヤツくらいだが。


　確かにハーモニカと言われなくてもハーモニカっぽい形はしていた。でもずっと横に長ながく、息を吹ふき入れる部分の仕し切きりも多かった。しかもそれで仕切られた穴はさらに横の仕切りで区く切ぎられている。随分とたくさんの音が出せるように作られているらしい。
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「ゴスペル・ハープだ」


　驚おどろく健一にシーナが誇ほこらしげに告げる。聞いたこともない名前だった。


「ゴスペル・ハープ……」


「本当は複ふく音おんハーモニカって言うんだけどな」


「じゃあなんでゴスペル・ハーモニカなの？」


「福ふく音いんと複音をかけたってわけだ。楽器なんだからそれくらい気が利きいてる方がいいかなって思ってさ、本当」


「それでゴスペル・ハープってことか」


　種たね明あかしをされれば、それだけのような気もしたが、楽器にそういう名前を与あたえるセンスはちょっと面おも白しろいなと思う。


「で、これってどうやって吹けばいいの？」


「基本はまあ普ふ通つうのハーモニカと同じだ、本当」


「って、言われてももう忘れちゃったし」


「吸すったり吐はいたりすれば音が出るっ！」


「それはそうだろうけど……」


　綾もいい加か減げん、言語能力に問題があるが、シーナはそれに輪わをかけてる気がしてきた。歌うたはあんなに上う手まいのに言葉が達たつ者しやじゃないというのもどういうわけなんだろうか。


「まあ、吹いて覚おぼえろってことだ。最初になんでも答えを聞くなよ、本当」


　しかし本人はそういう認にん識しきではないようだった。なんだかもっともらしいことを言われたなと健一は思いながら、試ためしに吹いてみる。


　吹き込むと色々と混じったような音が響ひびく。健一はそれでだから複音ハーモニカというのかと思ったりしたが、どうもそういうわけでもないらしい。


「オだよ、オ」


「……オ？」


「オの口で吹くんだよ。そうしないと余計なところの音まで鳴るだろ？」


「なるほど、オね……」


　オと言うと口が細くなるのがわかった。それでもう一度ハーモニカの真ん中の辺りに吹き込んでみる。でも今度は、音が鳴ならない。


「真ん中はファだから、吸わないと鳴らないぞ、本当」


「吸うのか」


　言われて吸ってみると、今度は澄すんだ音がした。でも小学生の頃ころ、吹いたものと比べるとずっと厚あつみのある音色だった。


「お、出た」


「よし。その隣となりは吐くと出るからやってみろ」


　言われて隣に音を吐く。もちろん、オの口で。


　さっきより少し高い音色だった。右に行くに連れて上がるらしい。


「それはソな。で、その隣のラはまた吸う」


　今度はさらに高い音。


「で、次はド」


「え？　シじゃないの？」


「なんでか知らないけど、そう言う風に並んでるんだよ。所々、入れ替かわってるんだ」


「……それって難むずかしくない？」


「だから体で覚えろ、本当。レドファミラソシドレミファソラドシミレソファドラだ」


「……覚えられないって、そんなの」


「だから吹いて覚えろ。分かりやすい楽がく譜ふを用意しておいた、本当」


　そしてシーナはポケットから折おり畳たたんだ紙を取り出す。でもそれは楽譜と言ってたが、数字の列にしか見えない。


「何これ？」


「ゴスペル・ハープの練習用の楽譜だ。数字の通りに左からの穴を吹けば曲になる」


「……ホントに？」


「本当だよ、本当」


「で、奇き数すうは吸って、偶ぐう数すうは吐けばいいわけかな？」


「そういうこと。後は数字の上下で左右させて……とにかく体からだで覚えろ、本当」


　まあ習うより慣なれろということなのだろう。健一はそう思って、何の曲かもわからず、数字の通り、音を追っていく。


　一つ一つはただの数字だったが、繫つながると、それは確たしかに曲だった。しかもそれは知っている曲だった。


「これ、キラキラ星だよね？」


　近くで綾がそう言うのが聞えた。それを確かく信しんすると、なんだかリズムが取りやすくなってくるのを感じる。頭で思い浮うかべた音と数字が一いつ緒しよになってゴスペルハープを通して、広がっていくのを感じる。


「オッケー、オッケー！」


　吹き終わるとシーナは興こう奮ふんしてそう言ってくれた。ちょっと嬉うれしかった。


「どうかな？」


「まあ、技ぎ術じゆつ的てきにはまだまだだが味がある、本当」


　シーナは褒ほめてるんだかどうかわからないようなことを言う。


「私もそう思った」


　なのに綾が同どう意いする。


「有馬さんはどうでした？」


　それで健一は冴子がさっきからずっと黙だまったままなのが気になり尋たずねる。


「優やさしい音色だなって……曲のことはよくわからないから、それくらいしか言えないけど」


「なるほど」


　やっぱりよくわからない。それにそれは要するに楽器の特とく性せいによるものではないかという気がする。同じ曲でもオルゴールで聞くと切ないとかそんなのと同じレベルだろうか。


「ま、後は練習あるのみだな、本当」


　でもシーナは俄が然ぜんやる気になったようだった。バケツも出来上がって、健一も物になりそうということで、実じつ現げんが一気に近づいたと思ったのかもしれない。


「よし、屋上に行こうぜ、屋上」


　そしてなんでか知らないがそんなことを言うと、さっさと部屋を出て行く。


「……えっと」


　健一はそんなシーナを追いかけないといけないのだろうなと思いつつ、綾や冴子の方を見る。


「私も見てていいかな？」


　綾はそんなことを言って、むしろ健一を後あと押おしする勢いだった。


「私はちょっと疲つかれちゃったから、お風ふ呂ろにでも入るわ」


　でも冴子は元気のない様子を見せて、そう告げる。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


　だから健一はそう尋ねてしまうが、もう答えはわかっていた。


「大丈夫だから」


　冴子はいつだってそう言うのだ。だから健一は笑って、シーナを追いかけることにした。


　本当に大丈夫じゃないなら、きっと言ってくれると信じて。





　　　　○





「じゃ、俺おれ、そろそろ帰かえるから、本当」


　と言い残してシーナが帰ってしまうと、健一は綾と二人きりになってしまった。


　屋上で二人きりとなると、この間、綾の胸を触さわった時のことを思い出す。今日の綾はそういう気はないようだが、興きよう味み津しん々しんにこっちを見られていると健一としてもやりづらかった。


　特に慣なれないハーモニカを何とかしようとしているところだ。失敗するところばかり見られるというのも恥はずかしい。


　三十分ぐらいは我が慢まんしてみたが、やっぱり練れん習しゆうに身が入らない。とは言え、練習せずにいたら、明日、シーナに何か言われそうだ。


「……どこか一人で練習してきます」


　だから、健一はそう言って、屋上から離はなれることにした。


「邪じや魔まだった？」


　綾はそんなことを言ったが、別に不ふ愉ゆ快かいな様子も見せず、途と中ちゆうまで健一を送ると、どうやら自分の部屋に戻もどることにしたようだった。





　どこかと言ってみても、夜中、ハーモニカを吹ふいてていい場所なんてそうそうあるわけもなかった。家に帰っても良かったが、それもなんだか気が乗らない。


　家に戻れば蛍子のことを思い出してしまうだろうなと思った。リビングに入れば、きっともっと鮮せん明めいに。


「となると、やっぱりここだよな」


　公園だった。いつもの公園だ。広いし夜は誰だれもいないから、きっとハーモニカを吹いても大丈夫だろう。健一は周まわりを一応確かく認にんして、そして控ひかえめな音で演えん奏そうを始める。


　最初はゆっくりと楽譜の数字を追いかけて、それが終わったら今度は音が繫つながるように練習をする。シーナが持ってきてくれたのは練習用の五曲で、とりあえず三さん曲きよくは何とか出来るようになったが、次し第だいに難なん易い度どが上がっているようで、四曲目はかなり手て強ごわい。


「体で覚えろ、だよな」


　それでもシーナの言葉を思い出し、健一は黙もく々もくと繰くり返かえす。イチイチ場所を確認しなくても、数字を思い浮かべるだけで音が出せるようになると、練習も楽しくなってきた。


「……って言っても、これって練習用の曲だしなあ」


　これが完ぺきに吹けるようになっても、シーナの伴奏が出来るようになるわけじゃない。単に基き礎そを学んでいる最中なのだ。その割わりにはもどかしい。


「ん？」


　そんな練習を続ける健一の耳に、誰かが走ってくる音が聞えた。


　見ると少女が一人、こちらに向かってくるところだった。別に健一のところというわけではなく、単に公園を走り抜ぬけようとしているだけのようだが。


「……窪くぼ塚づかさんだ」


　窪塚と言っても姉の佳か奈なの方だ。公園で佳奈と言うと、健一は良い思い出がない。ちょうどその辺で、冴子をぶっていたことを健一は思い出す。


「……何？」


　どうやらじっと見てしまったらしい。健一の視線に気づいて佳奈が立ち止まって、こっちを睨にらんできた。


「いや、珍めずらしい時間に会ったなあって」


　実じつ際さい、もう夜中と言っていい時間帯だった。十時を過すぎて、十一時にはなってないが、それくらい。人気の無い公園を少女が一人で歩くには、ちょっと物ぶつ騒そうな時間だ。


「悪い？」


　別にいいとも悪いとも言って無いのに、佳奈はキツイ視し線せんでそう尋ねる。


「悪くはないけど、危あぶないんじゃないかなとは……大きなお世話ですか」


　言いかけて健一は、佳奈なら大丈夫かもと思い直す。佳奈に変なことをしようものなら、どんな目に遭あわされるかわからない。そんな刺とげ々とげしいオーラを感じる。


「本当に大きなお世話」


「……ですね」


　だから健一は素す直なおに認みとめてしまうが、それはそれで面おも白しろくなかったらしい。


「なにそれ、どういう意味？」


「どういう意味って……窪塚さんは大丈夫そうだなって」


「そりゃ大丈夫だけど、そういう言い方って失礼じゃない？」


「でも大丈夫なものを大丈夫そうだと言っただけで」


「言い方の問題よ、言い方の！」


　佳奈は怒おこり始はじめるが、健一としてはそんなに言い方が悪かったかなと思うしかない。いつもとそんなに調子が違ちがっただろうかと考える。でもそんなわけもない。佳奈と話したことなんてほとんどないし、根こん本ぽん的てきにノリが合わないのかもしれない。そう思うことにする。


「……すみません」


「なによ、ちょっと言ったくらいで謝あやまるくらいなら、初めから言わなければいいでしょ？」


「……そうですね、失しつ言げんでした」


　どうしろって言うんだという気持ちもあったが、健一としてはもう身を屈かがめてやり過すごそうという感じになってきた。とにかく機き嫌げんが悪く、何を言っても怒られそうだ。


「まったく……なんなのよ、もう」


　なのに佳奈は、いかにも呆あきれたふうなことを健一に聞えるように呟つぶやく。


「それにしても、なんでこんな時間にここに？」


「別にいいでしょ？　絹川君には関係ないことなんだし」


「……そうですね」


　やっぱり何を言ってもダメそうだ。そう思った時、佳奈がまた健一を睨んでくる。


「日ひ奈なのこと見なかった？」


「日奈って……」


　健一はそれはつまりシーナのことだなと脳内で変へん換かんする。でもそれより早く佳奈がイライラと口を開く。


「私の妹よ。一いつ緒しよに歩いてるところ見たことあるでしょ？」


「まあ、同じ顔だしね」


「で、見たの？　見てないの？」


「見ました。一時間くらい前に」


「どこで？　ここで？」


「ここに来る前に」


「で、日奈は今、どこ？」


「家に帰るみたいな話だったですけど」


「一時間ぐらい前に家に帰るって言ってたのね？」


「……はい」


　健一はどういうことなのだろうと思ってしまう。佳奈が一時間以上探していたということなのか。それともまだ日奈が帰ってないということなのか。


「だったら、すれ違ちがったのかな」


　佳奈が一人そう呟くのが聞えて、どうやらどっちかというと前ぜん者しやらしいとわかる。もっとも日奈が帰ったかどうかはやっぱりわからないのだが。


「ところで、どういう関係なの？」


　少し安心したのか、佳奈の疑ぎ問もんはそっちに切り替かわったようだった。


「……と言うと？」


「絹川君が何で日奈と話をしてるわけ？　夕食を食べた後、家を抜け出したから変だと思ってたけど……絹川君と会ってたってことなの？」


　佳奈はいかにも不満そうだった。健一のことが嫌きらいな上に、どこに行ったか心しん配ぱいしてた妹いもうとが会ってたみたいとなれば面白くないだろうが。


「別に二人きりで会ってたわけじゃないですよ」


　日奈はなんだか訳わけありっぽいし、詳くわしい話をしたらいけないのだろうなあと思いながら、健一はとりあえずそんな返答をしてみる。


「誰もそんな可か能のう性せいは話してないでしょうが」


「でもまあ、先に言っておいた方がいいかなって……あはは」


　誤ご魔ま化かそうと思って笑ってみるが、余よ計けい睨にらまれた。


「じゃあ、他ほかには誰がいたの？」


「誰って言われても窪塚さんの知らない人だし……あ、一いち応おう、女性です」


「女性ねえ。で、何してたの？」


「ハーモニカの練習を手伝ってもらってました」


　その言葉に佳奈の視し線せんがさらにきつくなるのを感じた。


「それって……日奈のじゃないっ！」


　佳奈が気にしているのは健一が持っているハーモニカのようだった。誰でもないさっき話題にしてた日奈からもらったものだ。気にもなるだろう。


「もらったんですよ」


「もらった？　なんで？」


「ハーモニカなら自分が持ってるからって」


「……訳がわからないんだけど」


　佳奈はそう言うが、まあ正直言って健一もよくわからない。それに本当のことを言うわけにもいかない。


「日奈が逆さからわないのをいいことに取ったりしたんじゃないでしょうね？」


「そういうわけじゃないですよ」


　むしろ逆らわないのをいいことに押おし付けられたと言われた方が真実に近い。


「日奈は気きが弱よわい娘こなんだから、嫌なことでもそうと言えないのよ？」


「……覚えておきます」


　そうだっただろうかと健一は思うが、まあ双ふた子ごの姉が言うのだしそうなんだろうと思うことにする。


「とにかく、噓うそだったらすぐにわかるんだからね！」


「噓じゃないですよ。もらったんです。信じられないなら返しますけど」


　そう言って健一がハーモニカを渡わたそうとすると、佳奈は少し顔を引きつらせたようだった。


「……わかったわ」


　そして一つ深しん呼こ吸きゆうをする。


「絹川君の言ってることは信じておく。ハーモニカはだから持ってていい」


「……はい」


「で、日奈からハーモニカをもらったりする絹川君は一体何者なわけ？」


「何者って言われても……窪塚さんのクラスメイトだし」


「日奈とどういう関係か聞いてるのっ！」


　またギロリと睨まれた。察さつしが悪いと言わんばかりだが、それならそう最初から言ってくれという気持ちにもなる。


「友達未み満まんってところですか。まともに話したのは今日が初めてだし」


「……そう」


　佳奈はそう言って不ふ満まんそうな目で、でも値ね踏ぶみをするように健一の頭のてっぺんから足のつま先までをじっと見る。


「絹きぬ川がわ君は彼女いたわよね？」


「はい」


「なのに日奈に手を出そうなんて思ってるわけ？」


「思ってないです。だから友達未満だって言ったわけで」


「でも友達になって、友達以上になろうとか思ってるんでしょ？」


「……友達はともかく、友達以上はどうかな」


「どうかなって何よ？　日奈にはその魅み力りよくがないとでも言いたいわけ？」


　また激はげしく怒おこられた。しかしそう言われてしまうと、なんだかどっちに転んでも地じ雷らいを踏む結果しか待ってなかった気がする。


　やはり話せば話すほど泥どろ沼ぬまだ。


「日奈さんはかわいいとは思いますけど、僕には彼女がいるんです。申し訳ないですけど、彼女の方が好みなんです。そういうことです。それに本当に家に帰ってるか確かく認にんする方が大事なんじゃないですか？　すれ違ってるだけじゃないかもしれないし」


「……そうね」


　そんな反はん応のうになんとか話題をそらせたなとホッとした気持ちにもなる。こんなにも上う手まく話せない相手というのも珍めずらしい気がする。


「日奈のことを教えてくれたのは感謝するわ」


「別に感謝されるほどのことじゃないですよ」


「感謝するって言ってるのっ！」


「……はい」


「でも、それ以外は私は認みとめないから。私に感謝されたからって、日奈と仲良くしていいとか思ったら、大おお間ま違ちがいだからね！」


「……はい」


　確かに大間違いだろうと健一は思うが、それ自じ体たいがツッコミの対たい象しようのような気もする。でも佳奈にそんなツッコミを入れたが最後、何が起こるかわからない。健一はぐっと我が慢まんして、納なつ得とくしたという態たい度どを見せるだけにする。


「それは、つまり何があっても日奈さんには近づくなってことでしょうか？」


　でもやっぱり尋たずねてしまう。


「日奈が望のぞまぬ限かぎりは、ね。もっとも日奈が絹川君と仲良くしたいとは絶対に思わないでしょうけどね」


「……わかりました」


　やはり聞くだけつらいことになるのだなと思う。


「とにかく、日奈に変な気を起こしたら、タダじゃおかないからね？」


「……十分に理り解かいしたつもりです」


　こうして話してるだけですでにタダじゃ済すんでない感じだ。本ほん気きで怒いかりを買ったならどんな目に会わせるのか想像する気にもなれない。


「じゃあ、私はもう帰るから」


　健一の態度に納得したのかどうかわからないが、もう話は終わりのようだった。だから健一も別れの言葉を贈おくる。


「お気をつけて」


「言われなくても気をつけるわよっ！」


　でもやっぱり怒おこられた。


　そしてなんで、こんなに怒られないといけないのだろうと健一が思っている間に佳奈は来た時と同じように走り出した。来たのと同じ方向だったが、きっとそれで合ってるのだろう。


「窪くぼ塚づかさんの家、あっちなんだ」


　健一は窪塚姉し妹まいと登校途と中ちゆうに遭そう遇ぐうしたことを思い出し、大体あの辺りかなと想像する。でも、すぐにやっぱりまたハーモニカの練習に戻もどった。


「とりあえず、四曲目くらいはマスターしておかないとな」





　　　　○





「……あれ？」


　なんだかんだで五曲目がなんとかなってきた頃ころには、今日という日が終わろうとしていた。健一はその事実を認にん識しきすると、そろそろ帰ろうという気持ちになった。当初の予定よりははかどったし、けっこうな時間、ハーモニカと向きあっていることに気づいたからだ。


　帰り支じ度たくを済ませて、歩き出すと、少し肌はだ寒ざむいなと感じる。そんなことも気づかず、黙もく々もくと、でも騒さわがしくハーモニカを吹ふいてたと思うと、随ずい分ぶんとそれに救われているような気がした。


　体で覚えろとシーナは言ったが、体を動かすことは大事なことのように感じた。何かに熱中することもだ。そのおかげで色々と辛つらいことを忘れることができた。


　そして蛍子のことに関して言えば、今は忘れるしかないようにも思う。こちらから出来ることはきっとない。自分が口を出してもややこしくなるだけだろう。蛍子が両りよう親しんの元にいる以上、蛍子に任せるしかない。自分に出来るのは、蛍子が何か言ってきた時、それに応えられるよう身構えていることくらいだ。


「そのためにも落ち込んでいる場合じゃないよな」


　健一はマンションにたどり着つき、そう呟つぶやいて気き合あいを入れ直す。もう何度も上り下りした階段だが、今日はそうせねば上りきれない気がした。





「皆みんな、自分の部屋か」


　１３０１には誰だれもいなかった。まあ、もう夜中だし不ふ思し議ぎではないが、なんとなくそこに誰か待ってる気がしていたので、健一は少し寂さびしい気持ちを感じる。


　それからふと刻とき也やのことを思い出す。彼は今日、一日中バイトと言っていたが、もうさすがに帰ってきたのだろうか？


「…………」


　しかしその答えを健一は確たしかめることは出来なかった。１３０２のドアを開あける勇ゆう気きは持てなかった。


　そういえば、一度もこの部屋には入ったことがない。自分も１３０３に刻也を招まねいたことはないが、それは冴さえ子こがいたり、その前はあんまり使ってなかったという理由もある。だが刻也が自分を１３０２に招かないのはどんな理由によるものなんだろうか？　１３０１があるからそれで用ようが足たりていると言えばそうだが……。


「考えても仕し方かたないか」


　誰にだって言いたくないことはある。自分だって、刻也にどれだけの秘密を持っているかわからない。彼が話したがらないことを聞くのは止やめておく。


「…………」


　健一は１３０２の前を離はなれ、１３０３のドアを開あける。


「おかえりなさい」


　冴子はずっと待っていてくれたようだった。音を立てないように気をつけて開けたのに、すぐそんな声が聞えた。


「……ただいま」


　この挨あい拶さつは変な気もしたが、ここが今は自分の家なのだから仕方がない。健一はなんだか他よ所その家に上がった時の緊きん張ちよう感かんで靴くつを脱ぬいで廊ろう下かへと上がる。そして、冴子がいるだろうリビングの方へと向かう。自分の部屋にこのまま帰るのもおかしいだろうし、それに今朝のことを思うともうあの部屋で寝ねるのも考えた方が良さそうだった。


「ただいま」


　冴子はソファに沈しずんでいるように見えた。実際には深ふかく座すわって、体を任まかせているだけなのだが、体中から力が抜ぬけている冴子を見てるとそう感じてしまう。


「おかえりなさい、絹きぬ川がわ君」


　お互たがい、同じ挨拶を繰くり返かえす。冴子は座り直すことにしたみたいだった。自分の姿が健一を不安にさせると感じたのかもしれない。


「ずっとハーモニカの練習してたの？」


　冴子がそんな質しつ問もんをしてくる。


「はい。途中、ちょっと中ちゆう断だんしましたけど、大体は練習してました」


　健一はそう答えながら、とりあえず冴子の方へと歩く。


「……隣となりに座っていいですか？」


「いいけど」


　冴子はなんでそんなこと聞くんだろうという感じに健一を見ると小さく笑う。それで健一はちょっと安心した気持ちになって彼女の隣に座る。


「お家には帰ったの？」


　そんな健一に冴子の質問が聞える。


「え？」


「いや、途中で中断したって言うから」


「……帰ってないです。昨日きのうの晩ばん、ちょっと帰りましたけど、今日は特に」


「そうなの。絹川君は強いのね」


「そう、ですかね？」


「私はお母さんがいない時じ間かん帯たいにこっそり帰ったりしてる」


　冴子の言葉に、健一はそれは初めて聞いた話だなと思う。冴子がそんなことをしているとは知らなかった。健一の知る冴子は、学校が終わるとまっすぐここにやってきて、ずっとじっとしているという感じだった。


「ちょっと意い外がいな気がしました」


「そうね。でも、そんなにすごいことじゃないのよ」


　そして冴子はなんだか笑ったようだった。


「って言いますと？」


「お母さんはこのマンションに住んでるの。ここって言っても12階だから、また意い味みがちょっと違ちがうかもしれないけど」


「あ、そうだったんですか」


　健一はいつぞや弁べん当とう箱ばこを冴子が取りに戻もどった時のことを振り返った。なるほどそれなら簡単に取ってこれたわけだ。そして健一は自分が別のすっかり忘れてしまっていたことを思い出した。


「そういえば、ここって有あり馬ま第だい三さんビルって言うんですよね？」


「……そうね」


「って、ことはここって有馬さんの家のビルなんですか？」


　疑問の形ではあったが健一はかなりの確かく信しんを持っていた。有馬という名前。そして冴子の母親が住んでいるというのだから間違いない、と。


「みたいね」


　でも冴子の答えはなんだか曖あい昧まいで、でも簡かん潔けつだった。健一はそれに壁かべを感かんじる。


「……何か事情があるんですね」


　健一はそれから海に行った時に出会った、有馬静しず流るのことを思い出した。同じ名前だから姉し妹まいだろうと考えていたが、ひょっとするとそういうわけでもないのかもしれない。


「愛あい人じんなの」


　健一の疑問への答えということではなさそうだった。冴子の事情の話だろう。


「誰がですか？」


「お母さんが、お父さんの」


「有馬さんのお母さんが、有馬さんのお父さんの愛人……ってことですよね」


　言い直して見たが、なんだかやっぱりよくわかなかった。


「そう。驚おどろいた？」


「知らなかったって意味では驚きましたけど」


　でもそれ以上の意味はないだろうと健一は思ってしまう。だが、冴子の方が逆に驚いた様子を見せた。そして健一の方をじっと見つめて、また力を失うしなう。


「……そうよね」


　一人ボンヤリと冴子は呟つぶやく。


「バカだな、私」


「え？　なんですか、それ？」


「私、ずっと言わなかったでしょ？」


「そうですね」


「言ったら、絹川君がどんな目で見るかなってずっと気になってた」


　健一は今度はその冴子の言葉に驚く。


「……どうして？」


「私も今いま更さら、何を気にしてたんだろうっって思う。絹川君は私が噂うわさ通りの女だって知っても、受け入れてくれたのにね。そんな私が愛人の娘むすめだって知ったところで、見みる目めが変わるなんて……ありえないのに」


　そして冴子は力なく寄より掛かかってくる。


「バカだな、私」


「……悲かなしいですよね」


　そんな冴子のぬくもりを感じて、健一はただそう呟く。


「悲しい？」


「それが普ふ通つうの人なんだなってことが、です。愛人ってのは、あんまり褒ほめられた関係じゃないのかもしれない。でも何か事じ情じようがあったのかもしれないし、その人たちはそうするのが良いことだからそうしたのかもしれない。なのに、何も知らないくせに、まずそれがおかしいって目で見る」


「……そうね」


　冴子はそれを肯こう定ていしながら、でもどこかもどかしさを感じているようだった。


「怖こわいんだと思う」


　そしてその理由を口にする。


「自分が理り解かいを示しめせないことが怖いから、だからそれを悪いことにしているのよ」


「悪いことにしてる……」


　健一はそれが悲しいけど、現実なんだろうなあと思う。


　自分と蛍子のことにしても、きっとそうなんだろうと思う。


　なんでいけないんだろう？　そして本当にいけないのなら、なんでそんなことができるのだろうか？


　蛍子が自分のことを好きになるのは悪いことなのだろうか？　人を好きになるのはいいことなのに、血が繫つながっていたらダメになる？　それはなんでなんだろうか？


　確かに日本では結けつ婚こんできないという法ほう律りつがある。でもだからって好きになったらいけないなんてことはないはずだ。


　でも、それを多くの人は悪いことと考えている。


「……悲しいですよね」


　健一にはそういう考えには共きよう感かんできなかった。蛍子の気持ちを聞かされた時から、そんな意見にはもう耳を貸かすことなどできなくなっていたと思う。あれほどに強く、純じゆん粋すいな気持ちを健一は感じたことなどなかったかもしれない。


　なのに世間はそれはいけないことだと、何も知らないくせに斬きって捨すてる。


「でも、そういう気持ちも私はわかる気がする」


　冴子がそう言ったのは、どのことについてなのか健一にはすぐにはわからなかった。


「私、やっぱり窪くぼ塚づかさんとは仲良くなれないかもしれない」


「……窪塚さんって、シーナのことですよね？」


「うん、シーナさんね。私、あの人のことを理解できないって思う。何か理由があるんだろうって思うのに、それを知りたいと思えないの。きっと私のようにここに救すくいを求めてやってきた人だってわかってるのに、シーナさんのことを理解できそうになくて恐おそれている」


　冴子の告白は健一にはちょっと意外な気がした。自分もシーナのことを理解してるとは言えなかったが、でもいつかは理解できるようになると感じていたし、まだそれが出で来きてないことを恐れたりなんてしていない。


「僕は逆にわからないです。理解できそうにないのが恐ろしいってことが。申もうし訳わけないなあとかは思いますけど」


「絹川君はそれでいいのよ」


「だったら、有馬さんは有馬さんでいいじゃないですか」


　健一はそう言って少し冴子によりかかるような気持ちを感じる。


「え？」


「有馬さんはちゃんと自分の判はん断だんをしている気がしますし。普通の人のように『だって悪いことなんでしょ？』ってだけじゃなく、考えた結果、理解できないってことなら、それはそれでいいんじゃないですか」


「そうね」


「シーナがどう思うかもありますけど、綾さんと八や雲くもさんもそんなに仲がいいという感じじゃないですし、ここの住人だからって仲なか良よくしないといけないってわけじゃないと思います」


「そうよね……それはそれで他人の価か値ち観かんに逃にげてるってことよね」


「そういう難しいことまでは考えてなかったですけど」


　でもそういうことなんだろうなあと思う。


　人は仲良くした方がいい。でも本当にそうかどうかは、その人とその人の問題だ。悪いと言われてることと逆に、良いと言われてるからしないといけないと考えるのもやっぱりそれはそれで怖いことのような気がした。


「綾さんも言ってましたけど、シーナのことは僕の担たん当とうなんだと思います。だから有馬さんは有馬さんの出来ることをしてくれればそれでいいかな、と」


「……私の出来ることなんて、あるのかな」


　冴子は力なくそう答えて、気になったのか横よこ目めで健一の顔を覗のぞき込こむ。


「シーナのことはわからないですけど、僕に関して言うなら、こうやって話を聞いてもらえることで随ずい分ぶんと助かってますけど」


「優やさしいのね」


　じっと見つめられて冴子にそんなこと言われると照れてしまう。


「……それはこっちのセリフですよ」


「私は全然優しくないわ。話が合わない人とは全然話せないし」


「優しいってそういうことなんですか？」


「優しいって、人の大切に思ってることを大事にしてあげるってことだと思う」


　冴子はそう言うが、健一はそうなのかなと感じる。そう言う風に優しさを捉とらえたことはなかったし、それに別に冴子のことを気づかって何か言ってるとも思っていなかった。


「そういうことなら僕は単に僕のワガママを言ってるだけかもしれません。それがたまたま嚙かみあってるから、有馬さんには優しく見えるだけです」


「そうね」


　冴子はそして悪いた戯ずらっぽく笑ったようだった。気づくとちょっと元気になってるみたいだった。こうして話してることが冴子に力をわけているのだろうか。


「……今日は一いつ緒しよに寝ねない？」


　そんな冴子からの意い外がいな提てい案あん。


「一緒に？」


「あ、別に変な意味じゃないから」


　冴子はそう言いながらフラフラと立ち上がり、まだ座すわったままの健一を見下ろす。


「ですよね」


　でも、それは魅み力りよく的てきな提案だなと思う。正直、今は自分の部屋では寝たくなかった。小さな頃ころの幸せな思い出を感じるあの場所に戻もどりたくなかった。


「僕もあの部屋では寝たくないって思ってました」


　だから正直にそう答えて立ち上がる。冴子はその言葉の意味を少し考えて、それでわかってくれたようだった。


「これもワガママが嚙かみあってるってことよね」


　言われて、健一はそうなんだろうと思う。お互たがいただ一人でいたくないと思っているだけ。別に冴子と一緒にいたいと思ったわけではない。そのはずなのに、心が踊る。


「そうですね」


　そして健一はだから自分と冴子はこの部屋にいるのだろうと思う。冴子には冴子の事じ情じようがあって、自分には自分の事情があって、そして一緒にいることを選えらんだ。


　そこに恋れん愛あい感かん情じようはない。そういうことは考えないと約束して始まった関係だ。


　ただお互いが必要なのだ。それだけの関係なのだ。


「とりあえず、ここにいる時は外そとのことは忘れましょ」


　冴子は力なく笑うと、ゆらゆらと奥おくの昔、健一の両りよう親しんが使っていた部屋へと向かう。そこは今は冴子の私し室しつになっていた。


「そうですね」


　ここにいる時だけの関係。それも冴子が決めたことだった。そして、それはもう一緒に外に出ることを止やめると言ったあの日からさらに厳げん格かくなものになっていた。でも、それで冴子との特別な関係が変かわるわけではなかった。ただ、より線せん引びきがハッキリしただけだ。


「……絹川君？」


　だから健一は目の前を歩く冴子をぎゅっと抱だきしめた。外では話してくれもしない。でもここでは冴子は自分を受け入れてくれる。


「変な意い味みじゃダメですか？」


　それに冴子もそれを望のぞんでいるはずだと思った。冴子はしなければ寝れない。そしてここにいれば寝たい時に寝れるからこそ、ここにいるのだ。


　冴子を失いたくない。健一はそう思う。冴子だけが自分の拠より所どころのように思えた。彼女だけが自分のことを全部知って認めてくれている。


　千夜子は、健一がこんなことをしているとは知らない。蛍けい子こも知らない。全すべてを話しても、こんな自分を認みとめてくれるのは冴子だけだった。


「絹川君って本当にエッチなのね」


　そして冴子は困こまったような顔をしつつ、いつものようにそう言って笑う。


「……体だけの関係なんだものね」


　冴子はそう呟つぶやくと、優しく健一が抱だきしめてきた手を外す。


　それは結局は拒きよ絶ぜつの意味なのかと健一は思ったが、実際にはそうではなかった。冴子は健一から離はなれて、電灯のスイッチの方へと歩き出す。


「暗くらくしてもいい？」


　冴子はそしてそこにたどり着くと、最終的な確かく認にんとも言える質問をした。


　部屋を暗くする──それは冴子が体を重ねる前にする決まりごとだった。





　　　　○





「おはよう、絹川君」


　目が覚めると部屋は明るかった。そして隣となりに冴さえ子こがいた。明るい笑え顔がおが見える。


「……おはようございます」


　眠ねむい目をこすってみると、隣にいる冴子はもう服を着ていた。もう随ずい分ぶん前まえに起きて、健一が目を覚ますのを待っていたらしい。


「お風ふ呂ろ入いれておいたけど」


　それを証しよう明めいするように冴子がそんなことを言った。でも時計を見ると、まだ六時とかそんな時間だった。


「……あ、すみません」


　そう言って立ち上がろうとして、自分がまだ全ぜん裸らなのに気づく。


「……ははは」


　苦にが笑わらいをするしかない。


「朝、ご飯はん食べるわよね？」


　冴子はそれに笑って、部屋を出ていくことにしたようだった。


「はい。けっこうお腹なか空すいているみたいですし」


　思えばハーモニカの練習やら、色々あったのにエネルギーを補ほ給きゆうしてなかった。


「じゃあ、多おお目めに作っておくわ」


　そして爽さわやかに冴子はそう言って去さっていく。その足取りは彼女の物とは思えないほど、軽かろやかで健一は、それが何な故ぜなのか考えてしまう。


「グッスリ眠れたからってこと……ならいいんだけど」


　それはあくまで冴子にとってという話に限かぎったことのような気もする。


　そして本当に自分はなんなんだろうなと思う。蛍けい子このことであんなにも傷ついてたはずなのに、いざことに及およべばすっかり忘れてしまっていたようだった。まあ、それはいつものことのような気がするが、それにしたって……。


「でも、今いま更さらだよな」


　本当に今更だ。今回は蛍子に対してというだけのことで、千ち夜や子こに対してと考えればもう数限りない不ふ誠せい実じつな行動をしている。


　しかしそれを今更気にしてしまうのも自分のような気がした。


　昨晩のことは必要なことだった。冴子にとっても、そして自分にとっても。でもだからと言って、それが良いこととはやはり健一には割わり切きれない。


　そうせねばならないことと、それが良いこととは別のことなのだ。たとえば食事もそうだ。食事を取るために人は多くの動物を殺している。


「仕方ないで、済すませたくないんだな」


　健一はそう自分の感かん情じようを分ぶん析せきした。それが全すべてではないような気もするが、一つの答えではある気がした。


「……とりあえず、風呂入るか」


　そして健一は自分がまだ全裸だと気づいた。





　　　　○





　朝食を終えると、またハーモニカの練習に戻もどった。綾あやがいないようだったので、健一は屋上に陣じん取どって、シーナを待つことにする。


「……あれ？」


　シーナがいつやってくるかはわからないが、それまでに五曲目もマスターしておきたかった。しかし五曲目どころか四曲目も怪あやしい自分に気づかされる。寝ているうちに忘れてしまったのだろうか？


「参まいったな」


　それとも余計なことをしていたからだろうかと健一は思って、冴子とのことを思い出し、それこそ余計なことだなと煩ぼん悩のうを振ふり払はらう。


「昨日は出で来きてたのにな」


　でもまあそういうものなんだろうなと健一は思うことにする。


　体で覚おぼえると言っていたが、頭で覚えたことだって、すぐに忘れてしまう。繰くり返かえして行く中で本当に身に付くのだ。


　そして気を取とり直なおしてやってみれば、すぐに思い出せた。昨日は一時間近くかかったことが、今日はほんの数すう分ふんで出来るようになる。


「よし……」


　そして健一はその手ごたえを確かく認にんして五曲目に再び向かい合う。それを健一はやっぱり楽しいなと思う。


　なにかに熱中する。それは楽しい。色々と考えねばならないことがあるはずなのに、そんなことをしていいのかという考えも頭をもたげる。


　でも、それが楽しいのは確たしかだった。





「おっす」


　シーナがやってきたのはなんだかんだでお昼ひる前まえのことだった。その頃ころには健一は五曲目をもうほとんど楽がく譜ふを見ないでも吹ふけるくらいまで上じよう達たつしていた。


「おはよ」


　健一はそれでちょっとホッとした気持ちになるのを感じた。これでちっとも吹けないままだったら、かなり合わす顔がない。


「けっこう吹けるようになったみたいだな、本当」


　練習中の音が耳に入っていたらしい。シーナはそれだけで満足そうな笑みを浮うかべる。


「まあ、練習用の曲だしね」


「ま、それはそれとしてだ」


　しかし褒ほめるのはすぐ終わって、シーナは別の話を始める。なんだか怒おこってるみたいだった。


「なに？」


「佳か奈なちゃんのことだよ、佳奈ちゃんのこと」


「ああ……」


　それで健一はシーナというか日ひ奈なの姉である佳奈に昨日、遭そう遇ぐうしたことを思い出した。


「何かまずかった？」


「マズイだろう？　なんでお前が俺のハーモニカ持ってるのか問とい詰つめられた」


「……ごめん。でもさあ、ハーモニカがシーナのなのは事じ実じつだったわけだし」


「でも、外でというか佳奈ちゃんに見つかるような所で練習する必要はないだろ、本当」


「それはそうだけど、ここでやってると綾さんがじっと見てるし、部屋に戻るわけにもいかなかったし……」


「なんで？」


「俺の部屋は有あり馬まさんと共きよう同どうで使ってるから」


「……ど、同どう棲せいしてるのか、お前たちっ！」


　シーナがそう言って驚おどろいた様子を見せる。それがなんだかひどく芝しば居いがかっていたので健一は逆に冷静になるのを感じ、考えてみれば１３０１か１３０３のどっちかは空いてたんだよなあと思ったりもする。


「くそう……それで毎日やりまくりの人じん生せいって訳か……」


　でもシーナはずっとそっち方面のことを考えているらしい。


「佳奈さんの話じゃないの？」


「そ、そうだ。佳奈ちゃんの話だった。とりあえず、お前が大のハーモニカ好きで、珍めずらしいハーモニカには目がないってことにしておいたからな」


「……どんな高校生ですか、それは」


　自分の言い訳もいい加か減げん苦くるしい気がしたが、シーナのそれは輪わをかけてダメダメな気がする。でも佳奈はそれで納なつ得とくしたのだろうか。よくわからない。


「とにかくそういうことになったから、今日からそう振ふる舞まえ」


「噓うその上に噓を重かさねなくても」


　健一は反論しようとするが、シーナはそれをギロリと睨にらんでくる。


「わかったか？」


「……はい、わかりました」


　健一は結局折おれるしかないのかなと思う。それに佳奈がその後、本当に健一がハーモニカ好きかどうかなんて確かく認にんしてくるわけもない気がした。佳奈は話したがらないし、それにシーナというか日奈の言葉の裏うらを取ろうなんて思わない気がする。


「よし、じゃあ、今日はこれな」


　そして機き嫌げんを良くした様子に戻ったシーナがポケットからまた折おり畳たたんだ紙を取り出す。


「新しい楽がく譜ふ？」


　説明を聞くまでもなくそうだろうと察しがついた。健一はそれを受け取り、英えい語ごの曲きよく名めいと無数の数字の羅ら列れつを目の当たりにする。それが一、二、三、四……七枚くらいある。


「ライブ用の曲だ。昨日、選曲して起こしてきた」


　なるほど言われてみると手書きだった。奇き麗れいで丁てい寧ねいないかにも女の子っぽい文字だが、シーナの直じき筆ひつなのだろうと思う。正確には窪くぼ塚づか日奈の直筆だが……この場合は同じだろう。


「ライブって……いつやるの？」


　なんかもう本当にやる気満々だなと健一は思いながら尋たずねる。


「今こん晩ばん」


　シーナはそれが当然という顔で答える。


「こ、今晩？」


「今晩だ、そう決めた、本当」


「今晩って……今日の晩のことだよね？」


「なんか用事でもあるのか？」


「用事はないけど……ちょっと無理が無いかな？」


「大だい丈じよう夫ぶだって。それくらいの方が健一も覚えようって気合いが入るだろ？」


「入りすぎるような」


「まあ、最初はそれくらいでいいんだよ」


「いいのかな……」


　とりあえずもうシーナの頭の中では決けつ定てい事じ項こうなんだなと健一は納得すると、こうしている間にも練習した方がいいんじゃないかなという気持ちにもなる。


「とりあえず、練習するよ」


　そう言ってもう楽譜に向かうしかない。このままじゃ出来ようが出来まいが大おお勢ぜいの前でハーモニカを吹ふくことになりかねない。


「よし。一通り出来るようになったら、合わせで練習するからな、本当」


　しかしシーナはもう出来るようになるのが前ぜん提ていのような話を始める。


「……必要だよね、そういうのも」


　それもやるとすると本当にあとどれだけ時間があるのだろうと健一は思うしかない。


「ここにいたのか」


　そんなところにもう一人、屋おく上じようへとやって来た。その口く調ちようや声から、それが八や雲くも刻とき也やのものだと健一は気づく。今日はどうやらバイトは休みらしい。


「どうしたんですか、八雲さん？」


　それで健一は彼に話しかけるが、どうも八雲が探していたのは健一ではなかったようだ。


「いや、私が探していたのは窪塚君の方だ」


「あ、なるほど」


　それはそうだなと健一は思い、シーナを見上げる。シーナは不満そうな顔で刻也を睨み、短く区切ったしっかりとした発音で自分の名前を告げる。


「シーナだ。俺の名前はシーナだ。クボヅカクンなんて名前じゃない」


「……まあ、そういうならそういうことにしておいてもいいが」


　刻也は面食らった様子を見せながらもそう答えて、シーナを手て招まねく仕し草ぐさを見せる。


「一応、私はここの管理人ということになっているので、ここに住む者の心こころ得えを君に話しておかねばならない」


　改あらたまった態たい度どで刻也がそれを告げる。


「……別にいいよ、そんなの」


「君が良くても私や他の者が困るのだ。共同生活なのだから守ってもらわねばならぬルールやマナーがある」


「面めん倒どうくさいな、本当」


　シーナは聞きたくもないという態度。


「他人に合わせるとは本ほん質しつ的にそういうことでもある」


　しかしそれを承知で刻也はハッキリとそう告げた。


「それが嫌いやなら他人と関かかわるのは止やめたまえ。出来ないのならいくらでも助けもしようが、する気が無いと言うなら、私も君の相手はしたくないと言うしかない」


「……まあ、嫌とは言わないけどさ、やっぱり面倒くさいよな」


　シーナは刻也がかなり頑がん固こな態度だと理解したらしく、少しは聞く気になったようだった。だが、すぐにそんな様よう子すを見守っていた健一の方に興きよう味みを移うつす。


「お前は練習してろよ、本当」


　それから二人が口論していると邪じや魔まだと思ったのか、シーナは刻也の方へと歩き出し、そのまま二人は階かい下かに消きえる。


「……１３０１にでも行ったのかな」


　シーナが自分の部屋に刻也を招しよう待たいするともあまり思えなかった。あんなヤクザの事務所のような部屋だと知ったら刻也もビックリしてしまうだろうし、まとまる話もまとまらなくなるだろうなという予感もする。


「って、人の心配してる場合じゃないか」


　でも健一はとりあえず、新たな楽がく譜ふと格かく闘とうせねばならなかった。ざっと見ただけでも昨日までのものより、ずっと難むずかしそうだった。吹ふきやすいように選ばれた曲ではないのだから当然だが、それを七枚分も今日の晩までとなると……。


「今、十一時としても、一枚を一時間でも間に合うかどうかだな」


　昨日の自分のペースを考えると、それはかなり困こん難なんな数字に思えた。だから、健一はもう余計なことは本当に考えてられないと感じる。


　そして、それはやっぱり楽しいことだった。上じよう達たつする喜びもあったし、それだけで頭がいっぱいになれるのは今の健一には大きな助けになっているように感じる。


　ハーモニカを吹いていれば忘れることができる。蛍子のことも、それを千夜子に言えなかったことも。それがいいことか悪いことかはわからない。でも今の自分には必要なことなのだろうと健一は感じていた。


「だから出で会あったんだろうな」


　健一とシーナの出会いの理由の一つがそこにあるのだろうと思えた。シーナの強ごう引いんなこの行動が無なければ、自分はもう少し弱ったままだったに違ちがいない。そしてそうなら、冴子は昨さく晩ばんも寝ねることが出来ずにいたはずだ。


「……頑がん張ばらないとな」


　だから健一は思った。この出会いがいいものであったと思えるようにするためには、そうするのが一番。その時の健一はそう感じていた。





「……本当にやるわけ？」


　それでもいざ本番が近づくと逃にげたいという気持ちにもなってきた。


　なにせバケツをかぶってハーモニカを吹ふくのだ。メインはシーナのヴォーカルでそれが十分以上の技ぎ量りようがあることは知っていたが……やっぱり昨日の今日でこんなことになってる自分を受け入れるのは中々に難しかった。


「大丈夫、大丈夫。あとはその場のノリでなんとかすればいいって、本当」


　夜の街を歩いて、シーナと健一は駅の方へと向かっていた。ストリートミュージックと言えば駅前だろうとシーナは言って、夕食を食べ終えた健一を連れ出したのだ。


「その場のノリって言われても」


「ちゃんと俺がフォローするから、健一は失敗しても堂どう々どうとしてろ、本当」


　シーナはすごく機き嫌げんが良さそうだった。そりゃ、あれだけ歌が上う手まければなんの不安もないだろうなと健一は思う。


「それに技術なんて後からどうとでもなるんだよ。健一にはそれよりも大切な味ってもんがある。だから心配するな」


「それにしたって技術が伴ともなってからでもいいような」


　そもそもその味とやらがなんのことかわからない。シーナや綾はそれがあると認めてくれているが……普ふ通つうの人にはただの下へ手たな演えん奏そうにしか聞えないんじゃないだろうか。


「じゃあ、いつならいいんだよ、本当」


　煮にえ切らない健一にシーナはそう尋たずねてくる。


「明日ならいいのか？　明後日ならいいのか？　お前が納なつ得とくできる技術が身に付くのはいつのことなんだよ？」


「そんなこと言われてもわからないよ。昨日始めたばっかりだし」


「実戦を想そう定ていしない練習なんていくらしてもしょうがないんだよ。大事なのは、体で覚えることだ。だから、とにかくやるの。後はそれから考える。そういうことだ、本当」


「……なるほど」


　シーナの主張はこの辺りに関しては首しゆ尾び一いつ貫かんしてるような気がした。確たしかにやりもせず、あれこれ考えていてもあまりプラスにはならないだろうとも思うが……結局、恥はじをかくのは自分なわけで納得しづらい。


「よ、シーナ！」


　そんなことを考えていると、シーナへの挨あい拶さつの声が聞えた。見るとすでに閉しまっている証しよう券けん会がい社しやの前で自分たちより少し年上くらいの男女数人が集まっていた。


「おっす」


　顔なじみらしい。シーナは返事をして、すっと立ち止まる。それで健一も詰つまったみたいな気持ちを感じながら止まる。


「……この人たちは？」


　ラフな出いで立ちの彼らを見ながら健一が尋ねる。


「ああ、ダンサーだよ、ダンサー」


「ダンサー？」


　言われて見てみると、シーナに話しかけてきた男以外は皆みな、証券会社のガラスの方を向いてポーズを取っていた。ガラスに映うつっている自分の姿を確かく認にんしているらしい。


「ダンサーっつても卵たまご以い前ぜんって感じだけどな。金がないからこうやってこのビルのガラスを勝手に使わせてもらってるわけよ」


　自分たちに興味をもったのを感じたらしきその男が健一にそう説明してくれる。


「なるほど……」


「で、こいつは何者よ？」


　そして今度はそんな健一のことを男はシーナに尋ねる。


「ああ、俺の相棒でバケッツ」


「バケッツ？　ああ、だからバケツ持ってるんだ」


「そそ。ストリートデビューするんで拾ひろってきたんだ、本当」


「そんな面おも白しろいこと考えてたんなら、俺たちにも話してくれればよかったのに」


「ま、昨日、決めた話だからさ、本当」


　シーナは楽しげにそう答えると、健一にもう行こうぜと視し線せんを送る。


「じゃあ、またな」


「お、またな」


　そしてシーナと男は別わかれを告つげ合い、そして他の人間もそれに続いた。


「じゃ、また」


　なので一応、健一も挨拶をしてその場を離はなれる。自分はあの場所では完全な部ぶ外がい者しやだったなと思いながらも、何も言わないのも失礼だなと思った。


「バケッツの方も頑がん張ばれよ」


　その程度の思いにダンサー志し望ぼうという男はそんな言葉を贈おくってくれた。


「気持ちのいい人だね」


　だから健一は少し離はなれたところで、シーナにそう告げる。


「まあな」


　そしてそれを当然のようにシーナは答えた。


　でも健一は、あんな人たちがいるならなんで自分なんかを相棒に選んだんだろうと思う。一人で恥はずかしいというなら、他ほかにも選せん択たく肢しがあっただろうと感じる。


「気持ちいい人って言えばさ」


　だが、シーナの興味は全く別のところへと向かっていたようだった。


「なに？」


「なんなんだ？　あの自じ称しよう・管かん理り人にんは？」


　そんなことを言って露ろ骨こつに不ふ快かい感かんを示す。いきなり話のベクトルが逆転したらしい。


「自称・管理人って……一応、勝手に綾あやさんが呼んでたって過去があるんだけど」


「まあ、とにかく、八や雲くも刻とき也やってヤツだよ。アイツ、タメのくせになんであんなに偉えらそうなわけ？　自分の方が人生倍生きてますみたいな態たい度どであれこれ言いやがって、本当」


「まあ、あの人はあの人なりに、あそこでの生活を大切に思ってるんだよ」


「でも、もう少し柔じゆう軟なんな対応ってのができないのかって思うだろ、本当」


「ま、少しは思うけど、そんなに怒おこらなくても……」


　健一はフォローの一つもしようと思うが、さらに話が別の方向へと飛ぶ。


「あいつは絶対、童どう貞ていだな」


「は？」


「絶対、童貞だ。あんなヤツが女にモテるはずが無い。あんなヤツを好きになる女がいるとしたら見てみたいね、本当」


「……いやまあ、詳くわしくは知らないけど、彼女いるらしいよ」


　それはとりあえず事じ実じつらしいので一応言っておく。


「噓うそだね、本当」


「一いつ緒しよにファミレスでバイトしてるらしいし」


「見たのか？」


「見たことはないけど」


「じゃあ、噓だ」


「そう決めつけるのもどうかなあ」


　それに噓ではないという感じはした。刻也はその場しのぎの噓をでっち上げて、それを繰くり返かえすようなことはないような気がする。


「だったら、なんで俺に彼女がいないんだよ？　アイツより俺の方が男としてダメだって言うのか？　そんなわけないだろ？」


「まあ、その辺へんは人の好このみだしなんとも言えない気も……」


　それにそもそもどっちが上とか下以前に、シーナが男なのかどうかも疑ぎ問もんだった。


「くそう、世の中、間ま違ちがってるぜ、本当」


　しかしシーナの怒いかりは世せ間けんの方に向かっているらしい。


「まあ、そういうのって巡めぐり合あわせみたいのもあるしさ」


「ま、そうだな」


　その言葉にシーナは機き嫌げんをよくしたらしい。


「これから巻まき返かえせばいいよな、本当。そのためのストリートデビューだっ！」


「そうだったっけ？」


　言われてみるとそんな話だったような気もするが、なんだかすっかり忘れていた。


　そしてそうこうしているうちにもう駅えき前まえのロータリーのところまで来ていた。もうほとんど車通りなんてなかったが、一応、信号が青になるのを待って渡わたる。


「うし、そろそろ行こうぜ」


　シーナはそう言って健一の持っているバケツだったものを叩たたく。それをかぶって、開かい始しに備そなえろってことらしい。


「……わかった」


　もうこうなったら覚かく悟ごを決めるしかない。電車がちょうど駅に入ってくるのが見えた。歩いて行ったら、ちょうどあれから降りてきた人とぶつかりそうだな。健一はそんなことを思いながらバケツをかぶる。


　草の香かおり。そして普ふ段だんは聞えない風の音が耳に届いた。


「行くぜ？」


　それを確かく認にんしてシーナが言葉を投げてきた。


　バスの時間が終わってるのだろう。タクシー待まちの人々の列れつの横を過ぎながら、駅の明かりの眩まぶしい場所へとたどり着く。


　その瞬しゆん間かん、シーナの声が響ひびいた。歌と言うほどのこともない。ただの発声。叫さけんだだけと言っても良かった。


「…………」


　でも、それだけで空気が変わった。タクシー待ちの人々がシーナの方を見るのを感じた。そして他の人たちも。改札を抜ぬけて、駅の構内から出てきた人も思わず足を止めていた。


　そしてそれを見み逃のがさず、シーナは歌い始めた。


　摑つかんだ。健一はその状じよう況きようをそう感じ取った。


　シーナの歌に皆が耳を傾かたむけていた。それは誰だれもが聞いたことのある曲だった。


　上を向いて歩こう──海外では『スキヤキ』として知られる、懐なつかしいメロディ。だがシーナが歌うとそれはまるで別べつ物ものの、全く新しい曲のようにも聞えた。


「…………」


　驚おどろきの表情で見守っていた人たちが、次し第だいにその曲名に気づいて、手て拍びよう子しを合わせてきた。最初にそれを始めたのは健一の両親よりずっと年上に見れる初しよ老ろうの男性だった。そしてその輪が広がるように手拍子の音量が上がっていく。
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　信じられない光景だった。これだけの多くの人が同じ曲に魅みせられ、拍はく手しゆをする。それをされる人間の側で見ている。健一は自分がその拍手の海に飲のまれてるものと錯さつ覚かくする。


　でもシーナはそれを平へい然ぜんと受け止め、さらに声せい量りようをあげる。手拍手はそれに負けまいと大きくなり、電車がまた来たのか、シーナを中心とした輪わはまた大きくなる。


　そして手拍手は手拍手を呼び、それは曲が終わると、称算への拍手へと変わっていた。大人も子供も皆みな、笑え顔がおを浮うかべて興こう奮ふんした様子で拍手をしていた。一人、それを遠とお巻まきにしかめ面つらをしている人がいたが、それはどうやら駅で働く人間のようだった。


「……なんか睨にらんでいる人がいるよ？」


　気づいてないかもしれないと、小声でシーナに告げてみる。


「ま、気にするな。ギャラリーはこっちの味み方かただろ、本当」


　でも、シーナはそんなことは予よ想そうの範はん囲いだったようだ。収おさまらぬ拍手の中、不ふ敵てきに笑うと自分たちの名な前まえを名な乗のる。


「俺達、シーナ＆バケッツです。以後、お見知りおきを」


　そしてうやうやしく頭を下げると、シーナは聞き覚えのある曲名を呟つぶやいた。それは健一に二曲目の開始を告げる合あい図ずのようだった。


　だから健一は、例のゴスペルハープを手に取って準じゆん備びをする。そしてもう健一の覚悟など関係なく、二曲目が始まった。





「あははは。やったな、健一。俺おれたち、すげえぞ、本当」


　帰り道、シーナは酔よっぱらってるんじゃないかってくらい上じよう機き嫌げんだった。そして健一も言葉にこそ出さなかったが、ひどく興奮していた。


　シーナが歌い終わった後も、人々はずっと残のこって、拍手をして、そして握あく手しゆを求めてくれた。その数が最終的に何人くらいだったかはわからない。百人くらいだろうか。この駅を利用している人がこんなにいたのかと驚くくらいの人数だった。その輪の中にいたから実際より多く感じたかもしれない。でも、そんなに間違ってないと思う。


「うん、凄すごかった」


　でもそれはシーナがということのように思う。シーナの声に自分のハーモニカの音なんて吹ふき飛ばされて消えていたように思う。


「なんだよ、ノリ、悪いな、健一。凄かったろ、俺たち？」


「凄かった、俺たち」


　でもシーナにとっては、俺たちってことになるようだった。だから健一も素す直なおにそう思うことにする。


「やってみるもんだよな。正しよう直じき、あそこまでうまくいくとは思ってなかったけどさ」


「そうなの？　随ずい分ぶん、堂々としてた気がするけど」


「何言ってんだよ。もう膝ひざとかガタガタ震ふるえまくりだって。やっぱり、ぶっつけすぎた。次はもう少しリハとかしようぜ」


「……そうは見えなかったけど」


「ま、健一に格かつ好こう悪わるいところ見せられねえって意い地じ張はってたしな」


　シーナはそれで照てれ臭くさそうにわざとらしく歯はを見せて笑う。


「どこまで本気なんだか」


「いや、マジだって健一がいなかったら、あんなおっかないこと絶対しなかった、本当」


「だったら、俺が嫌いやだって言う時に止やめればよかったのに」


　もしシーナがやりたがってなかったとしたら、誰がやりたがったんだと思う。


「……本当にそう思ってるわけ？　今でも？」


　だがもうそんなことは健一も、シーナもどうでも良よかった。


「いや、思ってない」


「だよなー」


　経けい緯いはどうあれ、やってよかったと思う。今まで知らない世界を見れた。それがただ後ろでバケツかぶってハーモニカを吹いていただけでも。


「最初に握あく手しゆ求めてきた女の子いただろ？」


「うん」


「あの娘こ、絶対に俺に惚ほれてたね」


「だろうね。他の娘も目キラキラしてた」


「だよな。あれは恋こいする乙おと女めの目だった、本当」


　シーナはそれで嬉うれしそうに笑う。健一も一いつ緒しよに笑う。


「これでシーナも彼女が出来そうだよね」


　だからそう言ったらシーナは喜んでくれるものだと思っていた。だが、シーナはその言葉に急に驚おどろきの目で健一を見て、そして明らかにテンションが下がった様子を見せる。


「……えっと、彼女欲ほしいんじゃなかったっけ？」


「ああ、欲しいよ。めっちゃ欲しい、本当」


　そう答えるシーナのテンションはやっぱり低い。健一はそれで自分の温おん度どもすっと下がるのを感じた。


「そのために始はじめたことだしな、うまくいってよかった、本当」


　でもそれを認みとめたくないかのようにシーナは言葉をつないでいく。


「……噓うそだったの？」


「噓じゃないって、本当。俺はめちゃくちゃ彼女が欲しい。すっげー可愛かわいい女の子を捕つかまえて、あの堅かた物ぶつ野や郎ろうを羨うらやましさで憤ふん死しさせてやりたい」


　だが口にすればするほど、シーナの言葉はぎこちなくなっていく。体と顔と言葉が一いつ致ちせず、目の前で分解してしまいそうだった。


「……ごめん」


　それが自分でもわかったのかシーナは小さく呟つぶやくと立ち止まった。


「なんで謝あやまるの？」


　その理由がわからず健一は尋たずねてしまう。


「噓じゃない。彼女が欲しいのは、噓じゃないんだ」


「……うん」


「でも、あそこにはいなかったんだ」


　シーナのその言葉に健一は、色々なことがわかった気がした。


「誰だれか好きな人がいるんだ？」


「……ああ、うん」


　シーナは驚いた顔を見せるが、すぐにホッとしたような表情に変わる。


「ごめん」


「なんで謝るの？　いいことだと思うけどな。好きな人がいるって」


「でも噓をついてた。そのために健一を利用しようともした」


「……いいよ。そんなこと気にしてないし」


「本当に？」


「楽しかったし。ライブの時はもちろん、練習してる時も。ちょうどショックなことがあってさ、どうしようもないって思ってたけど、シーナのおかげでだいぶ立ち直れた。だから、まあ利用したとしてもお互たがい様って言うか、こっちの方が得してるくらいだし」


　健一は噓でも何でもなくそう思っていた。それを聞いて、シーナはちょっと泣なきそうな顔を見せたが、やっぱり笑う。


「……そっか」


「そういうこと。だから、もっと利用してくれていいよ。だから、まだ続けようよ。シーナ＆バケッツ。そこにシーナの好きな人が来るかはわからないけど、シーナの歌を聴ききたくてまた来る人もいるだろうしさ」


「そうだな」


　だがシーナはどこか陰かげりのある笑みを浮かべる。


「……好きな人って誰なの？」


　健一はその答えこそがシーナの表情の秘ひ密みつだろうと思った。そして健一にはもうその答えはわかる気がした。


「いつか話すよ。だから、今は許ゆるしてくれ」


　そしてシーナの返事に健一はその思いをさらに確かなものにする。


「誰かはわからないけど、応おう援えんするよ」


　だから健一はそれが自分の勘かん違ちがいならいいなと願わずにはいられなかった。でも、それはきっと勘違いではない。


　シーナの好きな娘は窪くぼ塚づか佳か奈ななのだ。シーナは自分の姉を好きになってしまったのだ。だからシーナは悲しい顔をして、そして話すことができなかったのだ。


「……ありがと」


　そして健一は蛍子のことを思い出した。


　蛍子のことを思うとシーナの想おもいを否定する気にはなれない。でも、そこに待ってるのは悲しい別れしかないと思えてしまう。


「応援するよ、たとえ誰であっても」


　でも、健一はまた思い出してしまう。何度となく繰くり返かえしたあの言葉を。


　僕に恋れん愛あいは向いてない──。


　そんな自分に人の応援なんてできるのだろうか？　その問いにイエスと言えるほど、健一は楽らつ観かん的てきにはなれない。


　でも、応援しようと健一は心に誓ちかう。それが二人の出会った意味だと信じて──。






　エピローグ　姉は男に恋こいしてる







　玄げん関かんを開けると、佳か奈なちゃんが仁に王おう立だちで待っていた。


「……ただいま、佳奈ちゃん」


　気け圧おされながら私は帰りの挨あい拶さつをする。


「どこ行ってたの？」


　でも佳奈ちゃんが挨拶せずに、いきなり自分の疑ぎ問もんを口にする。


「どこってその辺をちょっと散さん歩ぽしたり……してただけだけど」


　もちろん、それは噓うそだった。本当は絹きぬ川がわ君と一いつ緒しよにライブをしてきた。


「ダメだよ、こんな遅おそくまで外を歩いてたら」


「……大だい丈じよう夫ぶだよ。佳奈ちゃんだってこのくらいの時間でも出歩いてるし」


「ダメ！　日ひ奈なちゃんは可愛かわいいから、変な男に狙ねらわれるでしょ？」


「……大丈夫だよ。コンビニも増えたし、けっこう明るいし」


　そうは言ってみたけど、私はそれでは納なつ得とくしてくれないだろうということはわかっていた。


　佳奈ちゃんは私のことを可愛いと思っている。でもそんなのは大きな誤ご解かいで、本当に可愛いのは佳奈ちゃんの方なのだ。


「大丈夫じゃなかったら、私、嫌いやだから」


　そしてそう言われると私は謝あやまるしかない。


「ごめんなさい」


　佳奈ちゃんを困こまらせたいわけじゃない。だから、謝る。


　でも、私はきっと明日の晩も出歩いてしまうんだろうなとも思ってしまう。


　私は人生の岐き路ろに立っている。いわゆる正しよう念ねん場ばというヤツなんだと思う。だから私は佳奈ちゃんを困らせるようなことになっても戦わないといけないのだ。


「……わかった。悪いと思ってるなら許ゆるす」


　そして佳奈ちゃんは私が謝れば許してくれる。佳奈ちゃんだってわかってくれてる。私が悪いことをしているわけじゃあないってことを。


　ただ佳奈ちゃんにはわからないことをしているだけ。悪いことじゃない。だから、話せない。


　だって、佳奈ちゃんは普ふ通つうの女の子だから。私が男で、佳奈ちゃんとどうやったら仲良くなれるか悩なやんでるなんて想像しない。するはずがない。


「……もしかして、好きな男の人でもいるの？」


　それを尋たずねた佳奈ちゃんはすごく弱よわ気きだった。帰ってきた私を問とい詰つめた時とは偉えらい違ちがい。でもそんなところが佳奈ちゃんの可愛いところだと思う。


　ギャップって大事だよね、ギャップ。いつも強気の女の子が、時々見せる弱さみたいなのが私は好き。いつも弱い娘むすめは鬱うつ陶とうしいし、いつも強気なのもキツ過すぎる。その時々って言うのがどれくらいがいいかは人それぞれだと思うけど、私は九対一くらいがいい。つまり佳奈ちゃんくらい。


　クラスの子たちは、佳奈ちゃんはちょっと怖こわいという。だから私の方が可愛いという。でもそれはこういう佳奈ちゃんを見たことが無いから言えるんだと私はわかってる。


　佳奈ちゃんは可愛い。双ふた子ごなのに私とは全然違うっていつも思う。


「いないよ、好きな男の人なんて」


　それは本当に本当のことだった。だって私は男なんだから、男が好きだったらホモってことになってしまう。まあ、ホモならホモでいいけど、それだとまた話がすごくややこしくなる。少しくらいややこしくてもいいけど、そこまでややこしいと我われながら困こまってしまうだろうなんてことを考えてみたけど、別にそんなことどうでもよかった。


「なら、いいんだけど」


　佳奈ちゃんは私のことを心配してる。私が男の子に免めん疫えきがないから変な男に捕つかまってしまうんじゃないかと不安に思ってるみたいなんだけど、それは本当にいらぬ心配。だって私は変な男になんか絶対に捕まらない。捕まるはずが無い。


「大丈夫だよ。もしそうなったら絶対に佳奈ちゃんに相そう談だんするから」


　でも佳奈ちゃんを心配させまいと私はそんな噓うそをつく。噓というのとはちょっと違うかもしれない。もしそうなったら相談するだろう。ただ、そうならないと思ってるだけ。


「うん……」


　佳奈ちゃんは不安そうな顔をする。でもその理由もわかっていた。


　全部わかっていた。佳奈ちゃんのことなら全部わかってる。私はずっと佳奈ちゃんのことを見てたから、全部わかる。


　でも、だからわかりたくないこともわかってしまう。佳奈ちゃんは男の子が好きな普通の娘なんだって。





　　　　○





　次の日、私と佳か奈なちゃんは隣となり駅からすぐのショッピングセンターに行った。佳奈ちゃんが一緒にいかないかって誘さそったので行くことにした。佳奈ちゃんが誘ってくれたのに断ことわるなんて私にはできない。


　佳奈ちゃんは少しお金かね遣づかいが荒あらい。大きな買い物とかできないタイプ。これくらいならいいだろう、これくらいならいいだろうって思っているうちにその月のお小遣いがなくなってる。


　だからショッピングセンターに行くと言っても、何かを買うというわけでもないんだろうなと思っていた。


　女の子はそーゆーの好きだなと思う。何か買うでもなく、あちこちうろつくのが。その辺が男と違う。男は結果を求めるけど、女の子は経けい過かを求める。


　何かを買うのが大事なんじゃなくて、買い物をするって気分になりたいんだなと思ったりする。実じつ際さいのところはどうかはわからないけど、そうとしか見えない。


　そして実際、今日の佳奈ちゃんはずっとそんな感かんじだった。気づくと新しいお店に変わってるところに入っては、欲ほしいものが無いなとか言ったりする。でもいいんだろうと思う。


　あれかな、これかなと思っている佳奈ちゃんの顔がすごく楽しそうだったから。そして私はそれを見るために来てるのだから、何も問題なんて無い。


「……ちょ、ちょっと待まって」


　でもちょっとは問題があるようだった。ＣＤショップの前を通とおり過すぎようとして、佳奈ちゃんは立ち止まった。理由はすぐわかる。大好きなアイドルグループの新しん譜ぷが発売されたばかりだったからだ。


　この手のアイドルグループの新譜が出るともうこれでもかってくらい宣せん伝でんする。私と同じくらいの年ねん齢れいで、四人とか五人とかそれくらいの人数の男の子が、踊おどりながら歌っているビデオとかまで流してる。


　私には正直この手のグループがどう違うのかわからなかった。毎年のようにいくつかグループが出て、そして消えていく。それを佳奈ちゃんは必死にチェックしているみたいだけど、私にはその情熱の出所がわからない。きっと女の子だけの秘密なんだろうと思う。


　歌にしたってちっとも上う手まいとは思わなかった。特にこの手のグループのリーダーとか言われてる人の歌は散さん々ざんだと思うことが多かった。


　私はだからお父さんが持ってるようなＣＤを、佳奈ちゃんには秘ひ密みつで聞くのが好きだった。最近の流行とかはちょっとついていけない。男とか女以前に、センスがオヤジなのかもしれないなんて思うこともあった。実際、クラスの男の子とも趣しゆ味みは合わないみたいだし。


「やっぱり我が慢まんしよ」


　そんなことを私が考えている間に、佳奈ちゃんはそう結けつ論ろんづけたようだった。お金かね遣づかいの荒あらい佳奈ちゃんにとってはＣＤを買うなんてかなりの冒ぼう険けんだった。月のお小遣いから三千円も使ってしまったら、後で困ることになるのは目に見えている。


「我慢しちゃうの？　ずっと出たら買うって言ってたのに」


　だから私はついつい助けてしまう。


「欲しいんだけど、やっぱり高いから……レンタルで我慢する」


「それだとジャケットとかブックレットが手に入らないんでしょ？」


「そうだけど……」


　佳奈ちゃんはそれでまたじっと新譜のポスターを見つめた。豪ごう華か特とく典てんとかいうのの中身をチェックし直しているらしい。


「半分出そうか」


　だから私はそう提てい案あんする。


「半分？」


「私も聞きたいし、一人で買うのはちょっと無理だから。佳奈ちゃんと私で買えば、二人とも聞けるし、ブックレットも手に入るんでしょ？」


「……うん」


　私の提案に佳奈ちゃんはかなりその気になったみたいだった。佳奈ちゃんがアイドルに夢中になる時間を作るのに手を貸すのは、ちょっと気に入らなかったけど、最近、佳奈ちゃんには心配かけてるし、これくらいはしてあげようって思う。


「じゃあ、買おうよ。いくらだっけ？」


「三千円だよ？　半分でもけっこうするよ？」


「いいよ。千五百円でいいんでしょ？」


「うん」


　私がお金を渡わたすと佳奈ちゃんの迷まよいは完全に消えたようだった。もう完全に買う気になって、私なんてもういなかったみたいな勢いきおいでレジに向かう。


　それで私は、またやっちゃったななんて思ったりもするけど、佳奈ちゃんが嬉うれしそうに戻もどってくると、それでいいと思ってしまう。


　ああ、男って本当にバカだな。自分のことを大して好きでもないってわかってる女のためにこんなにも尽つくして、そして裏うら切ぎられてもついていこうって思っちゃうんだから。





　　　　○





　そして思ってた通り、佳奈ちゃんはＣＤを聞くのに夢む中ちゆうで私のことなんか忘れているようだった。一いつ緒しよに聞こうって言ったはずなのに、帰かえり道みち、私のことなんかろくに見なかった。


　でも幸せそうな佳奈ちゃんに、野や暮ぼなツッコミはしない。私のことを気にしてないのをいいことに、私はじっくりと笑え顔がおの佳奈ちゃんを見る。それができるだけでも千五百円払はらった価か値ちはあったなと思う。私はお金はあんまり使わない方だし、佳奈ちゃんが困った時のためにとっておくのも苦く痛つうじゃなかった。


　冬ふゆ場ばとか金きん欠けつの佳奈ちゃんと一緒に帰って、二人で肉まんをわけて食べたりとか、実に幸せな時間だと思う。そのためなら日々の倹けん約やくなんて当然のこと。


　私の人生は佳奈ちゃんを幸しあわせにするためにある。そう信じて疑うたがわない。だから、私は佳奈ちゃんと一緒にいられるなら、佳奈ちゃんが私のことを見てなくたっていいんだ。





　そんなことを思ってるとサービスしてくれるのも佳奈ちゃんだった。


　二人でＣＤを聞こうと佳奈ちゃんは自分の部屋に誘さそってくれた。まあ、佳奈ちゃんの部屋なんてしょっちゅう入ってるけど、ＣＤを聞く時の佳奈ちゃんは邪じや魔まが入るのをすごく嫌きらう。だから一緒にというのは中々無ないことだった。


「……すぅ」


　そしてせっかく悩なやんだ末すえに買ったはずのＣＤを聞きながら佳奈ちゃんは寝ねてしまった。だから私は曲なんかそっちのけで、佳奈ちゃんの寝顔を見つめる。


　双ふた子ごなんだからじっとしてれば同じ顔なのかもしれないけど、やっぱり佳奈ちゃんと私の顔は全然違ちがうなと思う。だって私の顔なんて見ててもちっとも幸せになれないもの。


「……佳奈ちゃん」


　私は聞えないように小さな声で佳奈ちゃんを呼んでみる。ＣＤから流ながれる曲の方が大きい。そんなか細い声だ。起きて欲しいわけじゃないから、それでいい。ただ佳奈ちゃんに向かって、佳奈ちゃんと呼びたかったのだ。


「佳奈ちゃん」


　佳奈ちゃんの寝顔がすぐ側そばにあった。私は顔を近づけて、佳奈ちゃんの顔にかかっている髪かみの毛けをそっとのける。


　ああ、これでもっと素す敵てきなＢＧＭだったらな。私はそうは思ったけど、ここでＣＤを止めたりしたら起きてしまう気がして我慢した。


「佳奈ちゃん」


　そしてあとはずっと黙だまって佳奈ちゃんの寝顔を見ていた。やがて勝手にＣＤは終わり、それでも佳奈ちゃんは起きなかった。


　私はそれで安心して、もうちょっと大だい胆たんなことをしてみようかななんて思う。でもやっぱり行動には移せなかった。


　失敗したらきっと自分は死んでしまうと思ったし、それより何より、佳奈ちゃんが寝ね言ごとを言うのが聞えてしまったのだ。


「飯いい笹ざさ君、ごめんなさい」


　それは佳奈ちゃんという可愛かわいい彼女がいるのに浮うわ気きをした彼に対する別れの言葉──ではなかった。寝言だからニュアンスなんて意味がないのかもしれないけど、それは佳奈ちゃんの悔かい恨こんの言葉のように私には思えてしまった。


「……まだ好きなのかな」


　私はそう呟つぶやいて、目め茶ちや苦く茶ちやブルーになった。


　言うんじゃなかった。心しん底そこ、そう思った。





　　　　○





　その日の夜も、夕ご飯の後、家を抜ぬけ出だした。


　佳奈ちゃんはＣＤに夢中だった。それはそれで悔くやしかったが、それならこっちも浮気をしてやれってな気持ちにもなる。もちろん、浮気じゃあ無いけど。


　正直言って、日奈のまま、夜中出歩くのは怖こわかった。でも気持ちだけはシーナになってしまえば、それで暗くらい闇やみも、自分を追いかけてくるような足あし音おとも怖くなる。


　シーナはヒーローなのだ。私が考えられる限りの無む敵てきさを持った勇者。シーナは不可能を可能にする。だから夜の闇など恐おそれない。知らない人だって怖くない。


　シーナならきっと佳奈ちゃんのことだって恐れず口説いたりするのだ。私みたいに寝ている佳奈ちゃん相手にびびったりしない。


　他の男が好きなのかもなんて思って不安になったりしない。シーナはあの幼い日に出会った男の子のように勇ゆう猛もう果か敢かんで男らしいのだ。


　私みたいな情けない男とは違う。


　助たすけられたのに逃にげるだけだった私なんかとは違う。


　どう違うかまでは詳くわしくは知らないけど、確かに違う。でなければ、あんな大おお勢ぜいの人間を相手にして歌えるはずがない。


　私は音楽のテストだって恥はずかしさのあまり音おん程ていが外れてしまう。歌唱テストはきっとクラスで一番のビリだ。でもシーナは違う。シーナなら学校で一番にだってなれる。ま、彼は学校には行って無ない謎なぞの人物だけど。


「……でも、シーナじゃダメなんだよね」


　シーナと佳奈ちゃんが付き合ったら、私は今より少しは幸しあわせになれるのかもしれない。でもそれじゃダメなのも私は知っている。




[image: ]


　シーナは私だけど、私じゃない。だから、私は本当には幸せにはなれない。


　でも、また他の男の子のことを好きになられるくらいなら──そう私は思ってしまう。


　佳奈ちゃんには、佳奈ちゃんの自じ由ゆうがあるのはわかってる。でもそれを認めようとして私は飯笹君のことで苦しんだ。


　有あり馬ま冴さえ子このおかげでそれは一いつ旦たんは終わったけど、それが全すべての終わりじゃないこともわかってる。だから、シーナは戦たたかわないといけない。


　佳奈ちゃんは男の子が好きな普通の女の子なんだ。私は誰よりも佳奈ちゃんのことを知っている。だからそれが間ま違ちがっていないことを知っている。


　でも私にだってわからないことがある。


　好きになった人が女だったら、その時はどうなるんだろう？──その答えを私は知らない。


　その答えは何でも知ってるはずのシーナだって、きっとわからない。実じつ際さいにそうなるまで誰もわからない。そんな究きゆう極きよくの問いなのだ。


　だから私はそれに賭かける。分の良い賭けかどうかなんて考えもせずに。






　あとがき







　目を覚さますと新あら井い輝てるは、亀かめ戸いど駅のベンチに座っていた。


「……そうか、ここは」


　しかしすぐにそれが自分の知っている亀戸駅ではないと気付く。


　人が誰もいない。そして電車が来る気配もない。線せん路ろの向こうに見える街まち並なみにも人影はない。それはつまりここが亀戸に似にせて作られた別の世界であることを意味していた。


　そして輝は知っていた。この世界が、なんであるかを。


〈精神と時の世界〉。それは彼が自分の作品で描いた、現実とは少し違ちがう時の流れにある異い次じ元げん空くう間かんだった。


「俺は死んだんだ」


　そして自分がそこにいる理由も輝は知っていた。


　この不ふ思し議ぎな世界に自分がいるのは、現実の世界で自分が絶ぜつ命めいしたということなのだ。そういう人間だけが来れる世界。そう彼自身が設定したのだ。


　しかしそれは同時に希望があるということを意味していた。自分が死んだのは何かの間ま違ちがいで、やり直しのチャンスを与あたえてくれる。そのためにこの世界はあるのだ。


「輝くん」


　そして輝が、すでに忘れかけていた設定を思い出したのに合わせて、一人の少女がこの世界に現れる。まぶしい光を背負って、それを翼つばさのように輝かがやかせて、天使のように。


「トーカ……」


　その〈天使〉の名も輝は知っていた。十歳くらいの幼い白い服を着た少女。彼女はこの世界の管かん理り者しや側がわの人間で〈修復官リノベーター〉という役やく職しよくについている。


「もう気付いていると思うけど、輝くんは死んじゃったの」


「まあ、その辺りはそうじゃないかなあ、と思ってたけど。しかしなんでまた？」


「そういうのは私からは言えないの」


　トーカは困こまったような顔する。そう言えばそういう設定だなと輝は思い出す。


「ヒントはなしか」


「そ、ヒントはなし」


　トーカはそう言って笑うと、指を振りながら輝の周まわりをてくてくと歩き始める。


「で、なんだか知らないけど、俺は死んでしまったのであと三回のうちになんとかしろとこういうわけだな？」


　そういう設定のはずだ。さすがにそれくらいは間違えずに覚えている。そのはずだったが、トーカはそんな輝の言葉を否定した。


「えーっとね。実はもう三回目なんだ」


「……じゃあ、今回でラスト？」


「そう、ラスト」


「って、俺、一回目と二回目のことちっとも覚えてないけど？」


「うん。覚えていたくないって時は、二回目だって覚えてないものなの」


「そう言えば、そうだった。ということは俺は失敗して死んでしまって、それを忘れたいって思ったってことか」


「まあ、輝くんの場合、単に記き憶おく力りよくが弱いだけもしれないけど」


「……言うね、君も」


　輝はそう言ってから、なんだか自分が死ぬ前に何をしていたのを思い出せた気がした。


　──そうだ、俺は『ROOM NO.1301』のあとがきに出ていたんだ


「そう言えば、二巻のあとがきで一回死んでたな」


　我われながら間の抜ぬけた言葉だなと思ったが、確かにそうだった気がする。あの時、間違いなく死んでたのに三巻では普通にあとがきに登場していた。まあ、あとがきだしそんなもんだろうと思っていたが、まさかこんな理由で自分が復活していたとは……。


「あ、それは関係ないから」


　自分の生死の謎なぞを解といたと思ったのに、トーカがそれをあっさりと否定した。


「え？　関係ないの？」


「うん。二巻は二巻。あの時、死んだのと今回のことは関係ありません」


「ヒントはなしと言う割にサービスがいいですね」


「うん。だってあんまりに初しよ歩ほ的てきな勘かん違ちがいだし」


「……言うね、君も」


　じゃあ、どうして二巻のあとがきで死んだのに、三巻では平気だったのだろうか。やはりあとがきだしそんなもんだからなのか。


「いや、そんな昔のことはとりあえずどうでもいい。問題は──」


　そう今はそれどころではない。なにせ、やり直しを許された三度目なのだ。よく覚えていないが、すでにラストチャンスなのだ。


「どうしたら今度は死なずにあとがきを終えることができるか、だ」


　もちろん、どうして死んだのかは覚えていないのだから、今、考えてもわかることではない。でも考えるべきがそれであることを心に刻きざむのと、そうでないとでは全然違う。


　覚かく悟ごこそ幸福だとある神父は、輝に教えてくれた。自分がこの後、死ぬという運命を知ってるからこそ、立ち向かう勇気が湧わいてくるのだ。


　輝は大きく深呼吸をして、心配そうに見ているトーカの方を見る。


「よし……そろそろ戻してくれるかな、トーカ」


「もう、戻るの？」


「うん。また今回もあとがきは長いみたいだけど、さすがにそんなにのんびりもしてられない」


「そうだね。じゃあ、また。今度は無ぶ事じに生き残った後で会おうね」


　トーカが天を指さすように手を上げ、指を伸のばした。それはこの世界を解かい体たいして、元の世界に戻すための合図だ。


「うわっ」


　何度となく描びよう写しやしたシーンだが、自分で味わうと実に気き味みが悪かった。重力が不ふ意いに消しよう滅めつして、今度は世界を構こう成せいした物が小さな無む数すうの三角に分ぶん解かいされる。それが押さえられていた力から逃げるように空へ向かって浮かび上がる。


「じゃあな、トーカ」


「うん、輝くん、頑がん張ばってね」


「ま、なんとかなるだろ」


　足下からホームが消えて、そして輝は下へと落下して行く。しかしホームの下にはもう何もなかった。ただの虚きよ無むがあって、そこに輝は吸い込まれて行く。


「うん。輝くんは、作者だもんね」


　そんな輝を照らすようにトーカの声と笑顔が届く。でもそれもほんの数秒のことだった。落ちて行く感覚の次に、輝は意識を失う。


　そして、その世界から輝は消えた。





　　　　○





　気付くと新井輝は劇げき場じようのステージのようなところに立っていた。


「……えっと」


　ここはどこだっただろう。そう思うがすぐに答えを見つける。


　ここはあとがきを収しゆう録ろくするためのステージだ。どうやらこれから四巻のあとがきが始まるところに自分はまた戻ってきたということらしい。


　でもおかしい。四巻のあとがきはすでに始まっている。そろそろ百行ってくらいの勢いきおいだ。半分くらいは終わってしまっている。あとがきの始まるところに戻るなら、今までのあとがきはなんだったんだろうと思う。


　しかし輝はすぐに、そんなことを真ま面じ目めに考えてもしょうがないと思い直す。なにせあとがきだ。二巻では死んだのに、三巻では平気で生き返った。そういうところに真面目な理り屈くつを求めてもしょうがない。


「そうだ、大事なのは……これから死ぬのを回かい避ひしないといけないってことだ」


　三回やり直せるというのに、その途と中ちゆうをすっかり忘れてしまって、もう三度目。しかもヒントはなし。実じつ質しつ、ぶっつけ本番と同じ。


「しっかしなんでまた死ぬんだろうな、俺」


　忘れることを望んだとは言え、すでに体たい験けんしているはずのことを輝は思い出そうとする。それから、また二巻のあとがきで死んだ時のことを振ふり返かえる。


「あの時は……たしか」


　九く条じよう鈴すず璃り。彼女の年をとっても幼いままという外見のことを口にしたばかり怒いかりを買って殺されてしまったのだ。


　でも三巻では無ぶ事じに生き返り、死なずに四巻へと続いたはず。


　と言うことは──と輝は考えた。


　あとがきの世界で死ぬのは、鈴璃の外見のことを口にした時だ。それが二巻の時に身をもって知った事実だ。


「って、ことはそれに注意すればいいわけだな」


　だったら簡かん単たんじゃないか。輝がそう思った時、舞台のソデからカツカツと音を立てて一人の少女が歩いて来た。少し速はや足あし。背は低いが肩をいからせているので普段より大きく見える。


「……九条さん？」


　その少女はまさに輝が思い浮かべていた少女だった。


　九条鈴璃。二巻のあとがきで作者を撲ぼく殺さつしたという驚おどろくべき過去を持つ『ROOM NO.1301』シリーズのキャラクターだ。


「…………」


　鈴璃はしかし輝の声に何も反応しなかった。すでに彼女は何も聞こえず、何も見えていないかのようだ。その目に怒りの炎をともし、でもそれは焦しよう点てんが定さだまらず、なんだか輝の背後にピントが合ってるようにも思わせる。


「あの、九条さん？」


　さらにカツカツと音を立てて鈴璃が接せつ近きんしてくる。だが言葉はない。たださっきより顔に浮かべた表情がハッキリとわかるようになっただけのようだ。


　その表情は間違いなく、怒りだった。それも並の怒りではない。憎にくしみとか殺さつ意いとかそういう言葉で表した方がいいかもしれない。輝はそれほどまでに純じゆん化かされた怒りと言うのを見たことがなかった。それほどの疑うたがいのない怒りの色が鈴璃の顔に浮かんでいる。


　一体、何があったんだろうか？　輝は自分の心に尋たずねる。しかし答えはない。彼女に何かした覚えは無い。もちろん、失言もしていないはずだ。まだやり直しは始まったばかり。なのに何かをしてしまったという覚えがあるはずもない。


「……言いたいことは？」


　輝から一メートルくらいの距離まで来て、鈴璃は立ち止まる。


「言いたいこと？」


「これから死んで行くんだから、言いたいことがあったら言っておけって言ってるの」


「……俺、死ぬの？」


　いや、まあ、死ぬと言う運命が待っていることは覚かく悟ごしていたが、それにしたってあまりに唐とう突とつな展てん開かいだ。自分が担当編集ならこんな展開はボツにするだろうと輝は思う。


「もちろん、あんたはそれだけのことをしたんだからね」


　気付くと鈴璃の手にはバッドが握られていた。これでクギが何本も刺ささっていたりしたらかなり危き険けんな気もするが、とりあえずそれはなかった。


「……えっと、何をしたんでしたっけ？」


　まったく覚えが無かった。なにせ、まだあとがきは始まったばかりだ。


　って、そう言えば、また挨あい拶さつを忘れていた。三巻で忘れて、続いたはずなのになんたる失しつ態たいだろう。


　あれ、待てよ？　ってことは鈴璃が怒ってるのは三巻のあとがきの続きか？　でも三巻のあとがきは怒ってはいたけど、何も殺そうと言う話ではなかったはずだ……。


　挨拶をしようとして……それからページが尽つきたのでそこで終わったはず。その時はまだ、殺されるような理由はなかった。


　ということは、三巻のあとがきと四巻のあとがきの間に何かあったということか……。


「あ……」


　それで輝は思い出した。三巻のあとがきと四巻のあとがきの間に何があるのかを。


　それは四巻の本文だ。プロローグと本編とエピローグ。プロローグは未来の話で、エピローグは次回予告のようなもの。


　しかしだとしても、そこで鈴璃に何かしたという記憶はなかった。少なくとも正面切って彼女の外見の話をしたはずはない。


　だって、彼女は今回も登場しなかったのだから。


「って、もしかして……」


　何かしたから自分は死ぬ。そうとばかり思っていた。しかし考えてみたら、何もしなかったから死ぬ。そういう可能性もあったのだ。


　そうだ。三巻のあとがきで鈴璃が言っていた。


　次こそは出せと。何があっても出せと。


　でも自分は結局、彼女を出さなかった。いや出せなかったのだ。なにせ、予定より第九話が長くなって、今回は本編はその一話しか入らなかったのだから……。


「ちょっと待った！　出番が無いくらいで作者を殺したらダメだ」


　しかし言いながらなんでダメなんだろうと思ってしまう。実に説せつ得とく力りよくがない。


　だから鈴璃にはちっとも伝わなかったようだ。それを証しよう拠こにゆらりとバットが振り上げられる。鈴璃の小さな体がまた一つ大きくなるように感じられた。


「だったら死ぬくらいでゴタゴタ言わないわよね？」


　鈴璃の言い分の方が説得力があった。あとがきで死ぬのと本編に出ないのを比べれば後者の方がずっと重い。少なくとも登場人物にとってはそうであるはずだ。


　だから輝は鈴璃の体に蓄たくわえられたエネルギーが一いつ斉せいに放たれた瞬しゆん間かん、すごく冷れい静せいにそれを受け止めていた。そして三巻の時も聞いたはずの担当のＫさんの言葉を思い出す。


　──次は短くするから、今回はなんとかしといて


　しかしそれは目の前の現実とは違っていた。そしてだからこそこうなってしまったのだと輝は受け止める。そこに鈍にぶい音が響ひびいた。それは輝を──おそらくは四度目の──死へと誘いざなうバットが当たった音だった。


　そう、新井輝は死んだのだ。またしても。それも実にあっけなく。










二〇〇四年　十一月　　新井　輝





ROOM NO.1301 #4


お姉さまはヒステリック！





新あら井い　輝てる
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